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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。














　CONTENTS









ロリ抱きまくら（合法）

究極の贅沢

おっぱいの誓い

ヒモの生態

健康で文化的な最高水準の生活

ロリ手巻き寿司

ロリのロリによる、俺ヒモのための私服ファッションショー

しつけ（健全）

水着成分

ロリキャバクラ

ロリをダメにするクッション

衝撃的な言葉

特別付録　書き下ろし短編












　ろりのひも【ロリのヒモ】




　　ロリに生活の面倒を見てもらう、人類史上まれに見るクズのこと。

　　漫画やゲームをはじめ、好きなものに好きなだけお金を使うことができる。

　　その代わりにエンターテイメントを提供し、ロリとはウィンウィンの関係を築く。

　　ロリの笑顔がなによりも大事。毎日がロリ曜日。超楽しい。

　　ただし、あんまり調子に乗りすぎると専属の巨乳メイドに怒られるので注意が必要。

　「今日から俺は──」「──は最高だぜ！」












　あー。

　あの雲、おっぱいみたいだなー。

　青空をぼんやりと眺めながら、最終学歴中卒の天てん堂どうハルは、しみじみとそう思った。

　いやまあ、俺のことなんだけど。




　六月中旬。

　梅つ雨ゆの時期には珍しい、さわやかな風が吹く晴天のある日。屋上のテラスにて。

　デッキチェアで昼寝をしていた俺が目を覚ますと、腕のなかに制服姿の天使がいた。

　そういうと、まだ夢のなかにいるようだが……。

　まぎれもなく現実である。

　艶つややかな黒髪ロングがよく似合う清せい楚そ可か憐れんな女の子が、仰あお向むけになっている俺にまたがり、俺の鼓動に耳をすませるような姿勢で、ぴったりと覆おおいかぶさっていた。

　彼女の名前は、二に条じよう藤とう花か。

　小学五年生にして、億単位の金を平然と動かすスーパーお嬢さまである。

　その女子小学生を、俺はぎゅっと抱きしめていた。

　そういうと、塀へいのなかに入らなきゃいけないような気もするが……。

　大丈夫。これは事案ではない。お巡りさんへの連絡は不要である。

　なぜなら彼女は俺の漫画の大ファンであり。

　俺、天堂ハルは彼女のヒモをやっているからだ。

　つまり、これくらいのスキンシップは日常茶さ飯はん事じなのである。

　……それが本当に大丈夫なのかと問われたら、まったく自信はないけれど。

　ともあれ、被害者はいないので安心してほしい。

　あるいは俺が寝ぼけてやらかしてしまった可能性もなきにしもあらずだが、藤花のほうも俺に抱きついてきているので、その心配はおそらくない（と思いたい）。

「……あ、先生。おはようございましゅ……」

　俺が起きたことに気づいたらしい。

　胸のうえに小さなあごを載のせ、藤花がこちらを見つめる。

　この体勢が恥ずかしいのか、顔は真まっ赤かに染まっていた。

　藤花の熱い吐息が胸に当たる。その感触をすこしくすぐったく思いつつ、

「ああ、うん。おはよう」

　とりあえず挨あい拶さつを返した。続けて質問。

「で、なんで俺たちは抱き合ってるの？」

「えーと、それはですね……さきほど学校から帰ってきましたら、先生がこちらでお休みになっていたので、起こしてはいけないと思い、静かに寝顔を見てたんですよ」

「見てたんだ……」

「ええ、かわいかったです」

　気恥ずかしくて苦笑をもらすと、藤とう花かはにっこり微笑ほほえんだ。

　いや、かわいいのはどう考えてもきみのほうだからね？

　世界中、どこの誰に訊きいてもそう答えるわ。

「それでですね、先生が寝言をおっしゃったんです」

「なんて？」

「『抱きまくらほしいなぁ』と」

「…………」

　欲望ダダもれの寝言だなぁ……。

　心当たりもある。テラスに出る前、ネットで見ていたのだ。おっぱいの躍動感に定評のあるイラストレーターさんが描きおろした、美麗な抱きまくらカバーを。

　表面は健全仕様、裏面はハレンチ仕様になっている。

　どれくらいハレンチかというと、十八歳未満では買えないくらいだ。












　口くち惜おしいことに、俺はまだ十七歳である。

　そこで仕方なく、代わりに買ってくれと麻ま耶やさんにメッセを飛ばした。

　が、あえなく却下された。

　俺の専属メイド（巨乳）なのに、風紀委員みたいに厳しいのである。

　以前、秋あき葉は原ばらでエロ同人を大量に買ってくれたけど、それは『藤とう花かを守るため』という大義名分があったからで、それ以降は断固としてエロ関係は拒否されていた。むしろ頼むだけで怒られる。それがわかっていて、頼むほうもどうかと思うけど。

　でも、せめてセクハラで心を慰なぐさめるくらいは許してほしい……。

　と、我ながらクズいことを考えている俺に、藤花が言う。

「それで不ふ肖しようながら、わたしが先生の抱きまくらになってみようと思ったのです」

「思っちゃったか」

「……ダメでしたか？」

　そりゃまあ、常識的に考えたらダメである。

　小学生とはいえ、もうちょっと女子としての慎つつしみを持つべきだろう。

　でも、不安そうに上目遣いで見つめられたら、注意する気も失うせるよね。

「いや、そんなことないよ」

　微笑を浮かべて、藤花の頭をなでなでした。

「さすが藤花。見事な発想力だ」

「えへへ、ありがとうございます。先生のお望みを叶かなえるのが、わたしの使命ですから」

　藤花は嬉うれしそうにはにかみ、当然のようにそう言った。

　献身的にもほどがある。

「というか、よく俺は起きなかったな……」

「そこはわたしも気を遣いまして、最初は添い寝するような感じで横になりました。そしたら先生がわたしを抱きしめてくださって……いまに至ります」

「なるほど」

　つまりやっぱり、無意識にやらかしていたのか……。

　睡眠中にＪＳを抱きしめるのって、罪状的にはなにになるんだろうね？

　なんにせよ、社会的に死ぬのは間違いない。罪に問われない立場で本当によかった。

「ちなみにどうでしょう？　わたしの抱きまくらとしての使い心地は？」

「んー、そうだな」

　感触を確かめるよう、藤花をむぎゅむぎゅと抱きしめてみる。

　藤花は「あぅ……」と照れくさそうに声をもらしながらも、俺に身をまかせてくれた。

　いちごのような甘い香り。お日さまのようなぬくもり。心地よいやわらかさ。

　なにより俺に尽くしたいという藤花の健けな気げさが、圧倒的な幸福感を与えてくれる。

　どんな高級クッションでも、これは再現不可能であろう。

　まくらとしてはちょっと重たい感じもするけど、それもまたよし。

　我慢できないほどじゃないし、俺はひとりじゃないって安心感がある。

　よって総合評価は──

「控えめに言って、最高だね」

「本当ですか？」

「ああ。藤とう花かがいればほかの抱きまくらなんていらないなー」

「それはよかったです！　今後はいつでもわたしを使ってくれていいですよ！」

「うん、そうさせてもらうよ」

　満面の笑みで喜ぶ藤花に、俺はしみじみと癒いやされた。

　やっぱロリのヒモって素晴らしいな。

　ほんと天職だわ。職業と呼んでいいかはわからんけど。

　しかし、あいにくここはテラス、すなわち外である。三階建ての屋上なので心配いらないとは思うが、万一この状態を誰かに見られたら本気で通報されかねない。

「ありがとう藤花。おかげでエネルギー充電できたよ」と俺は言った。

「え、もうですか？　ご遠慮なさらず、もうちょっとこのままでもいいんですよ？」

「大丈夫。十分に満喫したから」

「……わかりました」

　藤花は名な残ごり惜おしそうにおりてくれた。かわいい。またそのうち本当にお願いしよう。

　うーんと伸びをして、屋上から俺の部屋に移動する。

　壁にかかっている時計に目をやると、午後四時を過ぎていた。

　もうこんな時間か。おはようって挨あい拶さつしたけど、ぜんぜん早くないな……。

「ところで先生。なんでテラスにいたんですか？」

　並んでベッドに腰かけると、藤花が訊たずねてきた。

　麻ま耶やさんがえっちな抱きまくらカバーを買ってくれないのでふてくされて、気分転換に外出でもしようかと思ったけど部屋着から着替えるのが面倒で、妥協案としてなんとなくテラスに出ただけ……と、正直に答えても面白みに欠ける。

「なんか急に、雲が見たくなったんだよね」

　そんな芸術家っぽいことをうそぶいてみた。

「え？　それはまたなぜでしょう？」

　興味深そうに食いついてくる藤花。

「ほら、雲っていろんな形があって面白いじゃん？　だから観察すれば、普段とは違ったインスピレーションが湧わいてくるかなーと思って」

「おー、自然からインプットするなんて、さすが先生です。成果はどうでしたか？」

「うーん、ぶっちゃけ、期待していたほどじゃなかったかな。すごくおっぱいみたいな雲があってさ、それを眺めてたらいつの間にか寝ちゃってた」

「……つまり結果的には、外で気持ちよくお昼寝してただけ、ってことですね？」

「そういうことになるな」

「あはは、先生らしいです。千ち鶴づるが聞いたら怒りそうですね」

「……藤とう花かは怒らない？」

　さすがに自分でもどうかと思い、こわごわと訊たずねる。

「怒りませんよ」

　藤花はにこやかに否定してくれた。

「ほんとに？　だらだらしてないで早く漫画描けとか思わない？」

「思いません。もちろん、描いてくれたら嬉うれしいのはたしかですけど、わたしから要求することはないです。先生には最高のコンディションで描いていただきたいですし、わたしが読みたいのは、先生が自由に描いた漫画ですから」

　なんてありがたいお言葉だ。

　すべての編集者は、藤花の爪つめの垢あかを煎せんじてのむべきだな、うん。

「それに、先生はこのまえとてもがんばったばかりじゃないですか。英気を養うために、思う存分だらけていいと思いますよ」

「あー、そう言ってくれると助かる」

　優しい口調でいたわってくれる藤花に、俺は苦笑いしてうなずいた。

「実際、このまえ久々に漫画を描いて、気が抜けちゃったところはあるんだよな」

　藤花にお世話になりはじめてから、俺はずっと漫画を描くことができなかった。

　ヒモとしてどんな漫画を描けばいいか、わからなかったのだ。

　だけど三日前、藤花に連れて行ってもらった温泉旅館で、その迷いは晴れた。

　一晩で短編を描きあげて、藤花を満足させられた。

　それで、大きな仕事を終えたクリエイターのごとく、脱力してしまっているわけだ。

　いくら体力があっても気力がなければできないのが、創作の厄やつ介かいなところである。

「そういうことなら、むしろ積極的にだらだらすべきですね。休むのも仕事のうちと言いますし。気力が回復するまでは、インプットに専念していただければと思います」

「そうだな。ありがとう。藤花は本当に天使だな」

「ふふ……そうだとしたら、それも先生のおかげですよ」

　頭をなでながらお礼を言うと、藤花は目を細めてはにかんだ。

「天使は、神に仕えるものですから」










「ところで先生、ひとつご提案があります」

　好きなだけだらけていいとお墨すみつきをもらえ、話が一段落したところで。

　藤とう花かがおもむろに切り出してきた。

「ん？　なに？」

「あの漫画なんですが、わたしがいただいちゃったじゃないですか」

「うん」

　あの漫画とは、もちろん温泉旅館で描いた短編のことだ。

　藤花たちをモデルにしたお嬢さま三人組が、さまざまな衣装で困難なミッションに挑んでいく、笑いあり涙ありのアクションハートフルコメディ（？）。

　帰ってからいちおうスキャナでデータ化だけさせてもらい、生原稿は藤花にプレゼントした。藤花のためだけに描いたものなので、ごく自然な流れである。

　それでも藤花にとってはサプライズだったらしく、とても感激してくれた。

　すべてのページを豪華な額に入れて、自分の部屋に飾るほどだ。

　朝起きたときと夜寝る前にそれを観みるのが、楽しくてしょうがないんだとか。

　実にありがたい話だ。俺が持っているより、原稿も幸せに違いない。

　ちなみに額の値段は、最低でもひとつ十万はするそうだ。

　どう考えても、中身より価値があると思う……。

　でもまあ、それを決めるのは持ち主である。藤花が満足ならそれでいい。

「正直に言うと、あの漫画をわたしだけのものにしておきたいって気持ちもあります。ですが、あれほどの傑けつ作さくを世に出さないのは、やはりもったいないと思うのです」

　藤花は力説して、上目遣いで告げる。

「なので、編集さんにお見せするのはいかがでしょう？」

「……うーん、それはどうだろう」

　評価してくれるのは嬉うれしいけど、俺は微妙なリアクションをしてしまう。

　繰り返しになるが、あれは藤花のためだけに描いた原稿だ。商業性はいっさい無視していた。世に出したところで喜ぶ人はほとんどいないだろう。

　俺の担当である夕ゆ莉りちゃんこと中なか野の夕莉は、そのあたりかなりシビアな判断をするので、見せたら時間の無駄だと怒られそうなくらいだ。俺に対する態度は、藤花の真ま逆ぎやくといってもいい。

　とはいえ、

「絶対に見せるべきです！　あんなに面白い作品なんですから！」

　藤とう花かにそこまで強く勧められては、断るわけにもいかない。

　久々に夕ゆ莉りちゃんとも会いたいし、怒られてもいいかと開き直ることにした。

　その場で夕莉ちゃんに電話をして、短編が一本あがったことを伝える。

『あがったって……え、ネームじゃなくて？』

「はい。ちょっと思うところがあって、今回はペン入れもしました」

『へえ……最近連絡がないと思ったら、がんばってたんだな』

　タイミングもよかったのだろう。さっそく次の日に打ち合わせを入れてくれた。







　そんなわけで、翌日の夕方。

　麻ま耶やさんに車を出してもらい、出版社へと向かう。

　ついていきたいと言ったので、藤花も一緒だ。いるだけなら邪魔にならないかと思って許可を出した。俺にも熱烈なファンがいることを夕莉ちゃんに見せたかったし。

　ちなみに藤花は制服で、麻耶さんはパンツスーツ、俺はポロシャツにジーパンというスタイルだ。さすがに部屋着のまま持ちこみはできない。ただでさえキレられそうなのに、そのうえ格好までなめてたら、本気でぶっ飛ばされそうだからな……。

　会社のエントランスで夕莉ちゃんと落ち合い、会議室に入る。

　小こ洒落じやれた私服姿の夕莉ちゃんは、相変わらずとても美人だった。ツーポイントふちなしのメガネがよく似合っている。ほんと、編集者にしておくのはもったいない器量だ。

　まあ、そのぶん性格が荒っぽいので、釣り合いはとれていると思うけど。

　夕莉ちゃんは最初、藤花と麻耶さんという部外者がいることに眉をひそめた。

　が、すぐに上司からケータイに連絡が入り、血相を変える。

「──はいっ!?　うちの親会社のっ……!?」

　どうやらここに来るまでのあいだに、藤花の顔を知っている人がいたらしい。

　もれ聞こえてきた会話によると、藤花は実質、ここの親会社の大株主なんだとか。

　それによりなぜか編集長と役員クラスのおっさんが会議室に飛んできて、打ち合わせに同席することになった。はじめて持ちこみしたとき以上の、妙な緊迫感が漂う。

　正直、めっちゃやりづれえ……。

　お偉いさん方は名刺を渡そうとしたが、藤花はそれを丁重に断った。

「今日はただ、先生に付き添わせていただいているだけですので」

「さ、左様ですか。これは失礼しました……っ」

「いえいえ、お構いなく」

　ぺこぺこするおっさんどもに、夕莉ちゃんは愕がく然ぜんとしていた。

　麻耶さんは普段どおり、涼しげな顔でそばに控えていた。慣れているのだろう。

「え、えーと、それでは、原稿を拝見させていただきます」

　夕ゆ莉りちゃんは引きつった笑みを浮かべ、声を上うわ擦ずらせながら俺の原稿を手に取った。

　こんな緊張した夕莉ちゃん、はじめてだ。ちょっと楽しいな……。

　そして、いつもの五倍くらいじっくりと目を通し、

「……ふうー、読ませていただきました」

　大きく息を吐き、原稿の束を整えてテーブルに置いた。

「ど、どうでしたか？　先生の作品は？」

　藤とう花かが祈るような眼まな差ざしで訊たずねる。俺よりもよほど真剣な様子だ。

　まるで藤花が持ちこんだみたいで、俺は内心で苦笑した。

「……そ、そうですね」

　夕莉ちゃんはまず俺の目をじっと見つめて、それからお偉いさん方に視線をやった。

　なんらかのアイコンタクトののち、

「──す、スバラシイですね！」

　称賛の言葉を口にした。軽い棒読みだった。

　どう考えてもこれ、藤花のごきげんを損そこねたくない上司の意向ですね……。

　編集者っていろいろ大変なんだなぁ……と、あらためて思った。

「ほ、本当ですかっ？」












　藤とう花かは喜色を浮かべ、前のめりになる。

「ええ。コミカルで読みやすく、それでいて絵に迫力がありました。なにより、ヒロインたちがとてもかわいらしかったです。ラストの展開もじんと来ましたね」

　……大御所作家を相手にするときって、もしやこんな感じなのだろうか。

　まじで大変だな。万一ヒモを卒業しても、編集者だけにはならんでおこう……。

　いや、人気の職業なので、なろうと思ってもなれないだろうけど。

「では、掲載していただけますかっ？」

「あー、えーと、それは……私の一存では決められないので、まずは連載会議にかけたいと思います」

「なるほど。そういった手順がありますよね。すいません」

「い、いえいえ」

　たじたじとなる夕ゆ莉りちゃん。

　気を遣いすぎて、そろそろ胃に穴が空いてしまうかもしれない。

　さすがに見てられなくなってきた。助け船を出してあげよう。

「なあ藤花。出版社に来る機会なんてそうそうないだろ？　せっかくだし、編集部を見学させてもらったらどうだ？」

「あ、そうですね」

　俺の提案に藤花がうなずく。

「たしかにどんなふうに漫画が作られているのか、ちょっと見てみたいです」

「そういうことなら、ぜひご案内させてください！」

　俺の意図を察したのか、お偉いさんがすぐさま反応してくれた。藤花は逡しゆん巡じゆんする。

「……うーん、でも、先生の打ち合わせがまだ終わっていませんし」

「こっちは大丈夫。漫画家と担当、ふたりで話したいこともあるし、行っておいで」

「ん、わかりました。では、そうさせていただきます」

　藤花と麻ま耶やさん、お偉いさんと編集長は席を立ち、会議室をあとにした。

「…………はあぁー……びびったぁー…………」

　ドアが閉まりふたりきりになったところで、夕莉ちゃんは盛大にため息をついた。

「あはは、なんかすいません」

「──なんかじゃねえよ！」

　俺が軽い感じで謝ると、態度を豹ひよう変へんさせた。

「あの娘こはいったい何者なんだ!?　なにかあったら私どころか編集長のクビも飛ぶって言われたぞ！」

「投資とかなんやらで稼いでる超お嬢様です」

「それがなんでおまえみたいなやつと一緒にいるんだよ！」

「……いくらデビュー前とはいえ、作家に対してその言葉遣いはどうなんでしょう」

「うるせえ！　いいから説明しろ！」

「はいはい」

　どうやって藤とう花かと出会い、現在どういう関係なのか、かいつまんで説明する。

　夕ゆ莉りちゃんは驚きよう愕がくに目をむき、この世の終わりを嘆くように絶叫した。

「──はあ!?　ロリのヒモとかなんだよそれ！　最低のクズじゃねーか！」

「ははは、うらやましいでしょう？」

「ちくしょう！　漫画家をこんなに妬ねたましいと思ったのははじめてだ！」

「今度、藤花に頼んで高級レストランに連れていってあげましょうか？」

「まじで!?　いや、余計なお世話だ！　いたいけな少女のお金でそんなことして、おまえは心が痛まないのか!?」

「ぜんぜん」

「正真正銘のクズだな！　ああそうだ、ちなみに原稿はクソつまんなかったぞ！」

　ヤケになったのか、ほとんどやつあたりに近い言い草である。

「あー、やっぱり」

「やっぱりじゃねえよ！　てか、なんで前よりひどくなってんだ！」

「読者目線を意識したからですね」

「どこがだよ！」

　藤花のためだけに描いたことを説明する。

「……ちっ、編集者に見せるなら、個人じゃなくてきちんと商業を意識しろよ」

「ですよね。すいません」

「あと、褒ほめるのもしゃくだけど……例によって絵だけはすげえよかった。ところどころ雑な部分もあるが、これまでで最高の出来だな」

「ありがとうございます」

「……それもあの娘このためなのか？」

「まあ、そうですね」

　むろん自分のためでもあるんだけど。ややこしいのであえて否定はしない。

　夕莉ちゃんは顔をしかめて嘆息した。

「……そうか。だとしたらおまえだけでなく、あの娘もうらやましいな」

「え、なんでです？」

「なんでって、そりゃそうだろ。大好きな作家が、自分のためだけに漫画を描いてくれるんだぞ？　そんなの、究極の贅ぜい沢たくじゃねえか」

　なるほど。たしかにそれは、貴重な珍味よりも、かっこいい高級車よりも、ばかでかい豪邸よりも、贅沢なことなのかもしれない。自分が描く側だから気づかなかった。

「……つーか、ひとつ確認してもいいか？」

「なんです？」

「おまえの機嫌を損そこねたらあの娘こにチクるとか、そういう卑ひ怯きようなことはしないよな？」

「するつもりなかったですけど、そんな言い方されたらそれもありかなって思いますね」

「すいません。勘弁してください」

　真顔で謝罪されてしまった。

「冗談ですよ。そんなことしません」

　俺は苦笑して、テーブルの上に放置されていた原稿を回収する。

「これもボツにしてもらって結構です」

「……いいのか？」

「はい。権力で載のせてもらったりなんかしたら、ほかの人たちに申し訳ないですし」

「ふうん……たまにはそんな殊しゆ勝しようなことも言うんだな。見直したぞ」

　感心したように微笑ほほえむ夕ゆ莉りちゃん。

「ふっ、ヒモの余裕ってやつですね。ぶっちゃけ原稿料とかどうでもいいですし」

「くっ──ああもうまじでうらやましい！　私も誰かに養ってもらいたい……」

「結婚したらどうです？　夕莉ちゃんならいくらでも相手いるでしょ」

「だまれ。私はその二文字が世界で一番嫌いだ。あと夕莉ちゃんって言うな」

　……過去になにかあったんだろうか。怖いので深入りはしないけど。

「あの娘もボツに納得してくれるか？」

　夕莉ちゃんが話を戻す。

「多少はがっかりするかもしれませんが、大丈夫でしょう。藤とう花かのことは俺がなんとかするので、気にしないでください」

「……そうか。わかった」

「なのでこれからも変わらず、ひとりの男と女として、よろしくお願いします」

「ああ、漫画家と担当編集として、よろしく頼む」

　それから十分程度だけど、いちおうちゃんとした打ち合わせもした。

　さきほど藤花に言っていたことはまるきり噓うそでもなかったらしい。そのへんの長所を伸ばしつつ、短所であるストーリーをどうにかしろまじで絵がもったいねえ、と言われた。

「あー、くそ。ほんと性格に難がなきゃ、原作をべつにつけんだけどなぁ……」

「……本人の目の前で性格に難があるとか言わないでください」

「うるせえクズ」

　そこまで真正面から罵ののしられると、いっそすがすがしい。

「クズに付き合わなきゃいけない編集者って大変ですね」

　ずっと思っていたことを口にすると、夕莉ちゃんは苦笑した。

「まあな。よく我慢してるなって自分でも思うよ」

「仕事だからですか？」

「もちろんそれもあるけど、それだけじゃねえな。なんだかんだで楽しいからだ」

　そして夕ゆ莉りちゃんはすねたように言った。

「……作家の原稿を一番に読めるのは、本当は編集者の特権なんだぞ」







　編集部見学ツアーを終えて、藤とう花かたちが戻ってくる。

「とても興味深かったですっ。ああやって漫画が作られるんですね」

「そっか、よかったな。こっちも終わったから帰るか」

　夕莉ちゃんやお偉いさんに挨あい拶さつして、出版社をあとにした。

　帰りの車中で、短編はボツにすることにした、と伝える。

「え、なんでですか……？」

　案あんの定じよう、藤花は悲しげな顔をした。

「いろいろあるけど、俺ならもっと面白い漫画が描けるからってのが、一番の理由かな」

　藤花の頭をなでながら、俺は朗ほがらかに告げる。

「前向きに検討した結果だから、がっかりすることはないよ」

「そうなんですね」

　藤花は安心したように、表情をやわらげた。

　しかし、完全に納得できたわけではないようで、「うーん」とうなる。

「それにしても、さすがはプロの編集者ですね。あんなによくても満足しないとは……」

「そうだな。でも、夕莉ちゃんは優秀だから、言うことを聞いといて間違いないよ」

「……なるほど。機会があればぜひ、あのかたともゆっくりお話ししてみたいです」

「じゃあ、今度ご飯にでも誘ってみるよ。忙しいからいつになるかわかんないけど」

「はい、よろしくお願いします」

　藤花は笑顔で会え釈しやくをする。そしてくちびるをとがらせ、こう続けた。

「……でも、先生からそこまで信頼されているなんて、ちょっと妬やけちゃいますね」

　その言葉に、俺はくすりと笑みをこぼす。

　お互いがお互いのことをうらやましいと思っているとか、いかにも喜劇っぽい。

　チャンスがあったら漫画に活いかそうと思った。







　ちなみにそのあと。

　持ちこみお疲れさま会ということで、藤花に超高級中華をごちそうしてもらった。

　これがめちゃくちゃおいしかったので、せめてものお裾すそ分わけにと思い、俺は夕ゆ莉りちゃんに次のようなメールを送った。

『お世話になっております、天てん堂どうです。本日はありがとうございました。

　ささやかなお返しですが、これを見てお仕事がんばってください。

（添付画像：北京ダック）』

　夕莉ちゃんはとても仕事ができる編集者だ。返事はすぐに返ってきた。

『お世話になっております、中なか野のです。こちらこそ、ありがとうございました。

　私のアドバイスをすべて鵜う吞のみにする必要はありませんが、

　次の作品こそ、広くウケるものを意識して描いてきてください。期待しています。

　……で、ロリにおごってもらうメシは、うまかったか？』

『ええ、ヒモごはんマジ最高ですｗｗｗｗｗ』

『今度会ったときシメる。そのアヒルのようにな』

『……たいへん申し訳ありませんでした。出来心なんで、勘弁してください』

『許してほしかったら、まともな原稿持ってこい』

『……はい、善ぜん処しよいたします』

　うん。やっぱ次の持ちこみは、だいぶさきになりそうだ。

　最低でも、夕莉ちゃんの怒りが冷めるまでは、時間をあけることにしよう……。










　持ちこみをしてから数日が過ぎた、六月下旬のある日のこと。

　自室のベッドでラノベを読んでいると、藤とう花かが学校から帰ってきた。

「先生、ただいまですっ」

「おじゃましてあげるわ」

「にゃー、にいさまのとなり、げっと」

　今日は親友である千ち鶴づると紗さ奈なも一緒だ。

　小生意気そうなツインテールが、丹たん沢ざわ千鶴。

　ネコミミカチューシャをつけたショートヘアが、小こ森もり紗奈。

　制服姿の三人は当たり前のようにベッドにあがり、俺のそばまですり寄ってきた。

　お嬢さまらしからぬ、はしたない行為だけど……かわいいから許しちゃうよね。

　それにまあ、いつものことだし。

　ちなみに麻ま耶やさんは仕事中だ。藤花の自由時間（すなわち俺と遊ぶ時間）をすこしでも増やすため、面倒な仕事をあれこれ肩代わりしているらしい。ほんと有能で藤花想おもいだよね。今度また、藤花と一緒にメイド服を選んでプレゼントしてあげよう（いい笑顔）。

「今日は原稿さぼってなにやってるの？」

「いや、さぼってるって決めつけるなよ」

　ぶしつけな口調で訊たずねてきた千ち鶴づるに、俺は苦笑して言い返す。

「こう見えても立派な──」

「はいはい、どうせインプットってやつでしょ？」

　千鶴は小こ馬ば鹿かにしたような笑みを浮かべ、俺の言葉を遮さえぎった。

「その建前さえあればなにをしても許されるんだから、まったくいいご身分よね」

　相変わらず辛しん辣らつだなぁ……。

　しかも正論だから、返す言葉がない。

　まあでも、はじめて会ったときは問答無用で藤とう花かから離れろと言ってきたのだ。

　そのときに比べれば、だいぶ穏やかになっている。

『千鶴のツンデレは個性で、漫画の参考になる』

『──自分への暴言すら糧かてにしてしまうなんて、先生は本当にすごいです！』

　というやりとりをしたことで、藤花も怒ることはなくなったし。

　親しき仲にも礼儀あり。

　なんて言葉もあるけれど、この場においてはみんなの個性を重視していきたかった。

　つまり、ＪＳからの暴言どんと来いだ。

　さすがにごほうびとまでは言わないけど、実際参考になるし。

　てか、暴言なんていちいち気にしていたら、そもそもヒモなんて務まらない。

「それで先生、なにを読んでるんですか？」

「ラノベだよ」

「らのべ……ってなんですか？」

「えーと、ライトノベルの略で……主に中高生向けの小説かな」

　小鳥のように首をかしげる藤花に、ざっくりとした説明をする。

「え、漫画じゃなくて小説なんですか？」

「そうだよ。ほら」

　しおりを挟み、文庫を渡してあげる。

「わー、本当ですね」

　藤花はぱらぱらとページをめくり、興味深そうに本文を見つめた。

　紗さ奈なが俺の袖をくいくいと引っ張る。

「にいさま。ぼくは知ってるよ、らのべ」

「おー、さすが紗奈」

　どことなく得意げだったので、頭をなでながら褒ほめてあげた。

　紗奈は気持ちよさそうに目を細めて、「にゃあ」と鳴く。

　ほんとにネコみたいだ。かわいい。

「ちなみに、紗さ奈なは好きなラノベとかある？」

「にゃい」

「ないんかい」

　思わずツッコむと、紗奈はすこし恐縮した様子で答えた。

「……知ってるだけで、まだ読んだことはにゃいから」

「あー。まあ、小説ってちょっとハードル高いしな」

　俺もはじめて読んだのは、中学生になってからだったと思う。

　好きなゲームのノベライズだったっけ。

　読んでみたら想像以上に面白くて、驚いたことを覚えている。

　以来、好きなアニメの原作とか、ジャケ買いしたものとか、気が向けば手を出していた。

「てか、小説を読んで漫画の参考になるの？」

　と、千ち鶴づるが訊たずねてくる。

「なるよ。構成とかキャラの作り方はもちろん、文章だけだからこそ『この場面を漫画にするならどんなふうに描こう？』って自然に考えたりして、いろいろ刺激になる」

「ふうん……なんか思ったより真っ当な理由ね。つまんないわ」

「たしかに、先生にしては意外性に欠けますね」

「にゃあ、今日のにいさま、調子わるい……？」

　あれ、なにその微妙に冷めた反応……。

　千鶴はともかく、藤とう花かや紗奈は感心してくれると思ったんだけどな。

　もっとヒモっぽい言い訳を期待してたのだろうか……？

　ちょっと複雑な気分になりつつ、おまけの説明を加える。

「ついでに言うと、コミカライズとか挿さし絵えの仕事もあったりするから、そういう面でも読んでおいて損はないかな。特にコミカライズは、新人に振られるケースが多いし」

「こみからいず……かっこいい響きにゃ」

　きらんと目を光らせて、紗奈がつぶやいた。

「たしか、ちがうメディアの原作をもとに、漫画を描くってことですよね？」

「そうそう」

　藤花の問いにうなずくと、千鶴が嘲あざけるように言った。

「ハルにそんな依頼する人なんているの？」

「……いないことはないと思うぞ」

「えぇー、ほんとに？」

「ほんとだって。その証拠に担当からも、性格に問題なければ原作をべつにつけるのにって、このまえ言われたし」

「……あー、そうなんだ」

　なにかを察したようなやわらかな笑みになり、千ち鶴づるはぽんと俺の肩をたたいた。

「まあ、出版社も商売なんだから、しょうがないわよ」

　いや、そこは厳しくツッコんでくれよ。優しくするなよ……。

「にゃあ、にいさまはそれでいいと思う」

「同感です。先生がやりたいとおっしゃるならもちろん応援しますけど、わがままを言わせてもらえば、できればオリジナルの漫画が読みたいです」

　意見を述べる紗さ奈なと藤とう花かに、千鶴も小さな声で同意した。

「……そうね。仕事で忙しくなって、遊べる時間が減るのもやだし」

「え？　なんだって？」

「うるさい！　なんでもないわよ！」

　千鶴は頰ほおを染めて、声を荒らげた。

　ちなみにいまの対応は、ラノベで学んだテクニックである。

　ツンデレキャラを引き立たせる、とても便利な台詞せりふだ。

「大丈夫だよ」

　俺は口元をゆるめて、千鶴の頭をなでなでした。

「俺みたいな気ままなヒモに、担当も仕事を振ってきたりしないから」

「……聞こえてるんじゃない」

　不機嫌そうにつぶやき、千鶴はふんと鼻を鳴らした。

　でも、さりげなく頭をなでやすい位置に動かしてる。かわいい。

　その様子を見て、紗奈がくすくすと笑った。

「にゃあ、千鶴は意外と甘えんぼう」

「……ハルにべったり寄りかかってる、紗奈に言われたくはないわ。てか、べつに甘えてないし。甘えてるのはハルのほうだし」

「うん。にいさまは甘えるのも甘えさせるのも、じょうず。テクニシャンにゃ」

　いや、その表現はどうだろうか……。

　麻ま耶やさんに聞かれたら誤解を招きそうでドキッとする。

「先生、わたしも質問いいですか？」

　藤花が律りち儀ぎに片手をあげて、訊たずねてきた。

「いいよ」

「さきほどキャラの作り方を参考にしているとおっしゃってましたが……」

　ラノベの口絵ページを開き、こちらに向ける。

「この本に出てくるキャラクター、巨乳のお姉さんばかりですよね？」

「……あー、うん、そうだね」

　それを目当てに買ったのだから、当然である。

　すると、藤とう花かは残念そうに眉根を寄せた。

「ということはつまり、次回作の主人公は、わたしたちをモデルにしたキャラじゃないってことですか……？」

「いや、次もそうするつもりだけど」

「え、本当ですか？」

「ああ。俺もあのキャラたちで、まだまだいろんな漫画を描いてみたいし」

　これは藤花のごきげんを取るためではない。本心からそう思っていた。

　自分でも気に入ってるし、一番の読者もそれを求めている。

　さらに、夕ゆ莉りちゃんからも評価してもらえたキャラである。

　それを一回の短編で使い捨てるなんて、そんなもったいないことはしない。

　まあ、だからといって、原稿がはかどるわけではないんだけど……。

　締め切りがないので、ついついインプットを優先させちゃうんだよね。

「そうですか。それはとても嬉うれしいです。期待して待ってますね」

　藤花はにっこりと微笑ほほえみ、そう言ってくれた。

　うーん、かわいい。期待に応えられるよう、がんばろう。

「じゃあ、だったらなんで、ハルはその本を読んでるの？」

　藤花の優しさをしみじみ嚙かみしめていると、千ち鶴づるが疑問をぶつけてきた。

「え？」

「あたしたちをモデルにしたキャラを描くなら、もっと小さな女の子が活躍する話を読んだほうが、有意義なんじゃないの？」

「ですね。それはわたしも気になります」

「にゃあ。ぼくも」

「……えーと、それは」

「「「それは？」」」

　三人がまっすぐ俺を見つめる。やべえ、なんて答えよう……。

　言いよどんでいると、千鶴が問い詰めてくる。

「やっぱりインプットってのは建前で、単なるハルの趣味なの？」

「そうなんですか？」「にゃあ？」

　もちろんインプットになるというのは、噓うそではない。

　が、本音を言えば勉強のためというより、純粋に読みたいって動機のほうが強かった。

　つまり千鶴の言うとおり、ほとんど趣味である。

　しかしここでそう答えたら、三人はがっかりするだろう。

　それは避けたい。なんとしてでも。

　クズだと思われるのは一向に構わない。まぎれもない事実だし。

　だけど、つまんないやつと思われるのは、いやだ。

　漫画家もヒモも、共通していることがある。

　それは、自分のファンを楽しませなくちゃいけない、ということだ。

　ゆえに答えはひとつしかなかった。

「いや、もちろん趣味じゃなくて、完全にインプットが目的だよ」

「そうなんですか？」

「ああ。きちんとした狙いもある」

「といいますと？」

　ヒモとして鍛きたえた対応力を全力で発揮して、俺は数秒で考えた言い訳を口にした。

「将来のためだよ」

「……将来のため、ですか？」

　意図が読めないのか、藤とう花かが怪け訝げんそうに首をかしげる。

　千ち鶴づると紗さ奈なも似たような仕草をしていた。

「そうだ。俺は三人をモデルにしたあのキャラたちを、とても大事に思っている。だからペースはおいといて、末永く描いていくつもりだ。いわゆるひとつのライフワークみたいな感じでな」

「──ライフワーク！　それは、すごいです……っ」

　藤花はきらきらと目を輝かせ、歓喜の声をあげた。

「へえ……ハルにしては、いい考えね」

「にゃあ……にいさま、かっこいい」

　千鶴と紗奈もわくわくした様子で、俺を見つめた。

　ありがたい。思った以上に好意的な反応をもらえて、心が躍る。

　俺は不敵な笑みを浮かべて言った。

「それはつまり、三人の成長を描いていく、ということでもある」

「──っ」

　藤花がなにかを察したように息をのんだ。

「まさか先生、そこまでさきを見越して……？」

「そのとおり」

「……にゃあ？　どういうこと？」

　袖を引っ張ってくる紗奈に、わかりやすく説明する。

「三人ともいまは小学生だけど、毎日ちょっとずつ成長して、いずれは立派なレディになるだろ？　そのときに備えて、いまのうちから巨乳キャラを研究しているんだよ」

「にゃるほどっ……！」

　納得してくれたようで、紗さ奈なは両手をにゃんにゃんとネコの手にした。よくわかんないけど、手を打つみたいなことだろうか？　まあ、かわいいからなんでもいいや。

「……ですが先生、もし、巨乳にならなかったらどうするんですか？」

　胸元に手をやり、藤とう花かが不安そうに訊たずねてきた。

「大丈夫。俺の見立てでは、三人とも将来性は抜群だ」

「──本当ですか？」

「ああ、俺を信じろ」

　もちろんこれは、リップサービスというやつだ。

　いくら巨乳好きの俺でも、そんなことわかるわけがない。

「なんでハルにそんなことがわかるのよ？」

　千ち鶴づるがその穴を見逃すはずもなく、ジト目でツッコんできた。

　予想していたので、冷静に返す。

「俺くらい胸にこだわりがある漫画家なら、みんなそういうスキルを持ってるよ」

「……まじで？」

「まじで」

「……漫画家ってつくづく変態なのね」

　堂々と言い切ると、千鶴はあきれたように嘆息した。

　信じたというより、追及する気が失うせたのかもしれない。

「未来視のスキル……さすがにいさまにゃ」

　紗奈は尊敬の眼まな差ざしを注いでくれた。中二病にとって、魔眼系は鉄板だよね。

　そこで藤花が「ふふっ」と楽しげな笑みをこぼす。

「どうしたの？」

「すいません、はじめて先生と会ったときのことを、ちょっと思い出したんです。ほら、約束したじゃないですか。わたしの胸が大きくなったら、先生に揉もんでいただくって」

「あー、そういえばそんなこともあったな」

「──はあ!?　ちょっ、どんな約束してるのよ……っ!?」

　懐かしく思っていると、千鶴が驚きよう愕がくの声をあげた。

「あれからもう一ヶ月以上ですか。早いものですねぇ」

「だなぁ」

「いや、いい思い出みたいに浸らないでよ!?　どう考えてもおかしいでしょ！」

「なにがですか？」

　怒鳴る千鶴に、藤花はきょとんとする。

「なにがって……え、藤花は本当にハルに揉まれてもいいの？」

「はい。先生のファンですから当然です」

　藤とう花かの熱い答えを聞いて、紗さ奈なが「にゃあ」と両手をあげた。

「だったら、ぼくも約束する」

「ちょっ、紗奈まで!?」

「にいさま。大きくなったら、ぼくのおっぱいも揉もんでくれる？」

「もちろん」

　俺はとてもいい笑顔でうなずいた。

「こらバカハル！　もちろんじゃないわよ！　そこは紳士的に断りなさいよ！」

「ごめん千ち鶴づる。俺は紳士である前に、漫画家なんだ。だからファンの要望を優先したい」

「さすが先生！　生きつ粋すいのエンターテイナーですね！」

「にゃー。にいさま、ありがとう」

　キレる千鶴とは対照的に、藤花は俺を称たたえて、紗奈は嬉うれしそうにはにかんだ。

　日本は民主主義の国なので、残念ながらおかしいのは千鶴のほうということになった。

　いや、本当に残念だな……。

　軽く千鶴に同情していると、藤花がさらに追い打ち（？）をかけた。

「逆に訊ききますけど、千鶴は約束しなくていいんですか？」

「ふぇっ!?　そんなのいいに決まってるじゃない！」

「本当に？　後悔しますよ？」

「な、なんでよ……？」

　さとすような藤花の口調に、さしもの千鶴もたじろぐ。

「わかりませんか？　これはいわば投資なのです」

「……どういうこと？」

「わたしたちの胸が大きくなるのが、仮に五年後としましょう。それだけあれば、世間は確実に先生の才能に気づきます。国内での映像化はもちろん、ハリウッドだって食いつくでしょう」

　えぇー、食いつくかなぁ……？

　と思ったけど、余計な口は挟まず、藤花の主張に耳を傾けた。

「となると当然、ファンの数もうなぎのぼりです。サイン会の抽選倍率は天文学的な数字になり、先生におっぱいを揉んでもらいたいのにそれが叶かなわないファン、通称『おっぱい難民』が大量に生まれると予想されます。でもいまなら、先生と直接約束することができるのです。その権利を行使しないのは、あがるとわかっている銘柄を買わないくらい、愚おろかなことですよ？」

「にゃあ、千鶴もにいさまのファンなら、素直になるべき」

　藤花に続き、紗奈も真剣に語る。

「そのときになって、千鶴だけ仲間はずれになったら、ぼくは悲しい……」

「紗さ奈なの言うとおりです。三人一緒に、仲良く揉もんでいただきましょう？」

「ぼくたちはずっと友達にゃ」

「──うぅっ……わ、わかったわよ！」

　親友たちの愛のこもった言葉に、ついに千ち鶴づるは陥かん落らくした。

　顔を真まっ赤かにして、ヤケになったように言い放つ。

「ハル！　大きくなったら特別に、あたしの胸も揉ませてあげる！」

「千鶴。頼み方ってものがあるでしょう？」

「まったくにゃ」

「っ……あ、あたしの胸も、揉んでください」

　ふたりに注意され、しまいには涙目になって懇願する千鶴。

　これには本場の英国紳士でも、こう答えざるを得ないだろう。

「うん、いいよ」

　がんばった千鶴の頭をなでながら、俺は快くうなずいた。

　ロリら三人、生まれた日は違えども、胸を揉まれるときは同じ日を願わん。

　これが後のちに語られる──ことになるかもしれない──『おっぱいの誓い』である。

　おしりだったら桃とう園えんの桃と引っかけて、もっとうまいこと言えたんだけど、惜しいな。

　……それにしても、この場に麻ま耶やさんがいなくて助かった。












　もしいたらヒモ裁判が開廷し、俺は残酷な方法で裁かれていただろう……。




　それから話題は、ラノベのことに戻る。

　紗さ奈ながおすすめのラノベを知りたがったので、熱い異能バトル、笑えるラブコメ、ロマンあふれるファンタジー、切ない青春ものなど、俺がこれまでに読んださまざまなジャンルの傑けつ作さくを、ネタバレに配慮しつつ紹介してあげた。

「にいさま、ありがとう。とりあえずいくつか読んでみるにゃ」

　と、紗奈はスマホを取り出し、その場で五冊ほど電子書籍を購入した。

　すべて中二要素の強い作品である。ですよねー、という感じ。

　なんにしても、語り合えるのが楽しみだ。

　ちなみに一緒に聞いていた藤とう花かと千ち鶴づるも、いくつか興味を持ってくれた。

　しかし藤花は「ネタバレありで、先生の解説を聞きたいです」と希望し、千鶴は「文章読むの面倒だから、漫画かアニメで観みたい」と身もふたもないことを言った。

　まあでも、アニメから入るのもひとつの手だし、それはそれでいいか。

　というわけで、とあるラノベ原作アニメをみんなで一緒に観て過ごした。

　女子小学生たちが一生懸命スポーツをする作品だ。

　それをロリに囲まれながら観るのは、なかなか乙おつなものだった。










　ロリたちのあいだで誓いが交わされた、翌日の昼下がり。

　なんとはなしにネットサーフィンをしていると、麻ま耶やさんが部屋を訪ねてきた。

　園その原はら麻耶。黒髪ショートの超絶美人で、俺の自慢の専属メイド。

　もちろん本日も清せい楚そなメイド服を着用している。

　通販のダンボールを抱えており、その上に大きなおっぱいを乗せていた。

　クールで厳しい性格をしているけど、意外に無防備ところもあるんだよな。

「お荷物が届きました」

「おー、ありがとう」

　セクハラしてえなー、と思いつつダンボールを受け取る。

　なかはたぶん、寝るまえに注文した雑誌とかだろう。

　べつにすぐ読む必要はないので、机の片隅に置いておいた。

「では、失礼します」

「あ、ちょっと待って」

　用が済むやいなや、退室しようとする麻耶さんを呼び止める。

「……なんですか」

　麻ま耶やさんは面倒くさそうに振り返った。

「いまからネットで買い物しようと思うんだけど、よかったら一緒に見てくれない？」

「ちょうど仕事も区切りがついたところですが、お断りします」

「つれないなぁ……新しいメイド服についてなんだけど」

「……わかりました。すこしだけお付き合いします」

　いくらか逡しゆん巡じゆんしたが、案外あっさりとうなずいてくれた。

　余っている椅い子す（本来はアシスタント用）を持ってきて、右隣に腰かける。

　きちんと画面を見るためか、けっこう近い。

　シャンプーなのか石せつ鹼けんなのか、よくわかんないけど、とてもいい香りがした。

　やっぱり小学生にはない色気があるよな。

　マウスがすべった振りをして、そのたわわな胸を右肘でさわってみようか……？

　事故だと言い張れば、ワンチャンあるかも──

「なにか変なこと考えていませんか？」

「考えてないよ」

　クールに否定して、ごくふつうにマウスとキーボードを操作した。

　やっぱやめておこう。命あってのヒモ生活である。

　通販サイトを開き、さまざまなメイド服をふたりで見た。

「おっ、これいいね」

「どこがですか。露出が多すぎます」

「涼しそうで夏にはぴったりじゃん」

「外では着ませんし、家にはエアコンがあるので、暑さは問題になりません」

「じゃあ、この和風メイドは？　着物とエプロンドレスのコラボレーション」

「……たしかに、悪くはないですね」

「お、チャイナ風もいいな。子ども用もあるし、藤とう花かたちにいいかも」

「主あるじに使用人の服を着せるのは抵抗がありますけど……そうですね、似合うと思います」

　けっきょく小一時間ほどかけて、十着近くポチった。

「いやー、いい買い物をすると、なんとも言えない達成感があるな」

「……相変わらず、すがすがしいほどのヒモですね」

　笑顔で伸びをすると、麻耶さんはあきれた様子で嘆息した。

「だって俺がお金を使えば使うほど、藤花が喜んでくれるんだもん」

「ペットにエサをあげる感覚かもしれませんね」

「あー、わかる。そんな感じするわ」

「……皮肉に共感しないでください」

「最初の頃とか、遠慮してたら逆に心配されたしな」

「……あなたが遠慮したことなんてありましたっけ？」

「恥ずかしながら、もらったクレカをなかなか使えなかったんだよ」

「それはべつに、恥ずかしいことではないと思います」

「え、そう？　なんか男としてちっちゃくない？」

「ヒモになってる時点で、男の価値は最低ランクです」

「ごもっとも」

　そこでふと、思い立つ。

「──あ、そうだ。ついでだし、ちょっと調べてみよう」

　グーグルのトップページを開き、『ヒモ』で検索する。

「そんなものを調べてどうするんですか……」

「もっとヒモとしてのスキルを磨きたくて」

「漫画家としてのスキルを磨いてください」

「いくら漫画家としてのスキルを磨いても、肝心のネタがなかったら意味ないだろ？」

「……ネタ、ないんですか？」

「……さっぱりだね」

　ラフとかイメージボードはいまでも毎日描いてるけど、びびっと来るものがなかった。

　テキトーにでっちあげることもできなくはないが、それでは藤とう花かは喜ばないだろう。

　下へ手たすると、逆に気を遣わせてしまうかもしれない。

『わたしのために焦らなくてもいいんですよ……？』

　とか、天使な藤花がいかにも言いそうである。

「だからせめてヒモとして成長して、藤花に喜んでもらおうってわけ」

「……前向きなのか、後ろ向きなのか、よくわからない発言ですね」

「個人的には前向きなつもり」

「まあ、あなたなりに藤花のことを考えているようですし、そこは評価しましょう」

「やった。麻ま耶やさんに褒ほめられた」

「いや、褒めてはないです」

　と、そんなやりとりをしつつ、ヒットしたサイトを閲覧していく。

　麻耶さんもそのまま付き合ってくれた。

　最初は『ヒモの生態』についてのまとめだ。ざっくり抜き出すとこんな感じだった。




『養ってくれる女性に、なんらかのメリット（家事やストレス解消など）を与える』

『いっさいのプライドがない』

『ヒモであることに罪悪感がない』

『お金をちょうだいではなく、貸してと言う』

『根拠のない自信を持っている』




「お金以外の部分は、あなたに当てはまってますね」

「えー、照れるなぁ」

「ですから褒ほめてません」

　それからいくつか似たような内容のサイトを流し読みして、

『元ホスト直じき伝でん、最強のヒモテクニック！』という見出しを見つける。

　ヒモのスペシャリスト（自称）のインタビュー記事らしい。これは期待が高まる。

　──が、しかし。

　結論から言ってしまうと、これがとんでもなくひどい内容だった。

　そこには、こんなようなことが書かれていた。




『安いものから徐々に高価なものをねだっていけ！』

『裕福で、寂さみしがり屋やの女を狙え！』

『将来の夢を熱く語って（うそでもＯＫ）、応援したいと思わせろ！』

『あえてだらしないところを見せて、私がいないとダメだなぁと母性本能をくすぐれ！』

『このままでは破滅しちゃうけど、ほかの人には相談できない、頼れるのはきみしかいない、などと言って良心につけこめ！』

『ときには冷たく接し、仲直りのためにプレゼントを買ってもらえ！』




「うわ、こいつガチでクズだな……」

　嫌悪感もあらわにつぶやくと、麻ま耶やさんがジト目でツッコんできた。

「私に言わせれば、あなたも同じレベルですよ」

「あはは、またまたー」

「いえ、冗談でなく」

「……まじで？」

「はい。小学生のヒモなので、むしろあなたのほうがクズ度は高いかもしれません」

「いや、さすがにそれはないだろ！」

　いくら麻耶さんでも、聞き捨てならない。心外にもほどがある。

「だってこいつ、相手を完全に金づるとしか思ってないじゃん！」

「あなたも傍はたから見たら、そう思っていると思われますよ？」

「うえぇぇっ!?　なんでだよ!?　ぜんぜん違うじゃん！」

「どこが違うんですか？」

「なんというか、俺には──愛がある！」

「通報しますね」

　スマホを取り出して、麻ま耶やさんは真顔で言った。

「いや、愛って言っても変な意味じゃないから！」

「本当ですか？」

「当たり前だろ！　こちとら年上の巨乳好きだよ！」

「…………わ、わかりました。信じましょう」

　麻耶さんはすこし頰ほおを染め、スマホをポケットにしまってくれた。

「同じレベルというのも撤回します。あなたがクズなのはたしかですが、そこまでひどいとは思っていません。この記事の男がサルモネラ菌なら、あなたはビフィズス菌です」

「……つまり、藤とう花かにとってプラスの存在ってこと？」

「そうでなきゃこの家に住まわせません」

　ありがたい言葉ではあったが、たとえが細菌なので素直に喜べない。

「しかし、そうだとしても、もうすこし漫画を描くべきだとは思います」

「……いや、いちおう言っておくと、俺だって描きたくないわけじゃないからね？」

「え、そうなんですか？」

「そりゃそうだよ。待ってくれてるファンがいるんだし」

「だったら描けばいいじゃないですか」

「……だから、さっきも言ったけど、ネタが浮かばないんだって」

「それ、描かないための言い訳じゃなかったんですか？」

「……そんなふうに思ってたのか」

「あなたの言動からして、そう思うのも無理はないかと」

　返す言葉がなかった。

「先日の温泉旅館では、アイデアがないところから一晩で描けたじゃないですか」

「……あのときはメンタルが絶好調だったからな」

　藤花の願いにすげえ励はげまされたし、ケンカの記憶を俺の漫画で上書きしたいって思いもあった。みんなで行ったはじめての旅行を、最高の思い出にしてやりたかった。

　それに、アイデアがまったくなかったわけじゃない。

　一ヶ月近くためた、膨大なイメージボードが脳内にあった。

「やっぱり、締め切りを設定したほうがいいんじゃないですか？」

「……な、なにゆえ？」

　大半のクリエイターが忌いみ嫌うおそろしい単語が出てきて、俺はどきりとした。

「単純に追い込まれたほうが、アイデアも浮かぶかと思いまして」

「……それはまあ、一理あるかもしれない」

　重々しくうなずく。

「でも、それにはひとつ、致命的な欠点があるんだよ」

「なんでしょう？」

「締め切りがあるって意識すると、毎日が楽しくなくなる」

「藤とう花かが楽しければ、あなたがどうなろうと知ったことではないです」

　ですよねぇ……。

「いや、だけどさ、苦悩している姿を藤花たちにはあまり見せたくないじゃん？」

「まあ、間違いなく気を遣うでしょうからね」

「だろ」

「それなら藤花たちのまえではいつもどおりにしつつ、締め切りと戦えばいいのでは？」

「……難易度高いなぁ」

「ヒモとして成長したいなら、それくらいやってのけてください」

「……そうだな」

　俺自身、ずっとこのままでいいとは思っていない。

　これでも、危機感がないわけではないのだ。

　俺の漫画の予想できないところが好きだと、藤花は言ってくれた。

　そして口には出さないが、俺の生き方にもそれを求めているフシがある。

　たとえば、さわやかな青春ラブコメの作者は、できれば美男美女であってほしいし。

　熱いバトル漫画の作者がひょろひょろだったら、ちょっとがっかりしてしまう。

　もちろん、作者と作品はべつである。

　犯罪者の主人公を描いたからって、作者にその願望があるわけではない。

　でも、幼い読者が無意識にそういうことを願うのは、ごく自然なことだと思う。

　そして、藤花たちは俺のヒモっぷりに慣れてきている。

　先日のラノベの一件がいい例だ。

　インプットの理由に意外性がなく、つまんないと言われてしまった。

　そのあとなんとか挽ばん回かいできたが……いずれマンネリは避けられないだろう。

　そうなったら、藤花も千ち鶴づるも紗さ奈なも、俺と遊んでくれなくなるかもしれない。

　それはさびしいし、つらい。本物の無駄飯食らいになってしまう。

　そんなの、絶対にごめんだ。

　俺はいつまでも、あの三人にチヤホヤされて暮らしたい！

　オワコンにはなりたくない！

　どうせクズになるなら、光り輝くクズになりたい！

　……よし、決めた。

　いい機会だし、意識改革に挑戦しよう。

　失敗しても得られるものはあるだろうし、すくなくともなにもしないよりはマシだ。

　二に条じよう藤とう花かに相応ふさわしい、世界一のヒモを目指そう。

「わかった。一週間で、短編を一本あげてやる」

「本当ですか？」

「……やっぱ一ヶ月で」

「…………」

「わかったよ！　一週間でやってやるよ！」

　ジト目を向けられ、半ばヤケになって叫んだ。

「その代わり、守れたらなんかごほうびをくれない？」

「ごほうび、ですか？」

「うん、麻ま耶やさんになんかしてほしい」

「……まあ、藤花のためでもありますし、私にできることなら構いませんけど」

「え、まじで？」

　ダメ元だったのだが、言ってみるものだな。

「ただし、内容しだいです」

　と、警戒心たっぷりの瞳で釘くぎを刺される。

「特に……あの薄い本みたいなことは、ダメですからね？」

『あの』って……。語るに落ちるとはこのことだ。

「やっぱ麻耶さん、俺の同人誌、読んでるんだ」

「──っ……よ、読んでませんっ！　私があんなもの読んでるわけないでしょう！」

　自分の失言に気づいたらしい。麻耶さんは顔を真まっ赤かにして否定した。

　いや、その反応は肯定しているようなものだ。

　しかし追及したら刺されそうな剣けん幕まくだったので、紳士的にスルーした。

「じゃあ、俺のこと『ご主人さま』って呼んで」

「……わかりました。それくらいなら、いいでしょう」

「やった！」

「……そんなに嬉うれしいんですか？」

「もちろん！　ふはは、いまからそのときが楽しみだぜ！」

　高笑いをすると、麻耶さんは恥ずかしそうにそっぽを向いた。

　そして、ぶっきらぼうに言ってくれる。

「い、いちおう応援してあげます。せいぜいがんばってください」




　まあ、そんなふうにして。

　地獄の一週間が幕を開けた。










　で。

　俺は見事に──玉ぎよく砕さいした。

　盛大に悩みながら描いては消し、描いては消しを繰り返し……。

　一週間かけて、最終的にできあがった原稿は、なんとゼロ枚だった。

　ゼロ枚て……。

　徹夜をしてまで机にかじりつき、ぎりぎりまで粘った結果がそれって……。

　不ふ甲が斐いないにもほどがある……。

「……あれだけ豪語しておいて、まさかふつうに破るとは思いませんでした」

　ベッドに倒れ伏した俺に、麻ま耶やさんがため息まじりに告げる。

「おまけに体調まで崩すなんて……」

「……面めん目ぼく次第もございません」

　原因はストレスと睡眠不足だろう。

　たいしたことはないが、微熱を出してしまった。

「というか、うつぶせだと冷却シートが貼れません」

「うぅ……いい、いらない……」

「なんでですか。気休め程度にはなりますよ」

「漫画を描けない無価値な俺に、そんなものを貼る資格なんてないんだ……」

　ケアが必要なのは身体よりも心のほうだった。

「バカなこと言わないでください」

「いたたっ……」

　麻耶さんに肩をつかまれ、無理やり仰あお向むけにされる。

「あなたがそんな調子だと、藤とう花かが心配します」

　厳しい口調でそう言って、冷え冷えのシートをおでこにぴたっと貼ってくれた。

　と、そこで。

　コンコンとノックの音がして、ゆっくりとドアが開かれる。

　噂うわさをすればなんとやら。学校帰りのロリっ娘こ三人組が部屋に入ってきた。

「先生、ただいまです──って、どうしたんですか!?」

「えっ、風か邪ぜでもひいたの？」

「にゃあ……だいじょうぶ？」

　三人は驚きと憂うれいが入り交じった顔つきで、ベッドのそばまで寄ってきた。

　合わせる顔がない。俺は布団を頭からかぶった。

「心配いりませんよ」

　麻ま耶やさんが優しい口調で説明する。

「漫画を描くのにがんばりすぎて、ちょっと疲れがたまっているだけです」

「ええっ……っ!?」

「あのハルが!?　冗談でしょ!?」

「にゃあ……魔王が復活するまえぶれ？」

　原因を聞いて、さらに驚きの声をあげる三人。

　ちょっと失礼ではあるが、日頃の行いのせいなのでなにも言えない。

「いえ、今回ばかりは本当です」

「……そういえばここ数日の先生、いつもと様子が違ったような……」

「あー、たしかに。昨日とか無駄にハイテンションだったわね」

「からげんきだったにゃ……？」

　明るく振る舞っていたつもりだったけど、やっぱりちょっと不自然だったか。

「でも、なんで急に、そこまで無理をなさったんですか……？」

「インターネットでヒモに関する記事を見て、クズであることを反省し、一いち念ねん発ほつ起きしたようです」

　藤とう花かの疑問に麻耶さんが答える。

　締め切りについて言わなかったのは、メイドの情けだろう。

「そんな……。先生がクズでも、わたしは気にしませんのに……」

　クズであることは否定してくれないのか……。いや、いいんだけど。

「すこしは気にしたほうがいいんじゃない？」

「いいえ。むしろクズなところもふくめて、わたしは先生のファンなのです」

　千ち鶴づるのツッコミに、藤花はきっぱりと答えた。

　とてもありがたくて……思わず涙がこぼれてきた。

「それで、漫画は描けたの？」

「いえ、どうやらスランプになってしまったようで……」

「にゃあ、机の上に描きかけがある」

　紗さ奈なの小さな足音が響く。原稿を取りにいったようだ。

「見せてください」「あたしにも」

「にゃ」

　しばし無言が続く。原稿をチェックしているのだろう。

　納得できてないものを見られるのは、正直かなりきつかった。

　でも、悪いのは描けなかった自分である。罰だと思ってなにも言わなかった。

　やがて藤花が口を開く。

「……なるほど、たしかにスランプみたいですね」

「……そうね。うまいはうまいんだけど、このまえのと比べると……」

「……にゃんかちがう」

　千ち鶴づると紗さ奈なが同意する。

　あぁ……やっぱり、そうだよな。

　作者が乗れてないこと、読者には見抜かれちゃうよなぁ……。

「そういうわけなので、今日のところは二階でお過ごしください」

「あ、そうですね。お騒がせしてすいません」

「まったく……ハルには努力なんて似合わないんだから、もう無理とかしないでよね」

「にゃあ……にいさま、ゆっくり休んで」

「では、退室します。なにかあればお呼びください……ご主人さま」

　それぞれ優しい言葉を口にして、部屋から出ていく四人。

　俺は盛大に落ちこみつつ、深い眠りについた。







　十八時間（十二時間と六時間のセット）ほど爆睡すると、体調はすっかり回復した。

　まあ、単なる疲労だから、当然といえば当然である。

　そんで、なぜか反省会が開かれることになった。

　二階のリビングのソファに腰かけ、出席者がテーブルを囲む。

　俺の右隣に、メイド服の麻ま耶やさん。

　正面に制服のロリ三人──左から千鶴、藤とう花か、紗奈という配置だ。

「え、ほんとになんで反省会……？」

「もちろん、再発防止に努めるためです」

　藤花は真剣な面おも持もちで言った。

「先生には、健康で文化的な最高水準の生活を送っていただかなくてはなりません」

「な、なるほど……」

「といっても、そんなに反省することなくない？」

　千鶴が言う。

「がんばって漫画を描くのはいいけど、無理はしないようにってだけの話でしょ」

「そうですね。あと、麻耶も先生が無理していると感じたら、止めてください」

「……はい、すいませんでした」

「いや、麻耶さんが謝る必要はないよ。悪いのは俺だから」

　頭を下げて、心から謝罪する。

「心配かけてごめん。今後は体調にも気をつけるよ」

「お願いします。身体が資本ですからね。原稿より健康を優先してください」

「うん、肝きもに銘めいじるよ。ありがとう」

　真面目まじめな口調で注意され、俺はついつい口元をゆるめながらうなずいた。

　申し訳ない気持ちが大半だけど……藤とう花かの心遣いが嬉うれしかった。

「にゃあ。すいみんは、だいじ」

「紗さ奈なの言うとおりです」

　にっこりと微笑ほほえみ、藤花が告げる。

「なのでもし眠れないときは、いつでもわたしを呼んでくださいね」

「ん？　なんで眠れないときに藤花を呼ぶの？」

　千ち鶴づるが訝いぶかしげに眉をひそめた。

「わたしは、先生専用の抱きまくらですから」

「はあ!?　なにそれどういうこと？」

「先日、先生から言っていただいたのです」

　藤花は誇らしげに胸を張る。

「『藤花がいればほかの抱き枕なんていらないなー』と」

「──っ!?　ちょっ、ハル！　ほんとにそんなこと言ったの!?」

「……にいさま、ほんと？」

「……どうなんですか？」

　千鶴と紗奈と麻ま耶やさんが、思いきりこちらをにらんでくる。

　反省会から一転、修しゆ羅ら場ばの空気ができあがってしまった。

「……まあ、うん……言ったかな」

　藤花の前で否定するわけにもいかず、俺はこわごわと肯定した。

「にゃあ、藤花だけずるい。まくら営業にゃ」

　むぅーと頰ほおをふくらませて、紗奈が珍しく文句を言う。

　ただ、その言い方は勘弁してくれ。語ご弊へいがあるにもほどがある。

「──ま、まくら営業って、あんたどこまでクズなのよ！」

　さっそく千鶴が反応して、真まっ赤かな顔で怒鳴ってきた。

「…………」

　麻耶さんに至ってはもはや無言である。

　あぁ……これはやばい……。

　健康で文化的な最高水準の生活どころか、下へ手たすると人生そのものが終了する……。

　そんな危機的状況のなか、藤花はきょとんとして訊たずねた。

「まくら営業ってなんですか？」

「えーと、その、よくわかんないけど……なんかとにかくえっちなやつよ！」

「にゃ？　そうだったの？」

「なんで言った紗さ奈なが知らないのよ!?」

「にゃあ。聞いたことある言葉を、ふんいきで言ってみただけだから……」

　いったいどこで聞いたんだよ……。漫画とかテレビだろうか。

　でも小学生のときって、なんか無駄にそういう単語が耳に残ってたりするよね。

「落ち着いてください千ち鶴づる」

　藤とう花かは苦笑して、千鶴をたしなめる。

「紳士である先生が、えっちなことをするはずないじゃないですか。もしそれっぽいことをしたとしても、それはあくまで漫画のためで、下心はありません」

「…………まあ、そうね」

　意外にもあっさり、千鶴は納得した。

「……まえに腕まくらしてもらったときも、なにげに優しかったし」

「にゃー、にいさまと一緒に寝るのは、気持ちよかった……」

　千鶴は照れくさそうにぽそぽそと言って、紗奈は目を閉じてしみじみと言った。

「……節度は守ってくださいね」

　麻ま耶やさんは深々とため息をつき、それだけ口にした。

　俺に対する三人の信頼を見て、毒気を抜かれたのだろう。

　この機を逃す手はない。俺は多少強引ではあるが、まとめにかかった。

「んじゃ、反省会はおしまいにしようか」

「あ、いえ。反省ではないのですが、もうひとつだけいいですか？」

　話題が変わるならそれでいい。俺は「なに？」とうながした。

「先生のスランプについて、できればお話を聞かせていただきたいです」

　藤花は恐縮した様子で言う。

「その、差し出がましかったら、すいません。ですが、すこしでも先生のお役に立てればと思いまして……」

「あー、気を遣ってくれてありがと」

　意識して笑みを作り、軽い調子で答えた。

「でも、スランプってほどのもんじゃないよ」

「え、そうなんですか？」

「うん、単にアイデアが出なかっただけだから」

　俺にとっては平常運転である。スランプというのはおこがましい。

「つまりアイデアさえ浮かべば、このまえみたいな漫画が描けるってことですか？」

「ま、そうだね」

「それはよかったです」

　藤とう花かはほっと息をもらし、無邪気な笑みを浮かべた。

「では、アイデアってどうしたら浮かぶんでしょう？」

「……いろいろあるけど、やっぱりインプットかな」

　俺が言うと言い訳っぽく聞こえるけど、それが一般的だろう。

　ちなみにその場で浮かぶとは限らず、風呂とかトイレとか散歩中とかに、時間差で突然ひらめいたりもする。もしかしたら、そっちのほうが多いかもしれない。

　千ち鶴づるがあきれたように言う。

「あれだけインプットしても浮かばないって、めちゃくちゃ効率悪いわね」

「……それな」

　ほんとそのとおりだと思う。俺の才能が問題なんだろうか……。

「にゃあ、そもそもアイデアって、にゃんにゃ？」

　紗さ奈なが小首をかしげた。

「えーと、そうだな。この場合は、描きたいと思えるシーンのことかな」

「にゃるほど……」

「先生はそこから漫画を考えてるんですね」

　興味深そうに、藤花がまた訊たずねてくる。

「そのシーンが浮かんだら、次はどうするんですか？」

「んー、そうだな。基本的にはまず、描きたいシーンのイメージボードを作るかな」

「イメージボード……」

「アイデアスケッチともいう」

「コスプレしたときに描いていただいた、あれみたいな感じですか？」

「そうそう。まさにそれ」

「あっ、そういえばこのまえの漫画にも、あのときの絵に似たシーンがありました！」

「うん。イメージボードがある程度たまってくると、化学反応みたいのが起きて、それぞれがつながってくるんだよね。んで、そのつながりが一本の物語になるって確信が持てたとき一気に描きあげるのが、俺のやり方だな」

「わあっ、すごいですっ！　あのスケッチにそんな意味があったんですねっ！」

「……なによ、ハルのくせにちょっとカッコイイじゃない」

「にいさまの株価、ここにきてさらに上昇にゃ」

　三人は尊敬の眼まな差ざしを向けてくれた。

　自分なりの漫画の作り方を語っただけなんだけどな……。

　まあ、なんにしても、気分はいいよね。

「今回描けなかったのは、その確信がないまま描きはじめたからですね？」

「そういうこと」

　さすが藤とう花か。理解が早い。

「ちなみに、その描きたいシーンに、共通点みたいなものはありますか？」

「あー、どうだろう」

　考えたことなかったな。

　うーん、キャラが動くシーンなのはたしかだと思うけど……。

　せっかくなので、もうちょっと具体的に答えたい。

　かわいいところ？　かっこいいところ？　エロいところ？　笑えるところ？

　おそらくどれも正解だ。すべてに共通する要素は、なんだろう……？

「あえて言うなら、『幸せ』かな」

　口に出して自分自身、腑ふに落ちた。うん、それが一番しっくりくる。

「そうですね。たしかに先生の作品には、それが根底にある気がします」

　唯一無二のファンである藤花も同意してくれた。

　そして藤花は、とても重要なことを告げる。

「ということは、モデルであるわたしたちが幸せそうにしている姿を見たら、アイデアが浮かびやすいんじゃないでしょうか？」

「──っ！」

　しびれるような衝撃が全身を走る。

　──それだ！

　言われてみると、これまでもそうだった！

　アイデアがひらめくのはインプットしているときではなく、インプットに付き合ってくれる藤花たちを見ているときだ！

　楽しそうに遊ぶ藤花たちから、俺はインスピレーションを受けていたのだ！

　うわ、なんでこれまで気がつかなかったのだろう……。

　そりゃほかの作品にふれても、いまいちピンと来ないわけだ。

「ありがとう藤花！」

　俺は興奮して席を立ち、思わず藤花を抱きしめた。

「──ふぁっ!?　ちょ、先生!?」

「それを意識して過ごせば、確実に漫画を描くペースはあがると思う！」

「──ほ、本当ですかっ!?」

「ああ！」

　まあ俺のことだから、あがったとしても、たかがしれてるだろうけど。

　でも、一ヶ月で一ページも描けないなんて、そんな悲惨なことは起きないはずだ。

「ちょっと！　嬉うれしいのはわかるけど、どさくさにまぎれてなにしてるのよ！」

「そうにゃ！　藤花だけずるいにゃ！」

　左右から腕をポカポカ叩たたかれた。

「おっと、ごめんごめん。んじゃ、三人まとめて抱きついてこい！」

「はいっ！」

　両腕を開くと、まず藤とう花かが正面からぎゅっとしがみついてきた。

「はあ!?　なんでそうなるのよ!?」

「おさきにゃ」

　声を荒らげる千ち鶴づるを横目に、紗さ奈なが右側から抱きついてくる。

「ちょっ──うぅ……あ、あたしも！」

　ふたりの親友に続き、千鶴も空いていた左側から抱きついてくれた。

　あまくて、やわらかくて、あたたかい。

　すなわちそれは──幸せの感触だ！

　そういや、温泉旅館でもみんなで抱き合ったな……。

　あのときはみんな泣いていたけど、今回は違う。

「うふふ、やりましたね先生！」

「これからはちゃんとしなさいよ、ハル！」

「にゃあ、にいさまの夜明けにゃ！」

　みんな、幸せそうに笑ってくれていた。

「……もう、ほんとに仲がいいですね」

　それを苦笑しながら見守る、巨乳のメイドさんがひとり。

「ん？　麻ま耶やさんもこっちにくる？」

「けっこうです」

　ですよね。







　ひとしきり喜んで落ち着きを取り戻したあと、俺は訊たずねた。

「ちなみに藤花は、どういうときに幸せを感じる？」

「先生の漫画を読んでるときです」

「ああ、そうか。ありがとう」

　嬉うれしいけど、その瞬間を見ても漫画のネタにしにくいな……。

「それ以外では？」

「えーと、そうですね……先生のお役に立てたとき、でしょうか」

「え、ほんとに？　おいしいものを食べたとき、とかじゃなくて？」

「はい。先生の笑顔がなにより、わたしを笑顔にするんです」

　満面の笑みで、藤花はそう言ってくれた。

　あーもう、かわいいにもほどがあるな。

「千ち鶴づると紗さ奈なは？」

「あたしは……みんな一緒に楽しく遊べたら、それで十分よ」

「にゃー、ぼくも」

「ということは、つまり……」

　みんなが幸せになるためには──

「俺はこれまでどおりヒモとして、みんなと遊べばいいってことだな！」

「ふふっ、そうですね！」

「……ひどい結論だけど、そうなっちゃうわね」

「にゃあ、ぼくたちの戦いはこれからにゃっ」




　というわけで。それからみんなで、レーシングゲームをして遊んだ。

　もちろんただ漠然と遊ぶのではなく、

『どうすればより藤とう花かたちを楽しませることができるか？』

　ということをこれまで以上に強く意識した。

　その過程でもうひとつ、大切な気づきを得る。それぞれの個性を際立たせれば、さらにインスピレーションが湧わきやすくなるということだ。

　だからその場のノリで、さまざまな特別ルールを作ったりした。

　今回のレースで勝った人は、次は俺のひざの上でプレイしなきゃいけないとか。

　逆にこのレースで負けたら、俺の好きなところ三つ言わなくてはいけないとか。

　それはある意味、漫画のプロットを考える作業にも似ていた。

　度がすぎたら麻ま耶やさんに叱しかられてしまうので、そこは注意が必要だけど、おかげで各人ならではの生き生きとしたリアクションをたくさん見ることができた。

　その日の晩は、いつもの五倍以上のイメージボードを描くことになった。

　描きたいと思えるシーンが次々と浮かんできたのだ。

　このぶんなら──どれだけ作画にこだわるかにもよるが──月に二十から三十ページくらいは、安定して描けそうだなと思った。

　……いや、藤花たちと遊ぶ時間を考慮すると、もうちょっとすくなくなるだろうか。

　まあ、とりあえず月産三十ページが努力目標ってことで。

　ちなみに、イメージボードはデータ化したあと、三人にプレゼントすることにした。

　お礼にもなるし、それでまた喜ぶ顔が見られるのだから、一石二鳥である。

　ともあれ、まあ、そんなふうにして。

　俺はヒモとしてのスキルに、ますます磨きをかけていくのであった。










　七月上旬のある日。

　ロリっ娘こ三人組＋麻ま耶やさんとトランプで遊んでいると、ふいに俺はこう思った。

　あ、なんか寿す司しが食いたい。

　そんなわけで、さっそく藤とう花かにおねだりする。

「なあ藤花、今日の夕飯、寿司にしない？」

「はい、いいですよ」

　藤花はにこやかに快諾してくれた。

「……ヒモのくせに夕飯のリクエストとか、ちょっとは遠慮したらどうなの？」

　千ち鶴づるがジト目でツッコんでくる。

「俺が遠慮したら、藤花は喜んでくれるか？」

「いいえ。むしろどんどんわがままを言ってほしいです」

「だって？」

「ぐぬぬ……」

　余裕の笑みで煽あおると、千鶴は悔しげにうなった。

「おすし、おさかな──ネコとしての血がさわぐにゃ」

　紗さ奈ながシリアス顔で言った。ネコの血が流れている設定だったのか……。

　実際のネコは魚よりも肉が好きらしいけど（ほかのネコ科、ライオンとかトラの食事を思えば腑ふに落ちる）、細かいことはスルーする方向で。

「なら、紗奈も一緒に食べますか？」

「にゃあ、いいの？」

「もちろんです」

「あ、じゃあ、あたしもいい？　今日の夜は予定もないし」

「はい。みんなでおいしいお寿司を食べに行きましょう」

「にゃあっ」「ええ」

　うむ。仲良きことは美しきかな。にぎやかな食事になりそうだ。

　ロリたちとわいわい食べる寿司は、さぞやうまいことだろう。

　……いや、でも、高級なお寿司屋さんでわいわいするのは迷惑か？

　お店を貸し切りにしちゃうって手もあるけど、それではいまいち芸がない。

　だったらいっそのこと……。

「麻耶、お店の予約をお願いします」

「承知しました」

　麻ま耶やさんがスマホを取り出す。

「あ、ちょっと待って。店に行くんじゃなくて、この家で食べない？」

「出前をお願いするってことですか？」

　きょとんと小首をかしげる藤とう花かに、俺は妙案を口にする。

「いや、そうじゃなくて、手て巻まき寿ず司しにしようよ」

「なるほど、自分たちで作るんですね。はい、いいと思いますっ」

「そうね。ハルにしては悪くない提案だわ」「楽しそうにゃ」

　ロリたちは喜んで賛成してくれた。

　自分たちの好きなネタについて、楽しそうに話し合う。

「マグロとサーモンは必須ですね」

「あたしは、エビとアナゴかしら」

「にゃあ、ぼくはイクラとウニ」

　うむうむ。やっぱ女の子の笑顔を見てると癒いやされるわ。

　あと紗さ奈なちゃん、それは魚じゃないよ（笑）

「では、そのように手配いたしますね」

　麻耶さんも微笑を浮かべ、準備のために席を立った。







　で、それからおよそ一時間後。

　一階のリビングの食卓に、完璧な手巻き寿司セットが用意されていた。

　藤花たちがあげていたネタはもちろん、それ以外にも、はまち、たい、えんがわ、いか、たこ、ほたて、ネギトロ、カニ、本格的っぽいだし巻きたまごもある。

　しかもそのすべてが高級感たっぷりで、自分たちで作っちゃうのはもったいないんじゃないか？　と思ってしまうほどだ。

　木製の寿す司し桶おけに入っている酢飯からは、食欲をそそるいい香りが漂っている。

　海の苔りすらこだわりの一品に見えた（実際そうなのだろう）。

「おー、さすが麻耶さん。いい仕事をするねぇ」

「私は電話をかけただけですよ」

　俺が感嘆の声をあげると、麻耶さんはクールにそう言った。

　いや、それでも十分すごいって。

　どこに電話をかければ、たった一時間でこれが用意できるんだろう。

　気になったので訊たずねたら、「富豪専門の便利屋みたいなのがいるんです」とのことだった。

　ちなみに完全紹介制で、その電話番号を知っているだけでも、社交界ではちょっとしたステータスらしい。漫画みたいな話だ。

「……それより、なんで藤とう花かたちは着替えているのですか？」

　こめかみに手をやり、麻ま耶やさんがあきれた様子で訊たずねた。

「ふふ、先生のリクエストですっ」

「あたしはふたりに付き合っただけで、べつに乗り気じゃないからね」

「にゃあ、これでプロの技を再現トレースできる」

　そう。より気分を盛り上げるため、三人には二部式セパレート着物を着てもらった。

　もちろん、漫画の参考のためである。

　藤花たちをモデルにした漫画は、お嬢さま三人組がさまざまな衣装を着てミッションに挑むって設定だからな。コスプレさせるチャンスを逃す手はない。

　色は藤花が薄紫、千ち鶴づるが赤、紗さ奈なが緑である。わりと華やかなデザインで、寿す司し職人というより和菓子屋の看板娘っぽいけど……まあ、そこはかわいさ優先ってことで。

「三人ともよく似合ってるよ」

「えへへ、ありがとうございますっ」

「……ふん、当たり前じゃない」

「にゃーん（照れ）」

　うむ、我ながら見事なチョイスだ。

　ヒモでなければ、ロリ専門のスタイリストになるのもありだったかもな。

「……たしかに、かわいいですね」

　麻耶さんもしみじみとつぶやく。

「だろ？」

「はい。でも、よくこんなものを持ってましたね」

「ふふふ、俺のコスプレコレクションをなめてもらっちゃ困るな」

「勝手に困っててください」

「てか、麻耶さんも着たい？　浴衣ゆかたっぽいのならあるけど」

「けっこうです」

　まあ、ですよね。

　残念だけど麻耶さんはメイド服が一番だし、今日のところはそのままでいいか。

　ともあれ、おのおの手を洗って食卓につく。

　藤花、千鶴、紗奈が俺の向かい側に、麻耶さんが隣に腰をおろした。

　寿司職人とお客さんを意識した配置である。

「先生、なんでもご注文をどうぞ！」

　藤花が威勢よく言ってくれる。

「待って。ハルごときが藤花に握にぎってもらうなんて生意気よ。だったらあたしが作るわ」

「にゃあ、ぼくもにいさまに作ってあげたい」

「いいえ。先生はわたしのヒモなので、わたしが責任を持ってお作りします」

「ダメ。あたしが」「ぼくが」

　俺を巡って（？）牽けん制せいしあう三人。悪くない気分だけど、ケンカになったら困る。

「じゃあ、みんなのおすすめを、それぞれ握にぎってもらおうかな」

　と、なだめるように言った。

「三人の個性を見せてもらって、場合によってはそれを漫画に活いかすから」

　その言葉に、藤とう花かはぱあっと笑顔になり、

「食事すら漫画に活かそうというその向上心！　さすがです先生！」

　千ち鶴づるは苦笑して、

「……場合によっては、ってところがミソよね」

　紗さ奈なはなぜか不敵な笑みで、

「にゃあ。ぼくの隠された個性、にいさまになら、見せてもいいよ……？」

　と、それぞれコメントしてくれた。すでに十分個性的だ。これは期待も高まる。

「んじゃ、さっそく作ってくれ」

「はいっ」「しょうがないわね」「にゃー」

　三人は一斉に海の苔りを手に取った。前のめりになり、極上のネタをのぞきこむ。

「えーと、先生の好みを考えると……」

「ハルなんてカッパ巻きで十分よね。でも、お情けでちょっとくらい高いネタでも……」

「にゃあ、闇の汁に浸した、冥界のタマゴを……」

　どのネタを俺に食べさせるか、三人とも真剣に考えていた。

　もっと気軽にしてくれていいのに。

　でも、俺のために一生懸命になってくれるのは、単純に嬉うれしい。ヒモ冥みよう利りに尽きる。

「では、私は藤花たちのぶんを作りますね」

　麻ま耶やさんは海苔ではなく、シャリに直接手を伸ばす。

　そして慣れた手つきで、ちゃちゃっとエビを握った。形も綺き麗れいだ。

　なにこれすごい。

　手て巻まき寿ず司しなのに、ふつうに『にぎり』を作ってるよ……。

　感心しているあいだにも、藤花たちの好物が次々と小皿に並べられていく。

　しかもよく見たら、シャリの量を若干すくなめにしてあった。

　おそらく、小学生の胃袋に合わせてだろう。こまやかな気配りである。

「え、麻耶さんって寿す司し屋で修業した経験でもあるの？」

　あまりに手際がいいので、思わずそんなアホな質問をしてしまう。

「あるわけないでしょう。こんなのは、ただの見よう見まねです」

　だとしたら余計にすごい。麻耶さんマジ有能。

　しかし、料理上手とは意外な一面である。うちでの食事は基本、家政婦さんに作り置きしてもらってるから、できないのかと思ってたけど、単にやらないだけだったのか。

「普段から料理すればいいのに」

「自分で作ると、コストパフォーマンスが悪いんです」

　……合理的すぎる理由だった。

　藤とう花かほどじゃなくても、麻ま耶やさんもかなり稼ぎそうだしな……。

　料理する時間を仕事にあてたほうが、金銭的にはプラスなのか。

　と、そこで。藤花が元気よく手をあげた。

「先生、できましたっ」

「お、どれどれ？」

「こちらになります」

　両手で差し出された小皿を受け取る。

「おぉ……なんというか、豪快だね」

「はい」

　漫画なら『ドーン』という描き文字（擬音）を入れたくなるような、どでかい太巻が鎮座していた。あと、あきらかにシャリが多すぎて、一部海の苔りからはみ出しちゃってる。

　その点は藤花も気になってるのか、すこし恥ずかしそうに解説した。

「えっと……見み栄ばえはちょっとあれですが、先生にはたくさん食べていただきたくて、こんな感じになりました」

　なるほど。この大ボリュームは愛情ゆえか。

　となると、不格好と笑う気にはなれないな。微笑ほほえましくはあるけれど。

「えーと、ネタはなに？」

「トロです。先生はおっぱいが好きなので、脂身が多いものを選びました」

「……ほう」

　おっぱい＝脂肪＝脂身ということだろうか。

　いや、さすがにその三段論法は無理がある……。

　でも、トロじたいはふつうに好きなので、俺好みという意味では正解だった。

「どうぞ召し上がってください」

「うん、いただきます」

　崩れないよう慎重に太巻きを手にする。

「あ、すいませんっ」

　口に運ぼうとしたところで制止された。

「ん？　どうしたの？」

「いいことを思いついちゃいました」

「いいこと？」

「正確には、わたしがしたいことですが」

　藤とう花かはほんのりと頰ほおを染め、上目遣いで言った。

「あの、せっかくなので、『あーん』をしてもいいですか……？」

「藤花が食べさせてくれるってこと？」

「はいっ。先生の手は、漫画を描くことだけに使えばいいと思いますっ」

　ものすごい縛りプレイだな、それは……。不便すぎる。

　しかし、藤花の厚意をむげにするのも心苦しい。

　また、『あーん』という定番イベントをこなすのは、実際なかなかの名案である。

　太巻きを小皿に戻し、俺は素直にうなずいた。

「わかった。じゃあ、よろしく」

「ありがとうございますっ。おまかせくださいっ」

「──えっ、ちょっ、ほんとにやるのっ？」

　千ち鶴づるが慌てて口を挟む。

「もちろんです。寿す司し屋『藤花』の特別サービスです」

　藤花は胸を張って答えた。

「なにそれ、サービスよすぎでしょ！」

「お客さまをできるだけ甘やかすのが、うちの経営方針です」

「すごい店ね!?」

　たしかに。ロリに作ってもらった寿司を、ロリの手で食べさせてもらえるお店。

　実際にオープンしたら、繁はん盛じよう間違いなしである。

　ひとつ問題があるとしたら、法的にアウトなことだ。致命的だよ。

「とにかくいまはわたしの番です。千鶴は口を出さないでください」

「むぅ……わかったわよ」

　藤花に注意され、千鶴はしぶしぶ引き下がった。

「では、あらためまして。……あ、でも、このままだと微妙に遠いですね。いったんそちらに行かせていただきます」

　向かい側に座ったままだと、お互い前傾姿勢にならないといけない。

　藤花は食卓を回りこみ、俺の真横に移動した。そして、大きな太巻きをちっちゃな両手でしっかりとつかみ、しょうゆをちょんちょんとつけ、俺の口元に近づける。

「先生、あーん」

「あーん」

　食べにくいことこのうえなかったが、気合いで三分の一ほどかぶりついた。

　あごの下で広げていた両手に、ご飯粒がいくらか落ちる。

　そしゃくすると、口のなかで海の苔りと酢飯とトロが絶妙のハーモニーを奏でた。

「──おお、めっちゃうまい！」

　やはり超高級なネタなのだろう。トロは舌の上でとけるように消えていった。

　海苔の風味や歯ごたえ、シャリのやわらかさも申し分ない。

　本物の職人が作ればもっとうまいのかもしれないが、こちらは技術の代わりに藤とう花かの愛情がプラスされている。比べれば当然、寿す司し屋『藤花』の圧勝だった。

「うふふ、それはなによりです」

　藤花はとても嬉うれしそうにはにかんだ。

「はい、もう一口、あーん」

　ぱくっ。もぐもぐ。ごっくん。ぱくっ。もぐもぐ。ごっくん。

　合計三口で、なんとか胃袋におさめた。味はいいけどやっぱり重たいな……。

　そう内心で苦笑しつつ、お茶あがりを飲んだ。

　すると藤花がにっこり笑顔で、予想外のことを言う。

「それでは先生、お代をいただいてもいいですか？」

「え？　お金とるの？」

「お金ではありません。うちのお代は、頭なでなでになります」

「おう、斬ざん新しんだね。それで経営は成り立つの？」












「道楽でやっておりますので」

　道楽て。これほどＪＳに似合わない言葉もなかなかないな。

「ちなみに、トロだと何秒かな？」

「えーと、五秒──いえ、やっぱり十秒です」

「これがほんとの時価だね」

「あははっ、うまいです！　さすが先生！」

「んじゃ、ごちそうさま。とてもよかったよ」

　十秒間、藤とう花かの頭をなでる。

　手触りのいい、さらさらの髪。ほんと、サービス満点のお店だな。

「ありがとうございますっ」

　手を放すと、藤花は満面の笑みでぺっこりお辞じ儀ぎをした。

「では、次のお寿す司しを作ってきますね」

「あ、いろんな種類を食べたいから、次はシャリをすくなめでお願い」

「かしこまりましたっ」

　ぴしっと敬礼して（なんか違うけどかわいいからよし）、最初の位置に戻った。

「じゃ、次はあたしの番ね」

　入れ替わる形で、千ち鶴づるが隣にやってくる。

　持っている小皿には綺き麗れいな細巻き。

　藤花とは対照的で、女の子らしい丁寧さを感じられた。

　千鶴は三人のなかでもっとも淑しとやかさに欠けるけど、意外と几き帳ちよう面めんなんだよな。藤花も何気に大胆なところがあるし、手て巻まき寿ず司しにはその人の本質が現れるのかもしれない。

　断面からは茶色と緑が見えた。

「これは、アナゴときゅうり？」

「ええ。いわゆるアナキューってやつね」

「あー、なんか聞いたことある」

「ほんとはハルにはきゅうりだけがお似合いなんだけど、この会を提案してくれたことを考慮して、特別にアナゴも入れておいてあげたわ」

「なるほど。名づけてツンデレ巻きか」

「──はあ!?　な、なによそのネーミング！　アナキューって言ってるでしょ！」

「あ、そう？　それは残念」

「残念なのはあんたの脳よ。どうしたらそんなふざけた発想ができるわけ？」

「だってさっき、アナゴが好きって言ってただろ？　だから、自分の好きなものを俺に食べてほしい、っていう気持ちの表れなのかなーと思って」

「──っ……べ、べつに、そんなんじゃないし！　いいからとっとと食べなさいよ！」

　声を荒らげる千ち鶴づる。図星だったのだろうか。

「寿す司し屋『千鶴』は、秋あき葉は原ばらでオープンしたら人気が出そうですね」

　と、藤とう花かは冷静にコメントした。

　俺の教育のたまものか、だいぶツンデレというものがわかってきたらしい。

　俺も胸きよう中ちゆうで同意して、「いただきます」と細巻きを手に取った。

「ま、待ちなさいよ」

　とっとと食べろと言われたと思ったら、今度はなぜか止められた。

　千鶴は顔を赤らめ、小さな声で言う。

「あ、あたしが……食べさせてあげるから」

「え、寿司屋『千鶴』もそんなサービスしてくれるの？」

「……きょ、今日だけ、特別だからね」

　それを見た紗さ奈なが笑いながらツッコむ。

「にゃあ、千鶴あざといにゃ」

「うっ──紗奈には言われたくないわよ！」

　うん、これについてはまったくもって、千鶴が正しい。

　いや、千鶴はだいたいにおいて正しいんだけど。

　だが、恥ずかしがることはないと思う。

　漫画およびエンターテイメントにおいて、『あざとさ』は武器である。

　なぜならそれはすなわち、『わかりやすさ』であり、『王道』につながるからだ。

　だから『あざとさ』を恐れるなかれ。

　奇抜なことをするより、まず『ベタ』を追求したほうがずっといい。

　……と、まえに夕ゆ莉りちゃんからアドバイスをもらったことがある。

　まあ、理屈はわかってても、実践できるかっていうと、なかなか難しいよね……。

　遠い目をしていると、細巻きを手にした千鶴が言った。

「ほら、口を開けなさいよ」

「あーんって言ってくれないの？」

「……あ、あーん」

　かわいい。俺はにやにやしながら、ぱくっと半分ほど口に入れた。

　途と端たん、甘くコクのあるタレの味が口のなかに広がる。

　やわらかなアナゴがシャリと絶妙にマッチして、

「──おお、予想以上にうまい！」

　シャキシャキしたきゅうりの歯ごたえも、いいアクセントになっていた。

「……ふん、当然じゃない」

　千鶴は満足げに胸を張った。

「ほら、残りも食べちゃって。あーん」

　ぱくっ。もぐもぐ。ごっくん。

「ふふ、なんか動物にエサをあげてるみたいで、思ったより楽しいわね」

　……そのたとえはちょっとあれだけど、ごきげんそうなので、まあいいか。

「ごちそうさま。お代は？」

「そうね。じゃあ藤とう花かと一緒で、頭なでなででいいわ。べつになでてほしいわけじゃないけど、タダにするのもしゃくだからね」

「はいよ。時間は？」

「十秒──あ、やっぱ十五秒で」

「えっ!?　ちょっと待ってください！」

　千ち鶴づるの要求に、藤花が物言いをつける。

「アナキューでそれはぼったくりじゃないですか？　うちはトロでも十秒ですよ！」

「うちの店は相場より高いのよ」

　……相場て。適正価格がぜんぜんわからんな。

「そんなのずるいです！　真っ当な商売をすべきです！」

「あたしの手作りなんだから、高くなるのは当然よ。それにずるいと思うなら、藤花も高くすればいいじゃない」

「むぅ……わかりました。こうなったらインフレ上等です！」

　支払うのは俺なんだけどな……。

　まあ、頭なでなででいいなら、好きなだけしてあげるけど。

「……ほら、早くしなさいよ」

「あ、うん」

　言われるがまま、千鶴の頭をなでなでする。

　右手で全体的に優しくなでて、左手でツインテールの片方をもてあそんだ。

「……ちょっと、そこはさわっていいなんて言ってないわよ？」

「あれ、ダメだった？」

　ポニテもそうだけど、結んであると思わずいじりたくなるのが男心ってやつである。

「……まあ、べつにいいけど」

「ありがと」

　お許しが出たので、時間いっぱい存分に楽しませてもらった。

　同じ髪の毛でも、どうしてこうも男のそれとは違うのだろう。

　漫画でもできる限り、この質感を表現したいものである。

「……じゃ、あたしも二個目を作るわね」

　手を放すと千鶴は恥ずかしそうに言って、元の位置に戻った。

「にゃあ、ついにぼくの番にゃ」

　続いて、紗さ奈なが小皿を持ってやってきた。

　二枚の海の苔りで挟まれたシャリの上に、宝石のようなイクラがあふれている。

　描き文字を入れるなら、『キラキラ』と『だばあ……』のミックスだろうか。

「……えーと、これは斬ざん新しんな形だね。なに巻きかな？」

「ぐんかん巻きにゃ」

　だとしたら、どうしてこうなった。俺の知ってる軍艦巻きと違う……。

「この軍艦、大破してるよね？」

「……ネコの手にはむずかしかったにゃ」

　紗奈はにゃんにゃんと手招きした。かわいいから許す。

「てか、これだと『あーん』しにくいな……」

　持った瞬間、イクラとかポロポロこぼれちゃうだろう。

「にゃあ……寿す司し屋『紗奈』も、にいさまに食べさせるサービスしたい」

　残念そうにうつむく紗奈。

　と、麻ま耶やさんが助け船（軍艦だけに）を出してくれる。

「紗奈さま。軍艦巻きは、こっちの細長い海苔を使うんですよ」

「にゃ……そんな秘密兵器が」

「こんな感じです」

　麻耶さんが手際よく、イクラの軍艦巻きを作る。おおー、ほんと有能だわ。

　紗奈も感激した様子で、麻耶さんを見つめた。

「にゃあ、麻耶さんすごい」

　藤とう花かと千ち鶴づるも称たたえる。

「ほんと、麻耶はなんでもできますよね」

「うちにも麻耶さんみたいな人がいてくれたらなって思うわ」

「いえいえ、お三方の投資センスに比べれば、たいしたことないですよ」

「謙けん遜そんしなくていいにゃ。これはたいしたことあるにゃ。さすがにいさまのメイドにゃ」

「……その肩書きで褒ほめられるのは……いえ、ありがとうございます」

　麻耶さんはとても複雑そうにお礼を言った。

　素直に誇ればいいのに。まあ、気持ちは痛いほどわかるけど。

「こんな感じにゃ？」

「はい、そうです」

　麻耶さんに指導してもらい、紗奈は軍艦巻きを作り直す。

　ちなみにこの間、藤花と千鶴は麻耶さんが握にぎった寿司を食べていた。

　順番を抜かそうとしないのは、思いやりがあっていいと思います。

「できたにゃ」

　麻ま耶やさんのに比べると多少ゆがんでるが、誰が見ても軍艦巻きと言える形になっていた。

「おお、うまそう」

「にゃん」

　紗さ奈なはどや顔をして、その軍艦巻きを差し出してくれる。

「にいさま。にゃーん」

「あはは、あーんじゃないんだ」

　不意を突かれて、思わず笑ってしまった。

「寿す司し屋『紗奈』ではこれが正式にゃ」

　そうか。ならば従わなくてはなるまい。

　紗奈の「にゃーん」に合わせて、俺も「にゃーん」と口を開いた。

　今回は一口で一気にいく。

　嚙かんだ瞬間、ぷちぷちっとイクラが弾はじけて、とろっとしたうまみが広がった。

「うん、文句なしにうまい」

「やったにゃっ」

　紗奈は満開の笑みを咲かせ、猫の手をクロスさせるという謎のポーズを決めた。

　一度失敗しているだけに、喜びもひとしおといった感じだ。

　いやもうたまらんね。超かわいい。お代とか関係なくなでまわしたいわ。

　しかしひいきしてはいけないので、律りち儀ぎに「お代は？」と訊たずねた。

　紗奈は「にゃふふ」と小悪魔っぽく笑い、

「お姫さまだっこ、二十秒にゃ」

「──ええっ!?」「──なにそれ!?」

　俺がリアクションを取るまえに、藤とう花かと千ち鶴づるが驚きよう愕がくの声をあげた。

「いくらなんでもその値付けは法外すぎます！　お姫さまだっこって、もはや通貨からして違うじゃないですか！」

「そうよ！　せめてそこは守りなさいよ！　市場を崩壊させたいの!?」

　猛抗議するふたりに、紗奈は肩を落として釈明する。

「にゃあ……ぼくだってほんとは安くしたいにゃ」

「だったらすればいいじゃない！　値段を決めるのは店主でしょ！」

「千鶴の言うとおりです！」

「……それは無理にゃ。高くせざるを得ない、理由があるのにゃ」

「なぜです？」「なんでよ？」

　くちびるをとがらせ、不満いっぱいで詰め寄るふたり。

　紗奈は俺の隣、すなわち麻耶さんのほうを向いて、こう答えた。

「麻ま耶やさんの人件費がかかってるから」

「「──人件費!?」」

　……なるほど。そうきたか。俺は笑いを嚙かみ殺ころしつつ、感心する。単なる言い訳にも聞こえるが、麻耶さんにも手柄を与えたいという、紗さ奈ななりの優しさが垣かい間ま見みえた。

「いえ、それにしたって高すぎます！　わたしの最新のレートでは、お姫さまだっこ一秒は、頭なでなで十秒に相当します！」

「ついでに言うと、それをぜんぶ紗奈が受け取るのもおかしいわ！　だったらちゃんと麻耶さんに給料を払いなさいよ！」

「もちろん払うにゃ。二十秒のうち五秒は、麻耶さんの権利にゃ」

「えっ!?」

　まさかの振りに、麻耶さんは目を見開いて驚いた。

　この流れに、俺はすかさず乗っかる。

「わかった。じゃあまず麻耶さんのぶんから支払おうか」

「──け、けっこうです！」

　席を立って軽く腕をまわすと、麻耶さんは顔を真まっ赤かにして遠慮した。

　遠慮というか、断固拒否って感じである。

　もちろん俺も冗談だったのだけど……そんなに嫌なのか。ちょっと切ない。

「にゃ？　いいの？　にいさまにだっこしてもらえるチャンスだよ？」

「……はい。私の給料は皆さんの笑顔だけで十分ですので」

「にゃあ……麻耶さんは本当に謙虚にゃ」

「メイドの鑑かがみですね」

「ほんと、ハルの専属にしておくには惜しい人材だわ」

「いえ……私はそんな、たいしたことないです」

　三人から熱い視線を注がれ、麻耶さんは照れたようにうつむいた。

　今日だけで麻耶さんの株、爆上げである。

「じゃあ、しょうがないから……ぼくがぜんぶいただくにゃ」

「けっきょくそうなるの!?」「ずるいです！」

「そう思うなら、ふたりも高くすればいいにゃ」

「……わかりました。であればわたしも、本気を出します」

「……そうね。べつにお姫さまだっこしてほしいわけじゃないけど、それが相場なら仕方ないわね」

　いや、あの、だから、支払うのは俺なんですけど……。

　しかし、ここで断ったらヒモの名折れである。この二十秒を上限としてもらい、俺はひとつ食べるごとに、三人をお姫さまだっこしてあげた。

「にゃーん（うっとり）」

「ふわぁ……これはたまりませんね」

「……ま、悪くないわね」

　手て巻まき寿ず司しよりもこっちがメインになってしまったけど……。

　まあ、楽しんでくれたならよかったよ。

　しかし、いくらＪＳとはいえ、当然ながらそれなりに体重はあるわけで……。

　満腹になったときには、俺の腕はすっかり使い物にならなくなっていた。

　ごめん、藤とう花か。

　今日はイメージボードすら描けそうにないや……。










　手巻き寿司から数日後。ベッドに寝ころび雑誌をぱらぱらめくっていると、いつものように学校帰りの制服ロリ三人組が遊びに来た（麻ま耶やさんは仕事中）。

「ただいまですっ」「おじゃまー」「にゃにゃにゃー」

「おかえりー」

　三人はいそいそとベッドにあがり、ぴったりと俺のそばに陣取る。

　本日のポジションは、藤花が右、千ち鶴づるが左、紗さ奈なが背中の上だ。

　あまくて、あたたかくて、やわらかい。

　すっかり慣れた心地よい感触に、森の妖精と戯たわむれるようなやすらぎを覚える。

　もはや体温だけで三人の区別をつけられる自信があった。

　きき酒ならぬ、ききロリだ。

　……いや、ききロリってなんだよ。我ながらひでえ語感である。

　これほど世間に誇れない特技も珍しいだろう。

　なんてしょうもないことを考えていると、三人が雑誌をのぞきこんできた。

「先生、なにを読んでるんですか？」

「ファッション誌？」

「そう見せかけた魔導書の可能性もあるにゃ」

「残念ながら魔導書じゃないよ。千ち鶴づるが正解」

　俺は小さく笑い、カラフルでキラキラとした表紙を見せる。

　と、藤とう花かが意外そうな顔をした。

「あれ、男性向けじゃなくて、女性向けですか？」

「ああ。もっと言うと、ＪＳ向けのファッション誌」

　左上には『女子小学生』という文字が躍っていた。

　千鶴が変質者を見るような目つきになる。

「……なんでそんなもん読んでるのよ。気持ち悪い」

「いや、漫画の参考になるかなーと思って」

　俺にしては珍しく、趣味とは無関係の純然たる資料だ。

　とある高名なロリ漫画家（兼イラストレーター）さんが、女児向けファッション誌集めを趣味にしているという情報を目にして、やはりホンモノは違うなぁと感心し、俺もとりあえず真ま似ねしてみたのだった。

「なるほど。先生の向上心には本当に頭が下がります」

「……それなら最初からそう言いなさいよ。べつに気持ち悪くないじゃない」

「にいさま、えらいにゃ」

　紗さ奈なが俺の頭をよしよしとなでる。すると藤花と千鶴も追つい随ずいした。

「あ、わたしもなでなでしますっ」

「……あたしも、早とちりしたお詫わびでね」

　おう。まさか女児向けファッション誌を読むことで、女児たちから頭をなでられるとは思ってなかった。正直かなり照れくさい……。もちろん悪い気はしないけど。

　三十秒ほどで手を放し、藤花が訊たずねてくる。

「それで、実際に読んでみてどうでしたか？」

「うん、思ったよりいい感じ」

　俺が持っているのはコスプレ衣装ばかりなので、ふつうの私服を見るのは逆に新鮮だった。ファッションに関すること以外でも、かわいい丸文字の書き方講座とか、はじめてのブラジャーの選び方とか、いろいろ載のっていて面白かった。

　あと、クラスでの処世術もよかったな。『挨あい拶さつはちゃんとしよう』という基本的なものから、『友達の好きな男子とはあまり親しくしないようにしよう』というディープなものまであって、女子って小学生から大変なんだなーと思い知ったわ。

「ちなみに、にいさまはどんなのが好きにゃ？」

　俺の右肩あたりにちょこんとあごを乗せながら、紗奈が言う。

「うーん、そうだな……」

　ページをテキトーにめくり、直感で答える。

「こういう清せい楚そで女の子っぽいのがいいかなー。あ、でも、カジュアルなのも捨てがたい。ほかにも小悪魔系とか、甘ロリもそれぞれ魅力があるな」

「……節せつ操そうなさすぎでしょ」

　千ち鶴づるはあきれたように嘆息した。

「まあ、けっきょくその人に合った服装が一番ってことで」

　漫画と同じで、ファッションの正解はひとつじゃない。

　ＴＰＯにも左右されるし、一概にどれがいいと言うのは難しかった。

「では先生。わたしたちにはどんな服が似合うと思います？」

「──そう。まさにそれをみんなに訊ききたかったんだよ」

「え？　どういうことです？」

　ぱちくりと目を瞬またたかせる藤とう花か。

「漫画に出す際、三人にどういう私服を着せるべきか、あれこれ考えたんだけど、なかなか答えが出なくてさ」

「……なにそれ。あたしたちには似合う服がないってこと？」

　いかにも不満そうに言って、千鶴がくちびるをとがらせた。

「いや、逆だよ。……ごめん、紗さ奈な。ちょっとおりてくれる？」

「にゃん」

　誤解されては敵かなわない。

　きちんと説明するため、紗奈に背中からおりてもらい、俺は身体を起こした。

　ロリたちとまっすぐ向き合い、告げる。

「三人ともすげえかわいいからどんな服でも似合っちゃって、選択肢が多すぎるんだ」

「「「──っ！」」」

　ロリたちは一斉に、かあっと頰ほおを紅潮させた。

　そして、にまにまと口元をゆるめる。

「……えへへ」「……うふふ」「……にゃふん」

　えーと、これはあれか？　かわいいと褒ほめられて、照れてるのか？

　なんにせよ、とても嬉うれしそうに見えた。

　しばらくそのふにゃふにゃ状態が続き、やがて千鶴が口を開いた。

「……ご、ごめん、ハル。いまなんて言ったの？」

「え？　聞こえてなかったの？」

「ええ。声が小さくて聞き取りにくかったわ」

「ですね。わたしもよく聞こえなかったです。先生、もっとはっきりお願いします」

「にゃあ。ぼくのネコミミでも拾いきれなかった。にいさま、もう一度にゃ」

「……まあ、いいけど」

　咳せき払ばらいして喉のどの調子を整え、丁寧に言い直した。

「三人ともすげえかわいいからどんな服でも似合っちゃって、選択肢が多すぎるんだ」

「…………」「…………」「…………」

「今度は聞こえた？」

　苦笑まじりに確認すると、三人は同時にかぶりを振った。

「聞こえなかったです」「聞こえなかったわ」「聞こえなかったにゃ」

　……こいつら、絶対に聞こえてるだろ。

　ファッション誌からもわかるとおり、やはり男子よりも女子のほうが早熟なんだな。

　小学生なのに、なかなか高度な技を使ってきやがる。

　ふつうならここでツッコミを入れて終わりだが……。

　いいだろう。その振りに乗ってやるぜ。ロリのヒモをなめんなよ。

　俺はにやりと笑い、三人まとめて抱きしめた。

「──きゃっ！」「──ちょっ！」「──にゃっ！」

　突然のハグに驚き、ロリたちが身をすくめる。

　その反応にほくそ笑みながら、耳元でささやくように言った。

「藤とう花かも千ち鶴づるも紗さ奈なも──めちゃくちゃかわいいよ」

「「「……あぅ……」」」

「これでもまだ、聞こえない？」

「──き、聞こえましたっ」「あ、あたしもっ」「にゃあっ」

　羞しゆう恥ち心しんが限界を超えたのだろう。

　ロリたちは観念したように声をあげ、真まっ赤かな顔で俺から距離をとった。

「──だ、抱きつくときはせめて一声かけてくださいっ！」

「──バカっ！　変態っ！」

「──にゃあ！　にいさまのエッチ！」

　おっと。

　照れ隠しもあるのだろうが、思ったよりふつうに怒られてしまった。

「なんだよ、いつもはそっちからくっついてくるくせに」

「それとこれとは話がべつです！　心の準備ができてないと、ドキドキしすぎて心臓に悪いです！」

「そうよ！　女の子はハルと違ってデリケートなんだから！」

「まったくそのとおりにゃ！」

「……あー、ごめんごめん」

　さきに仕掛けてきたのはそっちだろ、と言い返すのも大人げない。

　手を合わせて謝った。

　あんまりやりすぎて麻ま耶やさんにチクられても困るしね……。

　それに、三人の言うとおりだ。

　日頃からスキンシップが多いとはいえ、たしかにデリカシーに欠けていた。

　繰り返しになるけど、女子は早熟である。

　昨日セーフだったからって、今日もそうだとは限らない。

　いつまでも子ども扱いじゃダメだよな……。

　心から反省して、頭を下げる。

「ほんとごめん。もう二度と、俺からはさわらないようにするよ」

　すると、ロリたちは動揺した。

「そ、それは困ります……」

「そ、そうよ。べつにそこまでは言ってないじゃない……」

「にゃあ、たまにならサプライズハグもありにゃ……」

　あー、もう。ほんといちいちかわいいなぁ。

　もじもじするロリたちに、俺は笑いながらツッコんだ。

「どっちだよ」

「……先生がさわりたいときは、いつでもさわってくださってけっこうです」

「……仕方ないわね。藤とう花かがそう言うなら、あたしもそれでいいわ」

「……にいさまならエッチでも許すにゃ」

　やっぱり小学生はまだまだロリだな、うん。







　盛大に脱線してしまったが、話を元に戻す。

　すなわち、三人の魅力をもっとも引き出す服装とはなんなのか？

　ロリたちといくらか話し合って、俺はこう結論づけた。

「かくなるうえは、私服ファッションショーを開催してもらうしかないな」

「いや、なんでそうなるのよ……」

　千ち鶴づるがジト目でツッコんできた。

「やっぱ写真や想像だけじゃ限界があるし、実際に着てもらって判断したいんだよ」

「だからって、あたしたちがそれに従う義理は──」

「わかりました。やりましょう」

「にゃあ、ぼくもがんばる」

「……はぁ……はいはい、あたしも付き合うわよ」

　藤とう花かと紗さ奈なが快く引き受けてくれると、千ち鶴づるもしぶしぶ承諾してくれた。

　話が早くて助かる。

「ありがとう。それじゃ悪いんだけど、各自で私服を用意してもらってもいい？」

「あれ、着る服はわたしたちで選ぶんですか？」

　と、意外そうな藤花。

「ああ。まえにやったコスプレと違って俺は衣装を持ってないし、三人のセンスも見たいからね」

「なるほど。リクエストなどはあります？」

「うーん、強いて言えば、なるべくいろんなパターンが見たいかな」

「それならせっかくだし、雑誌に載のってる服を丸々送ってもらいましょうよ」

　千鶴が意見を述べる。

　気軽にすごいことを言っているが、紗奈と藤花はふつうに同意した。

「にゃあ、たしかにそれが手っ取り早い」

「そうですね。麻ま耶やに頼んで手配してもらいましょう」

　まあ、お嬢さま方の資金力なら、駄だ菓が子しを買うのとそう変わらないことだからな。

　べつにこちらとしては、新品じゃなくてもいいんだけど……。

　藤花のはもちろん、千鶴と紗奈のぶんも家から送ってもらえば十分だと思っていた。

　でも、それはそれで悪くない。むしろ、そっちのほうが楽しそうだ。

　俺はにやにやと笑い、あえてすこし挑発的に言う。

「同じ服を着ることで、ある意味モデルと勝負するってことだな」

「「「……っ！」」」

　ロリたちはハッと息をのんだ。

「ま、最高にかわいい三人なら、圧勝してくれると信じてるよ」

「──はい！　先生の漫画に出してもらう以上、プロのモデルにだって負けません！」

「当たり前じゃない！」

「ぼくたちの本気、見せてあげるにゃ」

　ぐっとこぶしを握にぎり、意気込む三人。

　うむ、楽しみだ。







　で、それからだいたい一時間後。

　大量のダンボールが俺の部屋に運びこまれた。

　中身はもちろん、雑誌に載っていた服やアクセサリーである。

　仕事の片手間にこれを用意するんだから、ほんと麻耶さん有能だわ……。

「では、クローゼットをお借りしますね」

「楽しみにしてなさい」

「宴うたげのはじまりにゃ」

　ダンボールから衣装を取り出し、ロリたちがウォークインクローゼットに入っていく。

　待っているあいだに雑誌をチェックして、三人はどの服を着るかすでに決めていた。

　ネタバレになってはつまんないので、俺はまだ聞いていない。

　鉛筆とスケッチブックを準備し、わくわくしながら待つことしばし。

「先生、ＯＫです！　ＢＧＭをお願いします！」

「はいよー」

　着替えが完了したらしい。藤とう花かに返事をして、俺はリモコンを操作する。

　超高級なスピーカーから、アップテンポな曲が流れだした。

　よりファッションショーっぽくするために、今回は音楽を流すことにしたのだ。

　三人が衣装を選んでいるとき、俺はせっせとこのプレイリストを作っていた。

　ちなみにアニメやゲームのサントラを交ぜたもので、歌詞はない。

　メロディがひときわ大きく盛り上がったところで──ゆっくりと扉が開かれる。

　三人はモデル歩き（っぽいもの）をしながら、悠然と俺の前までやってきた。

　センターに立つのは藤花。

　水色のミニワンピースに、白レースのＴシャツを重ね着していた。夏らしい涼しげな色合いと、なによりＴシャツのスケスケ感が素晴らしい。大人っぽさとかわいらしさが見事に調和しており、藤花の持ち味をよく引き出していた。

　右手には千ち鶴づる。

　花柄のキャミソールにホットパンツという、露出度の高い格好である。麻ま耶やさんが着たら不健全な雰囲気になるだろうが、千鶴は健康的に着こなしていた。いかにも活発な女の子って感じだ。また、斜ななめにかぶった黄色いキャップがいいアクセントになっていた。

　左手には紗さ奈な。

　黒いフリフリのブラウスに、これまた黒いフリフリのミニスカートと、ゴスロリに近い装いだった。もちろん頭にはネコミミだ。鈴のついた赤いチョーカーをつけており、小悪魔っぽいオーラを放っている。正直、紗奈には淡い色のほうが似合いそうな気もするが、これはこれでギャップがあって魅力的だった。

「おぉー、いいねいいね！　みんなめちゃくちゃかわいいよ！」

　鼓動が速まるのを感じる。漫画家（ロリのヒモ）としての血が騒ぐ。

　ＢＧＭの効果もあって、一気にテンションが最高潮になった。

　さっそく鉛筆を走らせながら、俺は心から称賛する。

「うん、身内びいきかもしれないけど、まじで三人ともモデルに勝ってると思う」

　すくなくとも俺が芸能事務所の社長だったら、なんとしてもスカウトするね。

「えへへ、ありがとうございますっ！」

　藤とう花かは満面の笑みを浮かべ、

「ふふん、こんな機会そうそうないんだから、しっかり目に焼きつけておきなさい」

　千ち鶴づるは得意げに胸を張り、

「にゃあ、にいさまの視線をジャックっ」

　紗さ奈なは中二病を患わずらった子猫のようなポーズをとった。

　やー、ほんといいわ。最高。むろんいつもの制服姿もめちゃかわだし、私服姿を見るのもはじめてではないんだけど、俺のためにおしゃれしてくれたってのが、期待以上に大きな感動を与えてくれていた。

「先生、もししてほしいポーズがあったら、なんでも言ってくださいね」

　ワンピースの裾すそを軽くつまみ、藤花がかわいらしく言ってくれる。

「ありがとう。それじゃあまずは三人で手をつないで、モデル風の顔をしてみて」

「モデル風の顔ってなによ」

　遠慮なくリクエストすると、千鶴が眉をひそめた。

「自分のテキトーなイメージでいいよ」

「にゃ、イメージなら得意にゃ」

　紗奈は自信ありげにうなずいた。

「んじゃ、俺の合図で頼むな」

「はい」「ええ」「にゃ」

「せーの」

　と、それぞれ表情を作る三人。

　藤花は上品な微笑。千鶴はきりっとした決め顔。紗奈はなぜかキス顔だった。

　……あ、でも、くちびるをとがらせる表情は、たしかにけっこうあったかも。

　まあ、なんにしても、超かわいい。このまま扉絵とかにしてもよさそうだ。

　続けていくつかのポーズをとってもらい、ラフを一枚描きあげるごとに──正確には時間節約のため、イメージが固まった時点で──次々と着替えてもらった。

　もちろんどれもよく似合っており、俺はあらためて思う。

　やっぱ美少女はなにを着てもかわいいわ。

　しかし、十枚ほど描いたところで、ふと物足りなくなって手を止めた。

　いまの衣装は三人とも同じテイスト、いわゆる『甘ロリ』と呼ばれるものである。

　全体的に淡い色合いで、フリルがふんだんにあしらわれている。

　あまりにフリフリすぎて、下へ手たすると痛い感じにも見えてしまう、かなり攻めたファッションだ。

　しかし、三人はそれを見事に着こなしていた。

　お人形さん、あるいは童話に出てくるお姫さまのように愛らしい。

　絵にするのはえらい大変だけど、そのぶんやり甲が斐いはあり、かわいく描ける自信がないこともなかったのだが……。

　なんだろう。なにかが足りない。

　絵に起こす段階で、素材の魅力を数パーセント失ってしまってるような……。

　いや、もちろん写真ではないので、完全に再現トレースすることは不可能だ。

　だけど、だからこそ……漫画には漫画の表現がある。

　リアルよりも迫力のある絵。

　そう思わずにはいられない、圧倒的な漫画というものは存在する。

　ラフであることを差し引いても……俺はまだそこまでの境地には達していなかった。

　藤とう花かたちの可か憐れんさに、俺の絵が追いついてないと感じてしまった。

　錯さつ覚かくかもしれない。ほかの人からしたら、その違いはわからないかもしれない。

　けど、自分のなかで百点でないことはたしかだった。

　ならば答えは決まっている。

　──もっとさきに行きたい。

　胸の奥から湧わきあがってくるその感情に突き動かされ、俺は三人に歩み寄った。












「ごめん、みんな。ちょっと変わったリクエストをしてもいい？」

「え？　なんですか？」「なによ？」「にゃ？」

　きょとんとするロリたちに、真顔で告げる。

「見るだけじゃなくて、自由にさわらせてほしい」

「──ふぇっ!?」「──はあ!?」「──にゃっ!?」

　顔を赤らめ、絶句する三人。

　俺はその沈黙を埋めるがごとく、大きく両腕を広げ、魂の叫びをあげた。

「五感のすべてで、みんなの魅力を感じたいんだ！」

「いやいや、なに言ってるの!?」

　こういうとき、まっさきに反応するのはだいたい千ち鶴づるだ。

　ぶんぶんとツインテールを振り乱し、俺に負けないボリュームで罵ば倒とうしてきた。

「あんたはどこまでバカなのよ！　本気で通報されたいわけ!?」

「あれ、ダメ？」

「ダメに決まってるでしょ！　そんなの変わったリクエストじゃなくて、ただの変態のリクエストじゃない！」

「変態って……」

　千鶴の言い草にため息をつき、やんわりとたしなめる。

「だから、前にも言ったと思うけど、俺は漫画家であって変態じゃない」

　藤とう花かと紗さ奈なもすこしあきれた様子で、

「そうですよ。先生が紳士だって、千鶴ももうわかってるでしょう？」

「そうにゃ。千鶴はすぐそうやってツンツンして、ほんとあざといにゃ」

「うわ、出たこのパターン！　あたしがなんかわがまま言ってる感じになるやつ！」

「実際そうじゃないですか」

「ちがうわよ！　今回ばかりは絶対あたしが正義だから！　漫画を描くために女子小学生の身体をさわるって、いくらなんでもおかしいわ！」

「それですこしでも先生の漫画のクオリティがあがるなら、べつにいいじゃないですか」

「ぜんぜんよくないわよ！」

「先生の漫画と自分の身体、いったいどっちが大事なんですか？」

「自分の身体に決まってるでしょ！」

　荒ぶる千鶴に、紗奈が口を挟む。

「でも千鶴、にいさまがさわりたいときはいつでもさわっていいって、さっきみんなでそう言ったにゃ」

「うっ……それは、あれよ！　頭をなでるとか、優しいハグとか、そういう自然なスキンシップだけで、いやらしい感じのやつはダメなの！」

「にゃ？　にいさまはいやらしくさわるなんて、ひとことも言ってないにゃ」

「そうだぞ千ち鶴づる」

　俺は紗さ奈なに便乗し、千鶴の勘違いを訂正する。

「そもそも俺がさわりたいのは身体じゃなくて、服だから」

「え？　そうなの？」

「ああ。素材の手触りとか縫ほう製せいの仕方とかを、じっくり観察したいんだよ」

「……なんだ、そういうことだったのね」

　千鶴が安あん堵どの息をもらす。

「もう、まぎらわしい言い方しないでよ。怒って損したじゃない」

「ごめんごめん。ちなみに不可抗力として、多少は服の上からさわっちゃうことはあるかもだけど、それくらいは勘弁してくれるよね？」

「いや、するわけないでしょ!?」

「え、わたしはぜんぜんいいですよ？」

「ぼくも」

　ふたたび声を荒らげる千鶴に、藤とう花かと紗奈はさらりと言う。

「ダメよ！」

「なんでですか？」「なんでにゃ？」

「……あのね、前から注意しようと思ってたけど、ふたりはさすがに無防備すぎ」

　千鶴は真剣な面おも持もちで説教する。

「いくらハルが紳士でも、男であることはたしかなのよ？　もし魔が差したりして、変なところをさわられたらどうするの？」

　しかし、残念ながらいまいちその思いやりは通じず、ふたりは小首をかしげた。

「変なとこって」「どこにゃ？」

「っ……へ、変なとこは変なとこよ！」

「もっと具体的に言ってください」

「はっきり言わないとわかんないにゃ」

「うぅ……そんなこと言われても、恥ずかしくて言えないわよっ！」

　千鶴は羞しゆう恥ちに頰ほおを染め、すこし涙目になって叫んだ。

　ロリがロリを言葉責めとは……なかなか貴重な光景である。

　いや、藤花と紗奈に悪気はなく、純粋に質問しているだけなのだろうが。

　ともあれ、おいしいシチュエーションなので、全力で鉛筆を走らせておいた。

「というか、わたしも前から言おうと思ってましたけど、千鶴はちょっと危機感が足りないと思います」

　今度は藤花が千鶴を説教するターンになる。

　ＢＧＭもちょうど、しっとり系に切り替わった。

「ど、どういうことよ？」

「わたしたちのポジションを奪いに来る人がいるかもしれない、ってことです」

「……あたしたちのポジション？」

「そうです。人気のないキャラがレギュラーから外される、漫画ではよくあることです」

　困惑する千ち鶴づるに、藤とう花かはこんこんと言い聞かせる。

「たとえば、もしあの雑誌に載のってるモデルの女の子たちが先生と出会ったら、どうなると思いますか？」

「……べつにどうもならないでしょ」

　千鶴が自信なさげに回答する。ちなみに俺も同感だった。

　しかし、藤花はやれやれとため息をついて、

「はあ……本当に甘いですね。甘いのはファッションだけにしてもらいたいです」

「……じゃあ、正解はなんなのよ？」

「そんなの──先生をヒモにしようとするに決まってるじゃないですか」

　予想外すぎる答えに、俺は思わず噴ふき出だしそうになった。

　でも、ここは俺が口出ししちゃダメっぽい場面なので、必死に我慢する。

　その代わり、というわけでもないが、千鶴は猛然と抗議した。

「いや、なんでそうなるのよ!?」

「先生ほど魅力的な男性がいたら、ヒモにしたいと思うのは当然でしょう？」

「当然なの!?」

「なんで驚いているんですか。現に千鶴だってそうでしょう？」

「う……それはまあ、そうだけど」

　まごまごと認める千鶴。否定されると思ったので、ちょっと嬉うれしかった。

「でも、それはあたしたちが特別なだけで、ほかの女の子はそんなこと思わないわよ」

「はい、もちろんすべての女の子がそうだとは言いません。ヒモを養うには経済的な余裕が不可欠ですからね。ですが、モデルというのは成功すればそれなりに稼げる職業です」

「──あっ」

「ようやく察したようですね」

　……俺はぜんぜん察してなかった。いや、言いたいことはわかるんだけど。

　俺をヒモにしたいと思うロリは、全世界でここにいる三人だけだろう。

「そうなったとき、選ぶのは先生です。そして言うまでもなく、モデルはおしゃれでかわいいので、漫画のキャラとしても映はえます。しかし残念ながら、漫画に出せる人数には限りがあります。ポジションとはそういうことです。わたしたちよりモデルのほうがいいと思われてしまってからでは……おそいのですよ？」

　いや、それもはっきり言ってありえない。

　たとえ世界一のモデルが相手でも、俺は藤とう花かたちを選ぶだろう。

　まあ、ここでそれを言ったらややこしくなりそうなので、あえて口にはしないけど。

「ですから、日頃お世話になっているぶんをお返しするためにも、わたしたちにできることはなんだってするべきなのです」

　日頃お世話になっているのはどう考えても俺なんだけど、これもツッコまないでおく。

「それに、先生のご要望はとても合理的なものです。わたしたちは写真ではなく、いまこの場にいるのですから。そのメリットを活いかさないでどうするんですか」

「うぅ……でもやっぱり、自由にさわらせてもいいっていうのは、女の子として見過ごせないわ。たとえハルにやましい気持ちがなくてもよ」

「では、千ち鶴づるはモデルに負けてもいいんですか？」

「…………」

「ぼくはいやにゃ」

　押し黙る千鶴に、紗さ奈なが言う。

「にいさまの一番は、ずっとぼくたち三人がいいにゃ」

　藤花による理詰め（？）の説得からの、紗奈による感情の訴え。

　必殺のコンビネーションである。これはもう、落ちたも同然だな……。

　ＢＧＭもはかったように、熱いものに切り替わる。

　某アニメで、主人公が勝ちパターンに入ったときに流れるやつだ。

「紗奈、よく言ってくれました。わたしもまったく同感です」

　両方のこぶしをぎゅっと握にぎり、藤花が熱く宣言する。

「先生はわたしの──わたしたちのヒモです！」

「そうにゃ！　にいさまは誰にも渡さないにゃ！」

「そのために三人で協力して、先生に最高の環境をご用意しましょう！」

「千鶴の力が必要にゃ！」

「──ああもうっ！　はいはい、わかったわよ！」

　千鶴は頭を抱え、天に向かって叫んだ。

「どこでも好きなところをさわればいいじゃない！」







　というわけで、お言葉に甘えまして。

　それから好き放題さわらせてもらった。もちろん優しく、紳士的に。

　スカートの裏地を見るためにぺろっとめくったり、タイツの肌触りを知るためにふとももをなでまわしたりしたけど、漫画に必要なのだから仕方がない。

　三人は恥ずかしそうに頰ほおを染めたり、くすぐったそうに身をよじったりしていたけど、やはり漫画に必要なのだから仕方がない。

　いやはや……。

　漫画を描くことの業ごうの深さを、あらためて痛感したわ。

　で、オチは例によって麻ま耶やさんである。

　夢中になっているところに仕事を終えた麻耶さんがやってきて、俺は問答無用で縛り上げられた。

　そして、ロリたちのまえで正座させられ、ヒモ裁判が開廷する。

　ろりろり弁護団のおかげでなんとか死刑は免まぬかれたが……しばらくのあいだ、ロリたちといっさいスキンシップをとってはいけないという、非常に重い判決がくだされた。

　その刑期はなんと、一週間。

「異議ありですっ、長すぎます！」

「そうよ。いくらハルでも、もうすこし温情があってもいいはずだわ」

「せめて三日にしてにゃっ」

　と、三人は上じよう訴そしようとしてくれた。

　だが、俺は反省の意を示すために、あえてこれを受け入れた。

「ごめん、みんな……。ちゃんと罪を償つぐなったら、いっぱい頭をなでなでしてやるからな」

「──先生っ」「──ハルっ」「──にいさまっ」

　本当はこの時点で、悲しみを分かち合うために抱き合いたかった。

　でも、それはできない。

　俺たちは上を向いて、懸命に涙をこらえた。

「……これでは私が悪者みたいじゃないですか」

　と、麻耶さんが寂さみしげにため息をつく。

　そういうつもりはなかったけど、たしかに構図的にはそんな感じだ。

　ちょっと可哀かわい相そうだったので、俺は三人にこう言った。

「よし。じゃあ俺の服役中は、みんな麻耶さんに甘えるんだ。ちょうど主人公たちがメイドさんと戯たわむれる場面を描きたいなーと思ってたから、その参考のために」

「承知しましたっ」

「わかったわ。あたし的にも、麻耶さんとはもっと仲良くなりたいと思ってたし」

「ぼくもにゃ。にいさまと同じくらい、麻耶さんも好きにゃ」

「──えっ？」

　目を瞬またたかせる麻耶さんに、三人はさっそくじゃれついた。

「えへへ、麻耶。ひさびさにぎゅっとしてください」

「あ、あたしも麻耶さんにハグしてもらいたい」

「にゃあ。麻ま耶やさんのおっぱい、すごくやわらかいにゃ」

「えぇっ？　あっ、ちょっ──」

　麻耶さんは顔を赤らめ、あたふたと戸惑う。

　そして、嬉うれしさと照れが入り交じった、とても穏やかな笑みを浮かべ、

「まったくもう、しょうがないですね。順番ですよ」

　と、優しく三人を抱きしめた。

　三人とも、気持ちよさそうに目を細めていた。

　あぁ……いいなぁ……。

　正直、くっそうらやましかった。

　俺も麻耶さんの胸に顔を埋うずめてえ……。

　心の底からそう思いながら、さらさらと鉛筆を走らせる。

　ロリのロリによる、俺ヒモのための私服ファッションショー。

　最後に描いたラフは、メイドさん（巨乳）に甘えるロリたちとなった。

　これがほんとの甘ロリってね。

　……いや、自分でもひどいと思うから、口には出さなかったけど。

















　私服ファッションショーからちょうど一週間が経たったその日。

　俺は正午過ぎに目を覚ました。

　いつもよりすこし早い時間だ。おかげでまだ微妙に眠い……。

　室内は冷房が効いていて、布団にくるまるとめっちゃ気持ちよかった。

　となれば、やることは決まっている。迷うことなく二度寝を決断した。

　幸せを感じながらゆっくりと息を吐き出し、まぶたを閉じる。

　そして夢の世界に旅立ちかけた、そのとき。

　ドアのほうからかすかな物音が聞こえてきた。

　…………なんだろう？

　半分寝ぼけた頭で寝返りを打ち、薄目でそちらをうかがう。

　するとドアがそぉーっと開かれ、制服姿のロリ三人が忍び足で部屋に入ってきた。

　…………なにしてんだ？

　と思いつつ、なんか面白そうだったので、あえて寝た振りをして見守る。

　三人はすこしずつ距離を詰め、ベッドのそばまでやってくると、ささやきあった。

「ふふ、予想どおりまだ寝てるわね」

　千ち鶴づるがしめしめと笑い、

「それじゃあ手はずどおり、まずは布団にもぐりこみましょう。で、五分経っても起きなかったら、顔にラクガキね」

　と、なにやら不穏なことを言い出した。顔にラクガキて。修学旅行か。

「……千鶴。やっぱりこういうのは、あんまりよくないと思いますよ」

　藤とう花かが不安げに口を開く。

「いいじゃない。せっかく今日からまたスキンシップがとれるんだし、変わった起こし方をしたほうがハルも喜ぶわよ。刑期を終えたお祝いみたいなものね」

　千鶴の言葉で気づく。ああ、そうか。そういや今日が解禁日だっけ。

　楽しみに待っていてくれたのかと思うと、かなり嬉うれしかった。

　だからといって、イタズラが正当化されるわけではないけれど……。

「……先生、本当に喜んでくれますかね？」

「心配いらないわ」

　なおも不安そうな藤花に、千鶴は断言する。

「仮にそうでなくとも、悪いのはだらけた生活をしているハルのほうだからね。正義はあたしたちにあるわ」

　いや、そんな論理がまかりとおってたまるか。

　ヒモにだって安眠する権利はある。むしろ惰だ眠みんをむさぼってこそのヒモだろう。

「にゃあ、そんなこと言って、本当はにいさまの布団に入りたいだけにゃ？」

「──ちっ、ちがうわよっ」

　紗さ奈なの鋭い指摘を、千ち鶴づるは顔を真まっ赤かにして否定した。

　なるほど。ラクガキは建前で、本当の目的はそっちか。

　だったら素直に添い寝したいって言えばいいのに。

　まあ、そういうツンデレなところが、千鶴のかわいいところだけど。

「しぃー、声が大きいにゃ」

「うっ……ごめん。でも、ただの寝起きドッキリがやりたいだけで、他意はないから」

　紗奈に注意され、千鶴はボリュームをおさえて言い訳した。

「……お休み中の先生にイタズラするのは、やっぱり気が引けますね」

「じゃあ、藤とう花かは布団にもぐらない？」

　小さくため息をつく藤花に、千鶴が問う。

「それはもぐりますけど」

　もぐるんかい。

　まさかの即答に、思わず声に出してツッコみそうになった。

　そこで、紗奈が肌寒そうに腕をさする。

「にゃあ……この部屋はちょっと氷の精霊が集まりすぎだから、にいさまをあたためてあげるにゃ」

　あ、冷房強すぎ？　起きたらちょっと弱めてあげよう。

「よし、じゃあ行くわよ」

「はい」「にゃ」

　三人は音を立てないようベッドにあがった。

　慎重に布団をめくり、藤花が右側、千鶴が左側、紗奈が足のほうから、こそこそとなかに入ってくる。

　この時点でがばっと起き上がり、『こらーっ！』と叱しかってもいいのだけれど、それだとふつうすぎてつまんない。

　俺は寝た振りを続けたまま、首謀者である千鶴の脇腹に手を伸ばした。

「──ふぁっ!?」

　やわらかなおなかの上でタップダンスをするように、こちょこちょと指を動かす。

「あはははははっ！」

　千鶴は一瞬で爆笑した。激しく身もだえて、布団を蹴け飛とばす。

　それでも俺は手を止めない。あくまで寝ね相ぞうを装い、くすぐり続けてやった。

「あははははっ！　ちょっハル、やめっ、あはははははははっ！」

「──千ち鶴づるっ!?」

「──にゃっ!?」

　藤とう花かと紗さ奈なが身体を起こし、俺に捕まった親友の姿に目を見開く。

「あはははっ、ふ、ふたりともっ、あははっ、た、助けてっ！」

「はいっ」「にゃんっ」

　ふたりは俺の腕をつかみ、千鶴から引きはがそうとする。

　千鶴もいい加減苦しそうだったので、俺はターゲットを変更した。

　素早く藤花の脇腹に手をすべりこませ、こちょこちょする。

「ひゃっ──あはははははははっ！」

　藤花もすぐに爆笑。スカートがめくれるのも気にせず、足をバタバタさせた。

「あははははっ、たすっ、あはははっ、けっ、あははははははっ！」

「にゃあっ、藤花っ！」

　ふたたび紗奈が俺の腕を引っ張る。

　千鶴はまだ呼吸が整ってないようで、真まっ赤かな顔で倒れていた。

　テキトーなところで藤花を解放し、今度は紗奈に狙いを定める。

「にゃっ──あはははははははははっ！」

　これは俺にドッキリをしかけようとしたことへの制裁であり、男のベッドに気安くあがるべきではない、という教訓を与えるためのしつけである。

「あはははっ、に、にいさまっ、あはははっ、ゆ、ゆるしてっ、あははははっ！」

　心を鬼にして、きっちり平等に、脇腹をくすぐってあげた。

　その結果。

『ベッドの上で頰ほおを紅潮させて息も絶え絶えなロリ三人』

　というかなりやばい絵え面づらができあがってしまったけど……まあ、仕方ないよね。

　それから三人が落ち着いてきたところで、「百歩譲って布団にもぐるのはいいけど、イタズラは禁止。もしやるなら、くすぐられる覚悟を持て」と厳しく言いつけた。

「……すいませんでした」

「……もうしないわ」

「……ごめんなさい、にいさま」

　おかげで三人は反省し、俺の眠気もすっかりなくなった。

　うむ。今日も気分よく一日をはじめられそうだ。

　ロリをくすぐる朝活、おすすめです。朝じゃねえけど。










　くすぐりによるしつけを終えたあと。

　ちょうど飯時ということで、みんなで昼食を食べることにした。

　一階のリビングにおり、麻ま耶やさんも交えて食卓を囲む。

　ハンバーガー（ファーストフードではなく、家政婦さんが作り置きしてくれた豪華な一品、超うまい）を一口食べたところで、俺は話を振った。

「てか、今日は遊びに来るの早くない？」

　藤とう花かたちが学校から帰ってくるのは、だいたい三時過ぎである。

　仕事などの都合で遅れることはあっても、早まることは珍しい。

　だから学校でなにかあったのかな？　とすこし気になった。

「今日は終業式だけだったんです」

　藤花が朗ほがらかに教えてくれ、疑問はあっさりと氷解した。

「あー、そっか。そういえばもうそんな時期か」

　ちょっと考えればわかりそうなものだったが、ヒモになって以降、日付の感覚がなくなっていたのでまったく思い至らなかった。

「ってことは、みんな明日から夏休みってこと？」

「そうですね」

「いいなー」

「いや、ハルがうらやむのはおかしいでしょ。あんたは毎日が日曜日じゃない」

　千ち鶴づるがあきれ顔でツッコんだ。

「うわ、ひでえ。それ、全国の専業主婦にも同じこと言える？」

「専業主婦とヒモが同列なわけないでしょ」

　ですよね。専業主婦の皆さま、たいへん失礼いたしました。

「でも、にいさまにとっては、遊びもある意味おしごとにゃ」

　紗さ奈なが優しくフォローしてくれる。

「そうですね」

　と、藤花も続いた。

「夢のなかでも原稿を描くくらいですし、逆にいっさい休みがないとも言えます」

「たしかに、そういう見方もできるな」

　俺は深くうなずいた。

『ヒモ＝働いてない』というのは、実に短絡的な思考である。

「にゃ、ヒモって実はブラック？」

　……いや、さすがにその発想はなかったけど。

「たとえ二十四時間勤務でも、藤とう花かのヒモならホワイトだよ」

「うふふ、ありがとうございます」

　苦笑まじりに訂正すると、藤花は嬉うれしそうにはにかんだ。

「てか、仕事うんぬんは置いといても、ハルはもうちょっとまともな生活を送ったほうがいいんじゃない？　昼夜逆転って絶対健康にはよくないでしょ」

「あぁ……それなぁ……」

　千ち鶴づるの指摘に、俺はしぶい顔をする。これはなかなか耳が痛い。

　俺もできることなら、早寝早起きをしたいと思っていた。

　だけどいかんせん、深夜のほうが作業がはかどるので、直すことが難しかった。

「昼夜逆転もそうですが、私としては運動不足も気になりますね」

　と、麻ま耶やさんが口を開く。

「ずっと家にいてばかりですし、すこしは外で身体を動かしたらどうですか？」

「えぇー、でもいちいち着替えるのめんどいじゃん」

「……そこからですか」

「それに、マラソンだったら気が向いたときにやってるよ」

「え？　そうなのですか……？」

　目を丸くする麻耶さん。

「ああ。ついこのまえも十時間マラソンをしたばっかだし」

「──十時間、それはすごいです！」

「にゃあ、にいさまは身体能力も高いのにゃ？」

　素直に感心してくれる藤花と紗さ奈な。いいリアクションをとってくれるなぁ……。

　対して、千鶴がジト目でツッコんでくる。

「マラソンはマラソンでもアニメマラソン、なんてオチじゃないでしょうね？」

「…………」

　俺は無言で顔を背そむけた。

「図星なのね……」

「そういうことしてるから、運動不足になるんでしょう……」

　千鶴と麻耶さんは、あきれ果てたようにため息をついた。

　……ちなみに、俺の名誉のために言い訳すると、ただアニメを観みていたわけではない。

　イメージボードを描きながら、ＢＧＶバツクグラウンドビデオとして流していたのだ。

「でも、アニメであっても、十時間連続はすごいと思いますっ」

「そうにゃ。ふつうの人は、そんなことしようとも思わないにゃ」

　この甘口コンビは本当に、どこまでも俺に優しいなぁ……。

「勉強熱心なのは認めるけど、やっぱり生活習慣はあらためるべきよ」

「そうです。適度な運動をして規則正しい生活を送れば、体調も崩しにくくなりますし」

　そしてこちらの辛口コンビも、なんだかんだで優しい。

　口調こそ責めるような感じだが、気遣ってくれているのがちゃんと伝わってきた。

　おかげで甘口コンビも同調する。

「たしかに、体力があるに越したことはないですね」

「にゃ、それは真理。そのほうがたくさん遊べて、いい感じにゃ」

　四人からこう言われては、俺も真剣に検討せざるを得ない。

　クリエイターも最後は体力勝負、なんて言われたりもするし。

　それに夏休み中は藤とう花かたちのリズムに合わせたほうが、なにかと都合がいいだろう。

　よし。ここはいっちょ、がんばってみるか。

「とりあえず、昼夜逆転は直すよ。そうすれば午前中から遊べるし」

「わっ、それはとても素敵ですね！」

　俺の宣言に、藤花は目を輝かせた。

「遊びが動機なのはあれだけどね」

　千ち鶴づるは律りち儀ぎにツッコみつつも、嬉うれしそうに頰ほおをゆるませる。

「時空を歪ゆがませる禁断の魔法……むずかしいけど、にいさまならきっとできるにゃ」

　紗さ奈なは独自の解釈を織おり交まぜつつ、俺を応援してくれた。

　好意的な反応をもらえ、勢いづいて続ける。

「それと定期的に、みんなで身体を動かす遊びをしよう」

「……ジョギングをするとかではなく、あくまで遊びにするんですね」と麻ま耶やさん。

「だって、そうでもしないと続かないもん」

　いちおう断っておくと、俺はべつに運動が嫌いというわけではない。

　単純に、漫画やゲームより優先順位が低いだけだ。

　時間に限りがある以上、より楽しいことを選択するのは当然である。

「いいと思います。わたしたちも楽しめば、そのぶん漫画に活いかせますし」

「そうね。仕方ないから付き合ってあげるわ」

「にゃあ、ぼくもさんせー」

　ロリ三人は、喜んで俺の提案を受け入れてくれた。

「んじゃ、思い立ったが吉日っていうし、ご飯を食べてちょっと休憩したら、今日はみんなで運動しようか」

「はい。具体的にはなにをします？」

「あー、そうだなぁー」

　藤花に問われて、俺は思案する。

「熱中症のリスクを考えると、室内でできることがいいかな」

「体育館競技ってことね」

　千ち鶴づるが相づちを打ってくれる。

「にゃ、バスケとかバレーとか？」

　だむだむとドリブルの手つきをする紗さ奈な。

「いや、そのへんのは突き指のリスクが高いから、べつのがいいな」

「ですね。先生の手は国宝よりも大事にしないといけません」

「……おおげさだけど、正論ね」

「人間国宝ならぬ、にいさま国宝にゃ」

　にいさま国宝の意味はちょっとわからなかったけど、納得してくれたようでなにより。

「あと、できればそろそろ、水着成分を補給したいところだな」

「……水着成分ってなんですか？」

　小首をかしげる藤とう花かに、俺は真顔で答える。

「女の子の水着姿を見ることで補給される成分だよ」

「バカじゃないの？」

　千鶴に真顔で罵ののしられた。

「にゃあ、つまりプールにゃ？」

「うん、それしかないな」

　紗奈がほしかった答えを言ってくれ、力強くうなずいた。

「たしかに水泳なら、すべての条件を満たしてますね」

　藤花も納得したようにうなずく。

「……だったら最初からそう言えばいいじゃない」

　千鶴はため息まじりにツッコんだ。

　いや、気持ちはわかるけど、これも必要な段取りなのだ。最低限の建前がないと、却下されちゃうかもしれないからな、風紀委員みたいなメイドさんに。

　いい流れができたので、まとめにかかる。

「んじゃ、今日のところはプールってことでいい？」

「はい、先生のお望みのままに」

「泳ぐのはけっこう好きだし、べつにいいわ」

「にいさまの水着姿、たのしみにゃ」

　……俺の水着姿に需要があるとは思わなかったが、ともあれ異論はあがらなかった。

　しめしめである。これで勝ったも同然だ。

「……ちなみにそれ、私も行かなきゃいけないやつですか？」

　水着になることに抵抗があるのか、麻ま耶やさんがおずおずと手をあげる。

「当たり前じゃん」と俺。

「急ぎの仕事がなければ、ぜひついてきてほしいです。先生は女子更衣室に入れませんし、なにかあったときのために、麻ま耶やがいてくれると助かります」と藤とう花か。

「そうね。ハルが暴走するかもしれないし、麻耶さんがいたほうが安心だわ」と千ち鶴づる。

「にゃあ、麻耶さんも一緒に、あそぼ？」と紗さ奈な。

　俺はともかく、三人から請こわれて断る麻耶さんではない。

　すこし照れた様子で、「……承知しました」とうなずいた。







　というわけで。食事を終えて、小一時間ほど休んだあと。

　麻耶さんの運転で、俺たちはとある最高級ホテルへとやってきた。

　ここの四十五階に、会員制のスパがあるらしい。

　できれば空すいてるところがいいと言ったら、藤花が選んでくれたのだ。

　受付をして、更衣室で着替える。

「……おぉ、すげえ」

　デッキチェアがいくつも設置されたプールサイドに立ち、感嘆の息をもらした。

　泳げるスペースは二十メートルのプール、ひとつだけである。

　なのでお世辞にも広いとは言えないが……とてもラグジュアリーな空間だった。

　都内を一望できるガラス張りの壁。無駄にカーブを描くシャレた照明。ところどころに配置された南国っぽい植物。それらすべてがスペシャルな雰囲気を演出していた。

　天井はとても高く、三階ぶんくらいが吹き抜けになっている。

　それを活いかそうと思ったのか、小さなウォータースライダーがあった。

　ほかの客はいない。貸し切りなのだから当然だ。お金持ちが気兼ねなく遊べるようにするためのシステムで、芸能人とかもけっこう利用しているらしい。

　そして、俺から遅れること五分ほど。

　三人の天使とひとりの女神が降臨する。

　俺のリクエストにより、全員おニューの水着だ。

　新鮮なやつのほうが、より効率的に水着成分を補給できるからね。

「先生、お待たせですっ」

　すこしでも俺を待たせたくない、という気持ちの表れだろう。

　藤花が先頭を切って、こちらに歩み寄ってくる。

　ドット柄のワンピースだ。

　腰回りはスカート状になっており、女の子らしい可か憐れんさがあった。

「へえー、なかなか悪くないわね」

　きょろきょろ周囲を見回しながら、千ち鶴づるが続いてやってくる。

　こちらはストライプ柄のビキニ。

　右手首に同じ色合いのシュシュをつけており、それがいい具合に決まっていた。

「にゃあ、にいさまの水着、今回もイケてる」

　紗さ奈なは両手をほっぺに当てて、さっそく俺の水着を褒ほめてくれる。

　……さすがというかなんというか、まさかの白いスクール水着だった。

　漫画などではちょくちょく見るけど、リアルで白スクを見るのははじめてだわ……。

　ちなみに俺の水着は、ジャングルでどや顔しているゴリラが描かれたサーフパンツ。

　紗奈のセンスは相変わらず謎である。

「うぅ……」

　最後はもちろん、おっぱい担当の麻ま耶やさん。

　ロリたちの陰に隠れるようにして、うつむきがちに歩いている。

　なんと競泳水着だ。機能性重視のそれであり、色気にはいまいち欠ける……なんてことはもちろんない。ピチピチに締めつけられることで、身体のラインがより美しく強調されていた。ひとことで言うと、すごい。いやはや、着ている服をエロく見せる天才だな。ちなみに今回は水泳がメインとあってか、エプロンはつけていなかった。ちょっと残念。

「はーいみんな、ここで整列してー」

　引率の先生みたいなノリで手招きし、横一列に並ぶよう指示を出す。

「はいっ」「にゃあっ」

　藤とう花かと紗奈はよいお返事をして、素直に従ってくれた。

　おかげで千鶴と麻耶さんも、流される形で応じてくれる。

　右から藤花、紗奈、千鶴、麻耶さんの順だ。

　うむ、素晴らしい。しっかりと目に焼きつけて、俺は口を開いた。

「えー、これから皆さんと一緒にこのプールで楽しく遊ぶわけですが、そのまえにお礼を述べさせてください」

　深々と頭を下げて、

「ありがとうございます！　おかげさまで、不足していた水着成分を補給することができました！　皆さんの水着姿、とてもかわいいです！　ここが都会のオアシスです！」

「えへへ、こちらこそありがとうございます！　先生のお役に立てて嬉うれしいです！」

　さらさらの御お髪ぐしを揺らしながら、藤花はぺっこりお辞じ儀ぎを返してくれた。

「にゃあ、見たり見られたり……ウィンウィンの関係にゃ」

　紗奈は照れた様子で口元に手をやり、ちらちらとこちらを見つめる。

「べ、べつにあたしはハルのためじゃないけどね！　……あと、どうでもいいけど、その教師みたいなキャラはなんなの？」

　千ち鶴づるはお手本のようなツンデレを見せて、的確なツッコミをした。

「ぅぅ……」

　麻ま耶やさんはなにも言わず、真まっ赤かな顔でもじもじしている。

　いやー、いい仕事してますねぇ。四者四様のリアクションに、俺はたいへん満足した。

「では、プールに入るまえに、まずは準備運動をしましょうか」

　にやけそうになる顔面を必死にコントロールして、紗さ奈なのほうを向く。

「プール委員長の小こ森もりさん、こちらでお願いします」

「にゃっ」

　紗奈はうなずいて、俺の隣に移動した。

「……プール委員長ってなによ」

「プールの秩序を守る、正義の委員長にゃ。さっきにいさまから任命されたにゃ」

　千鶴のつぶやきに、胸を張って答える委員長。誇らしげでかわいい。

　さっきというのは、移動中の車のなかだ。ふと妙案を思い立ち、

『きみをプール委員長に任命する！　みんなのまえでにゃんにゃん体操をするのだ！』

　と、こんな指令書を託したのだった。

　ちなみに、にゃんにゃん体操がなにかは俺も知らない。

　紗奈ならきっといい感じにやってくれると信じていた。

「それじゃあみんな、ぼくのあとに続くにゃ」

　そう言って、紗奈は両手を猫の手にする。

　そして「にゃんにゃんにゃんっ♪」と声に合わせて上下に振った。

　──やべえいきなり超かわいい。

　普段やっているような仕草でも、そこに水着という要素が加わることで、また違った破壊力を生み出していた。やはり紗奈に頼んで正解だったな。

　が、しかし。

「にゃんにゃんにゃんっ♪」「…………」「…………」

　残念ながら、素直に真ま似ねをしたのは藤とう花かだけだった。

「千鶴と麻耶さん、ちゃんとやるにゃ！」

「えぇ……恥ずかしいからいやよ……」

　紗奈がすかさず一いつ喝かつすると、千鶴はしぶい顔で反論した。

「体操なんだから恥ずかしくないにゃ！」

　あれをあくまで体操と言い切る委員長、頼もしいです。

「……わ、私もですか……？」

「当然にゃ。怪け我がしてからじゃおそいにゃ」

　困惑する麻耶さんにも、委員長は容赦しない。ほんと頼もしいです。

「じゃあなんでハルはやってないのよ？」

「俺はみんなが来る前に済ませたからな」

　千ち鶴づるのツッコミをさらりとかわす。もちろん噓うそだ。

　心苦しいけど、しっかりみんなを見るためには、そういうことにするしかない。

　……とはいえ、最低限のストレッチだけはしておこう。

「ふたりとも、ちゃんと委員長の言うことを聞いてください。時間がもったいないですよ」

　藤とう花かが優等生っぽく注意する。

「……てか、なんで藤花はふつうに受け入れてるのよ」

「先生の采配だからです。それだけで従う理由は十分でしょう？」

「藤花の言うとおりにゃ。口答えせず、真面目まじめにやるにゃ」

「……はいはい、わかったわよ」

「うぅ……わ、わかりました」

　委員長と優等生にジト目を向けられ、千鶴と麻ま耶やさんはため息まじりにうなずいた。

「それじゃあ、いくにゃ」

　気を取り直して、紗さ奈ながさきほどと同じ動作をする。

「にゃんにゃんにゃんっ♪」

　続いて、三人が同時に真ま似ねをする。

「にゃんにゃんにゃんっ♪」

「──にゃ、にゃんっにゃんにゃんっ！」

「……にゃ……にゃ……ん……にゃ」

　藤花は完コピ、千鶴はやけ気味、麻耶さんはかなり控えめだった。

「にゃ、千鶴はもうちょっとかわいく。麻耶さんはもっと心のネコをさらけだすにゃ」

「う……わかったわ」「……はい」

　紗奈の指導に、ふたりは神妙にうなずく。心のネコて……。

　そこからはもう、なんというか、にゃんにゃんパラダイスだった。

「にゃんにゃん♪　にゃにゃーんっ♪」と、両手を左右に振ったり。

「にゃんにゃー♪　にゃにゃーんっ♪」と、くるっとまわったり。

「にゃにゃにゃにゃにゃーんっ♪」と、しゃがみこんでからジャンプしたりした。

　その動きは体操というより、むしろダンスのほうが近かったかもしれない。

　おかげで藤花はもちろん、千鶴もだんだん楽しくなってきたようで、

「「にゃん♪　にゃあ♪　にゃにゃにゃーんっ♪」」

　ノリノリで心のネコを全開にしていた。かわいい。

「にゃあ……にゃんっ……にゃあ……っ」

　麻耶さんだけは最後まで照れが残っていたけど、まあ、これはこれでありだな。

　ちっちゃな手足を懸命に動かすロリたちはただただ愛くるしく。

　おっぱいをぷるんぷるん揺らす麻ま耶やさんはひたすらエロかった。

　はぁ～、ほんとたまらん。

　こんな福利厚生がある時点で、やっぱロリのヒモは超絶ホワイトだわ。







　準備体操を終えたらシャワーを浴びて、いよいよプールに入る。

　丁寧に管理されているのだろう。

　水面にはゴミひとつ浮いておらず、水温もちょうどよかった。

「あー、貸し切りのプールって気分いいなぁ」

「はい、とても快適ですねぇ」

「にゃー、いい水加減にゃ」

　ゆったりと水に浸つかり、俺と藤とう花かと紗さ奈なはしみじみとつぶやいた。

「ふう……」

　麻耶さんも小さく息をつく。

　透き通った水とはいえ、多少なりとも身体を隠せてほっとしている様子だ。

　パーフェクトボディなんだから、堂々と見せてくれたらいいのに……。

「……あのね、あんたたちお風呂じゃないのよ」

　千ち鶴づるがジト目でツッコんだ。

「特にハル。なにしにここに来たか、まさか忘れたわけじゃないわよね？」

「水着成分を補給するためだろ？」

「運動するためでしょ！」

「あー、そういやそうだった」

　にゃんにゃん体操がすごすぎて、本来の目的をすっかり忘れていた。

　んじゃ、楽しく運動しますかね。

　とりあえずベタに、みんなで鬼ごっこをして遊ぶ。

　ロリたちのなかでもっとも泳ぎがうまいのは、意外なことに紗奈だった。

　スイミングスクールに通っていたこともあるようで、華麗に水中を動き回っていた。

　ネコ系キャラとしてはどうだろうと思わなくもないが……まあいいか。

　千鶴はまずまずといった感じ。クロールや背泳ぎは綺き麗れいにできていた。

　藤花はカナヅチでこそないものの……わりと残念だった。

　がんばってバタ足しても水しぶきがあがるばかりで、ぜんぜん進まない系だ。

　でも、微笑ほほえましくていいよね。

　思わず追いかけられるたびに、わざと捕まっちゃったよ。

「えへへ、先生つかまえましたっ」

　と嬉うれしそうに笑うのが、また反則級にかわいかった。

　そんな主あるじに対して、麻ま耶やさんは当然のように達者だった。

　潜水で二十五メートルとか余裕らしい。ハイスペックにもほどがある……。

　まあ、そんな感じで、一時間ほど盛り上がった。

　そのあとはせっかくなので、ウォータースライダーをすべろうということになる。

「私は下から見ています」

　プールからあがることに抵抗があるのか、麻耶さんは遠慮した。

　ウォータースライダーといえば、ポロリ発生率が高いスポットである。

　なので『そんなこと言わずにみんなで楽しもうよ！』と言おうかと思ったが、これ以上麻耶さんに精神的負担をかけるのはさすがに申し訳ない。紳士的に自じ重ちようした。

　で、ロリたちと一緒に階段をあがる。高さは五メートルくらいだろうか。

　こうして上に立ってみると、思ったより急に見えた。

「……ちょっと怖いですね」

　藤とう花かが怖おじ気けづく。

「本格的なやつに比べたら、これくらいたいしたことないわよ」

「にゃあ、おもしろそう」

　千ち鶴づると紗さ奈なはぜんぜん平気そうだった。

「……では、おふたりからどうぞ」

　藤花がさきをゆずると、

「んじゃ、おさきー」「にゃあっ」

　ふたりは躊ちゆう躇ちよなくすべっていった。

　水面に到達すると派手に水しぶきがあがり、きゃっきゃと楽しげな声が響いた。

「……けっこうスピード出るんですね」

　しかし、藤花はますますびびってしまう。

「高所恐怖症なの？」

「……どちらかというと、絶叫系が苦手なのです」

「なるほど」

　たしかにウォータースライダーも絶叫系の一種だ。

　ここのは数秒ですべりきってしまう長さだけど、それでも怖いものは怖いのだろう。

「大丈夫だから、藤花も早くおいでー」「きもちいいにゃー」

「うぅ……」

　下から親友に呼びかけられ、藤花はうなる。だいぶ葛かつ藤とうしているようだ。

　俺は小さく微笑ほほえみ、優しく告げた。

「無理にすべらなくてもいいんじゃないか？」

　対して藤とう花かは、すこし意外な言葉を返してくる。

「……でも、先生の漫画のヒロインなら、きっと挑戦しますよね？」

「あー、それはそうかも」

　というかたぶん、挑戦せざるを得ないように追いこむだろう。

　キャラクターが勇気を振り絞るシーンは、漫画的においしい。

「でしたら、わたしも逃げたくありません」

　入口にある手すりをつかみ、藤花は勇ましく言い放った。

　……ただし、腰は完全に引けている。

　うーん、どうしよう。やめるのもまた勇気だよ、と、さとすべきだろうか。

　でも、その心意気はできるだけ尊重したい。

　俺はすこし考え、妥協案を口にした。

「じゃあ、俺と一緒にすべるのはどうだ？」

「え、いいんですか？」

「ああ。藤花さえよければ」

「──ぜひお願いします！」

　藤花はぱあっと顔を輝かせ、ぺっこりと頭を下げた。

「先生となら、どんな恐怖にも打ち勝てます！」

「そうか。じゃ、俺のひざの上に乗ってくれ」

　喜びすぎの藤花に苦笑しつつ、入口部分に腰を下ろす。

「はい、失礼しますっ」

　藤花はいそいそと、俺の上に小さなおしりを落とした。

　そして、そのままぴったりと背中を預けてくる。

　俺はシートベルトをするように、藤花のおなかに手をまわした。

「ふふ、先生あったかいです」

「藤花もな」

　あたたかいだけでない。

　どこもかしこもぷにっとしていて、肌はとてもすべすべだった。

　お互い水着なので、いつもよりダイレクトにその感触が伝わってくる。

　やっぱり女の子の感触っていいなぁ……と、あらためて思った。

　いや、変な意味じゃなくてな。単純に、抱きまくら的な意味で。

「よし、行くぞ」

「はい……ドキドキしますね」

「大丈夫。すぐに終わるよ」

　安心できるようぎゅっと抱きしめてやり、体重を前にかける。

　すると、徐々に重力に引っ張られ──

　しゅうううううぅぅぅっ──ざぶんっ！

　水に濡ぬれたつるつるの斜面を一気にすべりおりた。

　──おお、ふつうに楽しいな、これ。

　ほどよいスピード感が楽しめて、なかなか爽そう快かいだった。

「ミッション、クリアです！」

　顔にかかった水を払い、藤とう花かがはしゃぐ。

「どう？　怖かった？」

「いいえ。先生と一緒だったので、ぜんぜん平気でした！」

「そっか。よくがんばったな」

「えへへ、ありがとうございますっ」

　ごほうびとばかりに頭をなでると、藤花は今日一番の笑みを咲かせた。

　超かわいい。脳内のスケッチブックにしっかりと描きこんだ。

　と、そこで。

「ちょっと！　なんでふたりですべってるのよ！」

「藤花だけずるいにゃ！」












　千ち鶴づると紗さ奈なが激しい剣けん幕まくで近寄ってきた。

　そのまま紗奈は俺の右腕にしがみつき、上目遣いで懇願してくる。

「にゃあ、ぼくもにいさまと一緒にすべりたい」

　千鶴も左腕を揺さぶって、真まっ赤かな顔で言い訳がましく怒鳴った。

「あ、あたしはべつに、ハルとすべりたいわけじゃないけど……でも、ふたりのほうがスピード出そうだし、仕方ないから一緒にすべってあげるわ！」

　……むろん、断るわけにはいかない。

「あー、わかった。それじゃ、順番な」

　ふたりも藤とう花かと同じようにひざの上に乗せて、一緒にすべってあげた。

「やっぱ、ひとりよりふたりのほうがいいわね。べつにハルじゃなくてもいいけど！」

「にいさまスライダーは最高だにゃ！」

　そして、それが想像以上にロリたちに好評で……。

「先生！　わたし、もう一回すべりたいです！」「あたしも！」「ぼくも！」

　と、アンコールが途切れることなく続き……。

　けっきょく残りの時間、延々とウォータースライダーをすべりまくった。

　つまり、階段を何十回も繰り返しのぼった、ということである。

　まさか水泳ではなく、こんな形で運動するはめになろうとは……。

「おつかれさまでした」

　帰り際。

　歩くのもつらいほど疲れ果てた俺を、麻ま耶やさんがいたわってくれた。

「……帰ったらマッサージしてくれない？」

「シップくらいは出してあげます」







　翌日は当然のように、筋肉痛に苦しんだ。

「……腕のいいマッサージ屋さんを呼びましょうか？」

　と、藤花は心配そうに言ってくれた。

　しかし、他人にさわられるのはあまり好きじゃない。

　美女なら大歓迎だけど、おっさんが来たら泣きたくなる。

　なので丁重に辞して、代わりにロリ三人にもみもみしてもらった。

　ロリマッサージ、とても気持ちよかったです。おすすめ。










「にゃーん」

　プールに行ってから数日が経たち、筋肉痛からも解放された、ある日の昼下がり。

　ベッドで漫画を読んでいると、制服姿の紗さ奈なが部屋にやってきた。

「あれ、今日は仕事じゃなかったっけ？」

　俺はすこし驚きながら訊たずねる。

『すいません先生。残念ながら明日はみんなお仕事が入っていて、もしかしたら遊べないかもしれません』

　と、昨夜藤とう花かから聞いていた。

「思ったより早く終わったにゃ」

　ベッドにあがり、俺にしなだれかかってくる紗奈。

「そっか。おつかれー」

「にゃ、にいさまに早く会いたくてがんばった」

「お、それは嬉うれしいねぇ」

　かわいいことを言ってくれる。

　ちょうど区切りもよかったので漫画を閉じ、頭をなでなでしてあげた。

「にゃあん」

　紗奈は幸せそうに目を細め、ホンモノの子猫のように鳴いた。

　ちなみに夏休み中なのに制服なのは、仕事先から直接やってきたからだろう。

　ロリたち三人は基本、外での仕事は制服で行くことにしているらしい。

　理由は楽だから。

　たしかに仕事でおしゃれしてもしょうがないし、制服なら失礼にあたることもないだろうが……年頃の女の子としてはちょっとどうなんだろうと思わなくもない。

　麻ま耶やさんも外ではパンツスーツ一択だし。

　しかし、あえて決まった服しか着ない成功者は思いのほか多い。

　たとえば、アップルの創業者であるスティーブ・ジョブズが有名だ。

　黒のタートルネックにジーンズというスタイルで、数多あまたの製品をプレゼンしてきた。

　ほかにもアインシュタイン、オバマ、ザッカーバーグなど、ネットで検索したら続々と大物がヒットした。要するに、どうでもいいことに脳のリソースを割さきたくない、というのが彼らの主張である。

　いやはや、いかにも天才って感じでカッコイイね。

　俺もだらしない格好とかを注意されたら、同じ言い訳を使うことにしよう。

　閑かん話わ休題。

　一分ほどなでなでしたところで手を放し、

「そういや、ひとりで来るのってなにげにはじめてじゃないか？」

　ふとそのことに気づく。

「にゃあ。実はそれには、戦術的な事情が絡んでくるにゃ」

「なにそれ？」

「にゃふふ、情報はタダじゃないにゃ。教えてほしければ、もっとなでなでするにゃ」

「教えてくれなきゃくすぐっちゃうぞ？」

「……わ、わかったにゃ。にいさまには敵かなわないにゃ」

　手をわきわきさせながら言うと、紗さ奈なはあっさり降伏した。

　で、紗奈のにゃんにゃん説明によると……。

　これまでは三人がそろうよう、きちんと予定を調整して遊んでいた。しかし、夏休み中は仕事を入れやすいぶん、合わせるのが逆に面倒らしい。そこで今後はあえて調整せず、ヒマならとりあえず俺の部屋に行こう、ということになったのだとか。

「なんというか、部室みたいな扱いだな」

「……めーわくにゃ？」

「いや、ぜんぜん。いつでもおいでって、まえに言ったろ？」

「にゃあ……さすがにいさまにゃ」

　ほっとした様子で、紗奈はやわらかな笑みを浮かべた。

「ちなみに、藤とう花かと千ち鶴づるのおしごとは、三時くらいに終わるらしいにゃ」

「んじゃ、それまでふたりきりだな」

　あいにく麻ま耶やさんも別件の仕事で不在だった。

「……にいさまをひとりじめ。これはぜいたくにゃ」

　ほくほく顔になる紗奈。

　俺は時計をチラ見して訊たずねる。

「二時間くらいあるけど、なにして遊ぼうか？」

「にゃ、にいさまはなにがしたい？」

「俺はなんでもいいよ。紗奈がしたいことで」

「……にいさまとしたいこと。いっぱいありすぎて困るにゃ」

　紗奈はしばし考えこみ、俺が読んでいた漫画に目をつけた。

「『私立キャバクラ学園』……？」

　と、興味深そうにタイトルを読み上げる。

「キャバ嬢を育成する特殊な女子校を舞台にした、ハーレムラブコメだな」

　キャバクラといっても、ドロドロした要素はいっさいない。

　主人公の男は練習相手（お客役）として、特例で学園に入学する。

　ヒロインたちはみんなかわいく、ギャグも冴さえており、これがなかなか面白かった。

「にゃあ……ぼく、キャバクラって行ったことないにゃ」

「そりゃないだろ」

　あったら大問題だ。

「にゃ、にいさまは？」

「俺もないよ」

「行ってみたいにゃ？」

「あー、そうだな。一回くらいは行ってみたいかも」

　クリエイターは基本、好奇心旺盛だ。

　実際にどんな接客をされるのか、興味がないと言えば噓うそになる。

「にゃら、ぼくがお金をだそうか？」

「いや、大丈夫」

　俺は苦笑して遠慮した。

　いくらなんでも、ロリのお金でキャバクラには行けない。

　明確な基準があるわけじゃないけど、それは俺のなかの一線を越えていた。

　てか、そもそも十八歳未満は入店禁止だし、もっと言うと……。

「キャバ嬢と話すより、紗さ奈なたちと遊ぶほうが楽しいからな」

「にゃ……」

　素直な気持ちを口にすると、紗奈はぽっと顔を赤らめた。

　恥ずかしそうにうつむき、てれてれとネコミミをいじる。

　そして俺の耳元に口を近づけ、ささやくような声で言った。

「……ぼくも、にいさまと遊ぶの……好き」

　……あぁ、たまらんな。

　紗奈の癒いやしボイスがじんわりと全身に伝わっていく。

　ほんと、これだからロリのヒモはやめらんないわ。

「──あ、そうだ」

　そこで妙案が浮かび、俺は口元をほころばせた。

「紗奈、めっちゃ楽しそうな遊びを思いついたぞ」

「にゃ……なんにゃ？」

　期待に満ちた瞳でこちらを見つめる紗奈。

「ふふふ、聞いて驚け──」

「──にゃ、それは楽しそうにゃ！」

　俺が自信満々でそのアイデアを話すと、紗奈は喜んで賛成してくれた。







　さっそくそれから準備に取りかかり、あっという間に二時間以上が経過する。

　で、申告どおり三時過ぎに藤とう花かが帰ってきて、その十分後に千ち鶴づるがやってきた。

「というわけで、ロリキャバクラを開店することになった」

「どういうわけよ!?」

　俺の部屋、ではなく一階のリビングで告げると、千鶴は目をむいて怒鳴った。

「かくかくねこねこにゃ」

　と、紗さ奈ながにゃんにゃん説明をしてくれる。

　藤花にはすでに話しており、快く受け入れてもらっていた。

　まあ、かいつまんで言うとこういうことだ。




　──キャバクラを体験してみたい。

　──でも、キャバ嬢と話すよりロリたちと遊ぶほうが楽しい。

　──つまり、ロリたちがキャバ嬢として接客してくれたら最高じゃね？




　我ながら天才的な発想である。

　ちなみになぜリビングなのかというと、俺の部屋にはソファがないからだ。

　ベッドで飲み食いはしたくないし、絨じゆう毯たんの上やワーキングチェアじゃいまいち雰囲気が出ないと思い、ここでやることにした。

「……なんで一仕事終えたあとに、ヒモを接客しなきゃいけないのよ」

　千鶴が頭痛をこらえるようにこめかみを押さえる。

　俺はにやにやと笑みをもらした。正論すぎて笑うしかない。

「てゆーかロリキャバクラって……ほんと字じ面づらだけで通報したくなるんですけど……」

「安心しろ。もちろんアルコールはなしだ」

「そういう問題じゃないでしょ！」

「まあまあ、いいじゃないですか」

　荒ぶる千鶴を藤花がなだめる。

「せっかく先生たちがこうして準備してくれたんですし」

　テーブルの上にはさまざまなソフトドリンクとアイスペールが並んでいる。

　さきほど俺と紗奈で買ってきたものだ。

　麻ま耶やさんに電話して届けてもらうよう頼んでもよかったが、自分たちで準備したほうが楽しいと思い、わざわざ近所のスーパーまで出かけたのだった。実際、楽しかった。

「なにより先生を接客できるなんて、とても光栄なことですよ？」

「……そう思えるのは、世界中で藤とう花かと紗さ奈なだけよ」

「じゃあ、千ち鶴づるは不戦敗でいいにゃ？」

「不戦敗？」

　紗奈の言葉に千鶴が眉をひそめる。

「ただやるだけってのもあれだから、対決形式にすることにしたんだ」

「しかも最終的に指名をもらえた人は、豪華な賞品をいただけるそうです」

　俺の説明に、藤花が補足してくれた。

「賞品って……なにもないよりはいいけど、どうせたいしたものじゃないんでしょ？」

「そんなことないです。女の子なら誰もがほしがる、プレミアムチケットですよ」

「なにそれ？　アイドルのライブとか？　あたし、あんまり興味ないけど」

「ちがうにゃ。もっとすごいやつにゃ」

　と、紗奈が額に入れたチケットを取り出す。

「なんかえらい手作り感にあふれてるわね……」

「にゃ。にいさまがさっき作ってくれたにゃ。にゃんと描きおろしイラストつきにゃ」

　スケッチブックを切り取ったもので、三人をモデルにしたＳＤキャラ（二頭身くらいにデフォルメしたやつ）を、端っこのほうに描かせてもらった。

「ファンには垂すい涎ぜんものですね」

　藤花はうっとりとチケットを見つめた。

「まあ、たしかにかわいいけど……って、『天てん堂どうハル一日乗車券』ってなによ？」

　チケットに書かれた文字を読み、千鶴が目を丸くする。

　紗奈はむふんとかわいらしい鼻息をもらし、どや顔で言った。

「これを使うと、一日にいさまの上に乗り放題になるにゃ」

「……女の子なら誰もがほしがるプレミアムチケットって言ったわよね？」

　あきれ顔でぼやく千鶴。

「はい。もしオークションに出ていたら、お金に糸目をつけません」

　藤花は真顔で言い切った。

「千鶴はほしくないんですか？」

「…………そりゃあ、どちらかといえば……ほしいわよ」

　千鶴は赤面し、まごまごと認めた。

「だったら、千鶴も参加してくれるにゃ？」

　紗奈が上目遣いで問う。

「……そうね。ハルを椅い子すにするのは気分いいし、不戦敗って言われるのもしゃくだし、しょうがないから付き合ってあげるわ」

　早口でまくし立てる千鶴に、藤花はくすりと微笑ほほえんだ。

「では正々堂々、三人で競い合いましょう」

「にゃ、負けないにゃ」

「ふん……あたしが本気を出せば、ハルなんてイチコロよ」

　闘志を燃やし、バチバチと視線を交わし合うロリ三人。

　投資家だけにね、ってダジャレを思いついたが、もちろん口には出さなかった。







　そんなこんなで。

『第一回最強のロリキャバ嬢決定戦！』が開催される運びとなる。

　さっそく三人には着替えてもらった。

　キャバ嬢といえば、やはり大胆なドレスだからな。

「おー、さすがだね。みんなよく似合ってるよ」

　拍手をしながら称賛すると、三人は嬉うれしそうにはにかんだ。

「うふふ、ありがとうございます。ちょっと大人になった気分です」

「そうね。ハルのわりには、けっこういい服を選んだじゃない」

「にゃあ、悪女っぽい？」

　ひらひらしたオフショルダーのワンピースである。

　……ぶっちゃけキャバ嬢というより、ピアノの発表会とか結婚式に出席する子どもって感じだったけど、まあ、かわいいからよしとする。

　子ども用のキャバドレスなんて、そもそも売ってないしね……。

　わざわざ特注するのもなんだし、これが最善だろう。

「それで先生。キャバクラの接客って、具体的にはどうすればいいんですか？」

　藤とう花かが小首をかしげて訊たずねてくる。

「えーと……飲み物を作ったり、楽しくおしゃべりしたりして、とにかくお客をいい気分にさせるんだ」

　我ながらふわっとした説明だけど、ほぼ漫画からの知識しかないので致し方ない。

「とりあえずやってみるにゃ」

　紗さ奈なが軽いノリで言った。

「だな。順番はどうする？」

「あ、ひとりずつやるのね」

　俺の言葉に、千ち鶴づるはすこし意外そうな顔をする。

「ああ、そのほうが判定しやすいからな」

「でしたら、わたしからやりたいです！」

　藤花がすかさず手をあげた。積極的でよろしい。

　まだ勝負ははじまってないけど、これはプラスの評価につながるだろう。

「お手並み拝見ね」

「にゃあ、ぼくは最後がいい」

　千ち鶴づるは様子見を選択し、紗さ奈なはトリを希望した。

　特に不満の声はあがらず、藤とう花か、千鶴、紗奈という順番になった。

　ソファはテーブルを挟む形で配置されている。

　待っている人は下座側で観戦してもらい、接客は上座側を使うことにした。

　俺はすでに来店しており、席で女の子を待っている状態からスタートする。

　制限時間はひとり十分。

　二周目以降どうするかは、そのときの流れしだいで。

「あ、そうだ。俺は天てん堂どうハルじゃなくて、初対面の客って設定で頼む」

　これはキャバ嬢としてのテクニックを競う大会だ。普段と同じ距離感では意味がない。

「はい」「了解」「にゃ」

　三人は素直にうなずいた。

　そこで俺はＢＧＭをかける。トランスとかテクノとか、いかにもな感じの曲だ。

　ミラーボールとかも用意するべきか悩んだが、さすがに面倒だったので妥協した。

　すべての準備が整い、藤花に告げる。

「それじゃ、トップバッターよろしく」

「はいっ」

　藤花は元気よく返事をした。

　うむ、楽しみだ。







「いらっしゃいませっ、二に条じよう藤花ですっ。お隣、よろしいでしょうか？」

　高いテンションを保ったままぺっこりとお辞じ儀ぎをし、藤花はにこやかに寄ってきた。

　ほぼ百点の挨あい拶さつだと思う。

　落ち着いたタイプが好きな人はちょっと面食らってしまうかもしれないが、悪印象を抱くことはないだろう。俺も自然と頰ほおをゆるませ、「どうぞ」と右側を勧めた。

「失礼しますっ」

　とびきりの笑みを浮かべ、藤花が腰を下ろす。

　……思ったより近いな。

　俺の右ふとももと藤花の左ふとももがぴったりくっついていた。

　ボディタッチは男を籠ろう絡らくする基本だけど……席に着くと同時にこれは、ちょっとサービスしすぎだろう。

　でもまあ一番手だし、そこまで細かいことは考えなくていいか。

　楽しければ正義である。

「藤とう花かちゃんかー、かわいい名前だねー」

「えへへ、ありがとうございますっ」

「歳としはいくつ？」

「いくつに見えます？」

　お、いい返し。なんかキャバクラっぽい。

　まあ、実際に言われたら『めんどくせっ』って思っちゃいそうだけど。

　女性の年齢を当てるのって難しいし、気を遣うからな……。

　さておき、俺は「うーん」と悩む振りをして、

「肌とかピチピチでかなり若く見えるから、二十歳とか？」

　と、軽くボケてみた。

「ぶぶー、惜しいです」

　藤花はくすくすと笑い、両手でばってんを作った。

「えぇー、じゃあ正解は？」

「十歳です」

「──ふはは、ぜんぜん惜しくないじゃん！」

　まさかそのままの年齢設定で来るとは思ってなかったので、不覚にも笑ってしまった。

　そりゃ若く見えるはずだ。

「いいえ。一の位は合っていたのでニアピンです」

「なるほど、そういう見方か」

　このあたりのフォローの仕方はさすがである。

　相手を立てるトーク力は、三人のなかで藤花がダントツだろう。

「お仕事はなにをされてるんですか？」

「えーと、いちおう漫画家かな」

　これもあくまで設定だ。だから公務員でもスポーツ選手でもよかったが、やはり一番手ということで、本来の俺に近い無難なところにしておいた。

「わあ、それは素敵なお仕事ですね。わたしが世界一尊敬している人も、漫画家さんなんですよ」

「へえー」

　漫画家のまえでほかの漫画家を褒ほめるのは、あまりいいことじゃない。

　でも、この『尊敬している漫画家さん』が『天てん堂どうハル』のことなのは明白なので、マイナスにはしないでおこう。

　細かいツッコミを入れると、『天堂ハル』は漫画家じゃなくてロリのヒモだけどな（笑）

「あ、すいません。さきにお飲み物をお作りしたほうがいいですね」

　グラスが空なことに気づいて、藤とう花かはてへっと舌を出した。

　かわいい。自然とそういう仕草ができるのは、ロリの特権だな。

　大人にやられたらたぶんイラッとする。

　……いや、麻ま耶やさんや夕ゆ莉りちゃんでもふつうに萌もえるな（絶対やらないだろうが）。

　けっきょくルックスしだいということか（身もふたもない）。

「なにがよろしいですか？」

　たくさんのドリンクを手で示して、藤花が言う。

「んー、そうだな。藤花ちゃんのおすすめでお願い」

「承知しました。では、水割りにしますね」

「え？　アルコールはないはずだけど」

「ふふふ、水割りといったらカルピスに決まってるじゃないですか」

「あぁ……そうか。じゃ、お願い」

「おまかせください」

　藤花は空いたグラスに、まずは氷を入れていく。

　それからカルピスのボトルを開封し、原液を半分以上注ついだところで──

「って、ちょい待ち！」

「はい？　どうされました？」

　慌てて止めると、きょとんとした顔をされた。

「いや、それだと濃すぎでしょ」

　パッケージには『お好みにあわせて４～５倍を目安にうすめてお飲みください』と書かれていた。つまり、それが一般的に好まれやすい割合ということだ。

　しかし藤花に悪気はいっさいなく、

「ふふ、サービスです。漫画を描くのは頭脳労働でもありますからね。頭の働きをよくするために、糖分をたくさん摂とっていただこうと思いまして」

　と、むしろ得意げに微笑ほほえんだ。

「さすが藤花、見事な気配りね」

「にゃあ、これはポイント高いにゃ」

　観戦者もなんか感心した様子でコメントしていた。

　……ダメだ。この流れで作り直してとは言えん。

「お、お気遣いありがとう。でも、糖分を摂りすぎてもあれだし、それくらいでいいよ」

「承知しました」

　カルピスを置いて、ミネラルウォーターをちょろっと注ぎ、マドラーでくるくる混ぜる。

「どうぞ」

　両手で丁寧に差し出してくれた。

「あ、ありがとう。藤とう花かちゃんも好きなの飲んでいいよ」

「はい。ではお水をいただきますね」

　自分のグラスに氷を三つ入れて、ミネラルウォーターだけを注ついだ。

　控えめといえばそうだけど、なんかちょっとずるいと思ってしまった……。

「乾杯」

「ふふ、かんぱいです」

　軽くグラスを合わせて、俺はおそるおそる口をつけた。

　──ぐわ、やっぱりすげえ甘い。

　カルピスはもちろん好きだけど、さすがにこれは……。

「どうです？　おいしいですか？」

　だが、純じゆん真しん無む垢くな笑顔でそう問われては、男として肯定するほかあるまい。

「ああ……いけるよ」

　キャバクラなのになんでこっちが気を遣ってるんだろう、と思わなくもないが……。

　ともかく必死に笑みを作って答えた。

「それはよかったです。さっ、ぐぐっと行っちゃってください」

「……うん」

「あっ、たしかこういうとき、コールというのをするんですよね？」

　藤花は手拍子をしながら、歌うように煽あおってきた。

「いっき♪　いっき♪　いっき♪　いっき♪」

　まじか!?

　超かわいいけど、これを一気とかえげつないな……っ！

　しかし、例によって拒否するわけにもいかず、俺は覚悟を決めて挑んだ。

　……が、無理なもんは無理で。途中で盛大にむせてしまった。

「──ごほっ、げほっ、ぐほっ」

「あ、大丈夫ですか？」

「……ご、ごめん。変なところに入っちゃった」

　グラスを置いて言い訳する。

「ふふ、そんなに焦らなくてもいいですよ」

「いやー、かわいい女の子に応援されちゃってついね」

　頭をかいて苦笑をもらした。

「でも、あれだな。今日は無理せずゆっくり飲めって、身体が主張してるみたいだ」

　また煽られてはたまらない。一気飲みの流れを断ち切りにかかる。

「そうですね。落ち着いておしゃべりを楽しみましょう」

　幸い、藤とう花かも素直に合わせてくれた。

「あ、減ったぶん注つぎ足しますね」

　と、藤花がカルピスのボトルを手に取る。

　気配りは素晴らしいけど、注ぎ足してほしいのはそっちじゃない。

「ちょっと待って」

「はい？」

「……えーと、カルピスよりももっと甘い飲み物を足してほしい」

「え、なんですか？」

「それだよ」

　にやりと笑い、藤花のグラスを指さした。

「藤花ちゃんの飲みかけの水」

　単純に『水で薄めてくれ』というのもあれなので、咄とつ嗟さに考えた策である。

　自分で言うのもなんだが、見事なアドリブだな。

　ヒモの対応力は、キャバ嬢にも劣らない。

　異性に貢みついでもらうって意味では、ほぼ同ジャンルの職業だしね。

　いや、そんなこと言ったら水商売やっている人たちに怒られてしまうが……。

「ええっ!?」

　藤花はかあっと赤面した。

「……それって、ふつうにセクハラじゃない？」

「にゃあ、変態っぽいにゃ」

　向かい側からはジト目を向けられる。

「いや、客のセクハラに対処するのも、キャバ嬢の大事なスキルだからな」

　これはその場しのぎの言い訳ではない。

　実はどっちみちセクハラはする気満々で、最初から評価項目として考えていた。

　そのほうが難易度が上がって面白いからな。

　まあ、それがいきなり飲みかけの水になるとは、さすがに思ってなかったけど……。

「……たしかにそうですね」

　藤花は納得してくれた。

「じゃあ、藤花ちゃんの飲みかけの水、こっちのグラスに注いでくれる？」

「……わ、わかりました」

　恥ずかしそうにこくりとうなずく藤花。

　いや、本当はわかっちゃダメなんだけど。

　対処というのは受け入れることではなく、うまくかわすことだ。

　でもこの場合、かわされてカルピスを足されても困るので、俺的には助かった。

「ど、どうぞ」

「さんきゅー」

　注つぎ足されたグラスを受け取り、さっそく口にしてみる。

「──うん、さっきよりぜんぜんおいしい」

　まだちょっと濃いけど、だいぶ飲みやすくなった。これならいける。

「そ、そんなにおいしいですか？」

「ああ、藤とう花かちゃんの飲みかけの水で作った水割り、最高だね」

「あぅ……」

　藤花は耳まで真まっ赤かに染めて、もじもじとうつむいた。かわいい。

　けど、黙ってしまうのはいただけない。まだ挑戦の途中である。

「ほら、接客しないと」

「あ、はい……」

　しかし、藤花はすっかり照れモードに入ってしまったらしい。

　そこから俺の怒ど濤とうのセクハララッシュを──




「そういえば、藤花ちゃんに訊ききたいことがあったんだ」

「え、なんでしょう？」

「今日のパンツの色は？」

「──ふぁっ!?　そ、それは答えないとダメですか……？」

「ダメ」

「うぅ……し、白です」

「へぇー（ほんとに答えちゃったよ……）」




「綺き麗れいな鎖さ骨こつしてるね。さわってもいい？」

「は、はい……」

「おー、すべすべだー」

「あははっ、くすぐったいですっ」




「なんかちょっと眠くなってきちゃったなー」

「あ、それならぜひ、わたしのひざを使ってください」

「じゃあお言葉に甘えて」

「ふふ、先生。寝心地はどうですか？」

「やわらかくてさいこー。あ、お菓子食べさせて」

「はーい♡」




　──ノーガードですべて受けてしまった。

　てゆーか、最後に至っては自分から導いちゃってるし……。

　しかも『先生』って言っちゃってるし……。

「…………ホンモノのクズね、知ってたけど」

「…………にゃあ、にいさまのセクハラ大魔王」

　おかげで千ち鶴づると紗さ奈なからの視線がとんでもなく痛かった。

　いや、俺だってしたくてしてるわけじゃないからね？

　藤とう花かがかわしてくれないのが悪いんだよ……。

　と、ひざまくらされている状態で、ぴぴぴぴぴっというデジタル音が響く。

　スマホのアラームだ。制限時間が過ぎた合図だった。

「先生っ、わたしの接客はどうでしたか？」

　ふとももから身体を起こすと、藤花がわくわくした様子で訊たずねてくる。

「えーと、そうだな……初対面って設定を忘れてるときがままあったけど、全体的にかなりよかったから、90点ってとこかな」

「……むぅ、そうですか」

　満点を狙っていたのだろう。藤花は残念そうに小さくため息をついた。

　そういう顔をされると、俺は弱い。甘やかしてやりたくなってしまう。

　苦笑して、頭をなでてあげた。

「でも、十分に高得点だから喜んでいいよ。楽しかった」

「──ありがとうございますっ」

　ぱあっと晴れやかに笑う藤花。

　うんうん、やっぱ女の子は笑顔が一番だわ。

　ロリたちにも楽しんでもらわないと、この大会を企画した意味がないしね。

　……さて。

　次の千鶴は、いったいどんな接客をしてくれるかな？







　というわけで、千鶴のターンである。

　千鶴は藤花と入れ替わる形でこちらに歩み寄り、

「丹たん沢ざわ千鶴よ。隣に座ってあげるから感謝しなさい」

　と居い丈たけ高だかに告げて、勝手に右隣に（すこしスペースを空けて）腰を下ろした。

　接客業としてはほぼ０点の挨あい拶さつだが……俺は小さく笑みをこぼす。

　無理に媚こびるよりは好感度が高かった。

　それにキャバ嬢の仕事は、客をいい気分にさせることだ。

　どんなキャラでも、客にはまれば問題ない。

　そしてもちろん、俺はツンデレが好きである（ただし美少女に限る）。

　デレをうまいこと使えれば、藤とう花かの得点を上回る可能性も十分にあった。

「千ち鶴づるちゃんかー、かわいい名前だねー」

　とりあえず、藤花のときと同じことを言ってみた。

「は？　なに下の名前で呼んでるのよ馴なれ馴なれしい。しかもちゃんづけとかきもいし」

　おお、思った以上に手厳しい……。

　いくらツンデレ好きでも、面と向かって『きもい』とか言われたら、さすがにちょっとへこむわ……。

　しかし、初対面という設定はきちんと守れている。

　そういや最初に会ったときはこれくらいツンツンしてたなぁ……と、すこし懐かしい気持ちになった。

「そっか……呼んじゃダメだったか……」

　ため息をつき、俺はさびしげに言う。

　すると、千鶴はわずかに動揺した。

「な、なによ、そんなに落ちこむことないじゃない」

「でも、せっかく席についてもらえたんだし、下の名前で呼びたかったなって……」

「……ふん、まったくしょうがないわね」

　千鶴は鼻を鳴らし、照れくさそうにそっぽを向いた。

「あんたがどうしても呼びたいんだったら、べつにいいわよ」

　あ、思ったよりちょろいですね。

　ちょろいヒロインことチョロインは、時に揶や揄ゆの対象にもなるけれど、個人的にはぜんぜんありだ。

　制限時間的にも正解だろう。

　ツンが長すぎてデレまでたどり着けなかったら意味がない。

　まあ、そこまで計算してやってるわけじゃなさそうだが。

　千鶴は素直じゃなくて口は悪いけど、根は優しい。

　こちらが殊しゆ勝しような態度を見せると、ツンに徹しきれない部分があるのだろう。

「んじゃ、遠慮なく千鶴ちゃんって呼ばせてもらうね」

「……好きにしなさい」

「千鶴ちゃんはいくつなの？」

　名前のくだりを終えて、また藤花のときと同じように訊たずねる。

「いくつに見える？」

　おっと、千ち鶴づるもその返しで来たか。

　さきほど俺がウケてたから真ま似ねをしたのだろう。

　ちょっとズルいといえばズルいので、俺はあえて違うボケで返した。

「そうだな……上から１２９・３、１２９・３、１２９・３ってとこかな」

「年齢じゃなくてスリーサイズの話だったの!?」

　目を見開いて驚く千鶴。

「しかもそんな大きいわけないでしょ！　なにえもんよ！」

　丁寧なツッコミをありがとう。

「正解はいくつ？」

「そんなの知らないわよ！」

　真まっ赤かな顔で怒鳴られた。

「えぇー、じゃあ俺が測ってあげようか？」

「はあ!?　バカじゃないの!?」

「バカとはひどいな。親切心で言ってるのに」

「余計なお世話にもほどがあるわよ！」

　そりゃ残念。

　でも、女の子のスリーサイズを測るシチュエーションっていいよね。

　麻ま耶やさんのおっぱいとかめちゃ測ってみたい。

　いつかダメ元で頼んでみようか。無言で殴られそうだけど。

「……にゃ、早くもにいさまのセクハラが炸さく裂れつしてるにゃ」

「……たしかに、身体の数値を知られるのはちょっと恥ずかしいですね」

　観客席のコメントも、あまり好意的じゃなかった。

　甘口コンビですらそうなら、やはりハードルは高いだろう。

　しかし、直接的なスキンシップは平気で、数値を知られるのは恥ずかしいというのも、考えてみれば妙な話だよな。さすがデジタル世代（関係ない）。

「あ、あたしのことはいいから、あんたのことを話しなさいよ！」

　スマートではないが、いちおうセクハラをかわす千鶴。

　美少女から『あなたのことを知りたい』と言われて、不愉快に思う男はいないだろう。

　でも、からかうのが楽しくて、俺はついついとぼけた。

「え、俺のスリーサイズが気になるの？」

「──そんなわけないでしょ！　職業とかそういうことよ！」

「なるほどそっちね」

「……まあ、あんたみたいな冴さえないやつのことだから、どうせろくな仕事じゃないんでしょうけどね」

「失敬な。なりたくてもなかなかなれない、多くの人が憧れる職業だぞ？」

「へえ、なによ？」

「ロリのヒモ」

「ほんとにろくでもないわね!?」

　俺の答えに、千ち鶴づるはふたたび驚きよう愕がくした。

「てか、そこはさっきみたいに漫画家って言いなさいよ！　せっかく褒ほめてあげようと思ってたのに！」

　ふっ、甘いな千鶴。俺はそれぞれの個性を見せてもらいたいのだよ。

　藤とう花かの真ま似ねに走るなら、同じ流れにはしてやらないぜ。

「……しかも、ということはあんた、小学生のお金でキャバクラに来てるってこと？」

「そうなるな」

「どこまで最低なのよ！」

　テーブルを叩たたき、千鶴は憤慨した。ですよねー。

　これについては、観戦者のふたりも意見を交わしていた。

「にゃ？　キャバクラに行くのダメにゃ？」

「うーん、そうですね。どうしても漫画に必要ならいいと思いますけど、できれば行ってほしくないかもです。キャバクラ嬢さんも、先生をヒモにしたいと思うでしょうし」

「にゃ、言われてみればそうにゃ……あぶないとこだったにゃ」

　実際、キャバ嬢は稼ぎはいいけどストレスが多いので、やすらぎを求めるためにほかの職種よりもヒモと付き合っている率が高いらしい。

　まあ、だからって俺をヒモにしたいとは思わないだろうけど。

　なんにせよ、藤花が喜ばないことをするつもりはなかった。

「てか、それより喉のどが渇かわいたわ。なにか飲み物を頼みなさいよ」

　千鶴が仕切り直すように言う。

　ある意味、今日一番キャバ嬢っぽい台詞せりふだった。

「えーと、じゃあ、千鶴ちゃんの飲みかけの──」

「オレンジジュースでいいわね」

　俺の言葉を遮さえぎり、千鶴は勝手に決めた。ひどい。

　でも、キャラに沿いつつセクハラをかわしているので、正解といえば正解だった。

　千鶴はふたつのグラスに氷を入れて、パックのオレンジジュース（果汁百％）を注つぐ。

「ほら、乾杯するわよ」

　片手でグラスを差し出された。

　よくも悪くも友達感覚って感じで、まあ、これはこれで悪くない。

　グラスを合わせて、口をつける。ふつうにおいしかった。

　でも、面白みには欠けるよね。

　てなわけで。ここから俺は、セクハララッシュをかけていく。




「ところで千ち鶴づるちゃん、ちょっと訊きいてもいい？」

「なによ？」

「今日のパンツの色は？」

「っ……そんなの教えるわけないでしょ！」

「へえー、紫なんだ。なんかいやらしいね」

「はあ!?　ちがうわよ！　ふつうにピンクだし！」

「そっかー、ピンクかー」

「──っ!?」




「千鶴ちゃんって、綺き麗れいな肩してるよねー、さわっていい？」

「いいわけないでしょ、バカなの？」

「ま、勝手にさわるけど」

「──ひゃあっ！　ちょっ、こらっ、やめなさいっ！」

「いてっ（肩パンされた）」




「じゃあ、髪の毛ならさわってもいい？」

「……ま、まあ、本当に髪だけならね」

「おー、さらさらで気持ちいい。なんてシャンプー使ってるの？」

「さあ？　家に置いてあるやつをテキトーに使ってるからわかんないわ」

「すんすん、いい香り～」

「──ちょっ、なに嗅かいでるのよ!?」

「え、ダメ？　約束どおり髪しかさわってないよ？」

「それとこれとはべつよ！」

「えぇー、わがままだなぁ」

「どっちがよ！　──ああもう！　ひざまくらしてあげるから、大人しくしてて！」




　藤とう花かと違い、千鶴はがんばって抵抗しようとした。

　しかし、しつこいセクハラをかわすのはやはり難しかったらしく、最終的に自分からひざまくらすることで落ち着いた。肉を切らせて骨を断つ、ってやつだね。

「…………にゃあ、にいさまのセクハラは変へん幻げん自じ在ざいにゃ」

「…………むぅ、わたしには髪の毛のやつ、やってくれませんでした」

　例によって観戦者からの視線がだいぶ痛い感じになっていた。

　いや、だから、俺もしたくてやってるわけじゃないんだって。

　大会を盛り上げるために仕方なく、不ふ埒らちな客を演じているのだ。

　ほんと、まじでまじで。まあ、楽しんでないと言えば噓うそになるけど。

　と、そこでスマホのアラームが鳴る。

　もう十分が過ぎたのか。女の子のひざの上は、時間が経たつのが早いな。

「……で、あたしの接客は何点なの？」

　身体を起こすとややムッとした面おも持もちで、千ち鶴づるが訊たずねてくる。

「んー、そうだな……ところどころ接客態度に問題あったけど、ツッコミをがんばってくれたから、90点だな」

「……ふうん、藤とう花かと一緒なんだ」

　まんざらでもなさそうにつぶやく千鶴。

「ああ、甲こう乙おつつけがたいな。楽しかったよ」

　頭をなでながら俺が言うと、千鶴はフンとそっぽを向いて、

「……おさわりをほどほどにするなら、またしてあげてもいいわ」

　と、ツンツンした口調で返してくれた。

　そしてほんのり頰ほおを染め、髪の毛を指先でくるくるいじる。

　実にわかりやすい照れ隠しの所作に、俺はくすりと笑みをこぼした。

　どうやらなんだかんだ言って、千鶴も楽しんでくれたらしい。

　よかったよかった。







　そんなこんなで、いよいよ大トリ。

　ネコミミキャバ嬢、紗さ奈なちゃんのターンである。

　紗奈は自信に満ちた顔つきでこちらに歩み寄り、にゃんにゃんポーズをとった。

「快楽におぼれた魂をすする、聖なる水の担い手──秘密結社『バタフライナイト』のナンバーワン──『漆黒のネコ』にゃ」

「……ごめん、なんて？」

「快楽におぼれた魂をすする、聖なる水の担い手──秘密結社『バタフライナイト』のナンバーワン──『漆黒のネコ』にゃ」

　思わず聞き返すと、そこそこの長なが台詞ぜりふをまったく同じトーンで繰り返してくれた。

　俺は五秒ほど考えて、腑ふに落ちる。

「……あっ、もしかして、源げん氏じ名な？」

「そうにゃ。軽々しく真しん名めいを明かすわけにはいかないにゃ」

　紗さ奈なは得意げにうなずいた。

　たしかに、本名でキャバ嬢をやるほうが不自然である。

　無駄に中二的なのを差し引けば、ぐうの音ねも出ないほど正論だった。

　ちなみに『快楽におぼれた魂』はキャバクラに来る男。

『聖なる水』はそこで出されるドリンク。

『バタフライナイト』は夜の蝶ちよう（騎士のナイトもかけているかもしれない）。

　そして『漆黒のネコ』は言うまでもなく、ネコミミファッションが由来だろう。

　安易といえば安易だが、わかりやすいのは悪くない。

　ちゃっかりナンバーワンを名乗っているところをツッコみたくもあるが、キャバクラが秘密結社という設定もいい。すごいベタっぽくて、逆に新鮮に感じた。

　得意の武器は、やはり『バタフライナイフ』だろうか？

　なんにしても、すさまじいケレンミである。

　だって、現役キャバ嬢にして特殊工作員（？）のネコミミロリだもん。

　そのキャラクター造形だけで、漫画を一本描けそうなくらいだ。

　すくなくとも俺は読んでみたいと思った。

「そっかー、かっこいい名前だね。うん、まじでイケてるよ」

　わりと本気で感心したので、真面目まじめな口調で褒ほめてあげる。

「にゃ……あ、ありがとにゃ……」

　紗奈は頰ほおを染めて、ぽそぽそと礼を言った。

　おっと、どや顔するかと思ったんだけど、意外にもまじで照れている。

　それだけ一生懸命考えたということだろうか。これは俺のなかでポイント高い。

　そうだよな。わかるよ、その気持ち。

　自分が考えたモノを褒めてもらえるのって、すっげえ嬉うれしいよな。

「えーと、呼び方はどうすればいい？」

　俺は微苦笑して訊たずねる。

「そうにゃー。お客さまとは魂が共鳴してるから、特別に紗奈ちゃんでいいにゃ」

　……真しん名めいあっさりバラしとるがな。

　詰めが甘い。いや、『漆黒のネコ』よりは呼びやすくていいんだけど。

「じゃあ紗奈ちゃん、その役目を果たしてくれ」

「にゃ」

　紗奈の設定に乗っかりながら言うと、紗奈は凛り々りしい顔でうなずいた。

　役になりきっているのだろう。かわいい。

「失礼するにゃ」

　と紗奈は俺に背中を向け、小さなおしりをちょこんとおろした。

　……俺のひざの上に。

　さすが紗さ奈な。斜ななめ上の接客だぜ……。

「……なるほど、その手がありましたか」

　藤とう花かが悔しげにむむっとうなる。

「……いや、初対面の相手にいきなりあんなことしないでしょ」

　千ち鶴づるはあきれ顔で正論を言った。

　俺としても、せめて最初は隣に座ってほしかった。

　この体勢だとおしゃべりがしにくい。

「えーと、紗奈ちゃん？　座る場所ちょっと間違ってない？」

「まちがってないにゃ」

　遠慮がちに訊たずねると、ふるふると首を横に振られる。

「いつ敵がおそってきてもいいように、そなえてるにゃ」

「あー、つまり、俺を守るためってこと？」

「そうにゃ。夜の街は危険がいっぱいにゃ」

「なるほど、それはありがたい」

　と相手の意見に同意しつつ、

「でも、これだと紗奈ちゃんのかわいい顔が見えないから、できれば隣に座ってほしいな」

「……わ、わかったにゃ。お客さまの要望に応えるのが、ぼくたちの使命にゃ」

　紗奈は耳（本物のほう）を真まっ赤かにして、ゆっくりと右隣に移ってくれた。

　距離はまあまあ近い。

　藤花ほどぴったりではないが、俺のふとももに小さな手を置いていた。

　……ふとももに手。定番のスキンシップだよな。

　もし大人の女にこんなことをされたら逆に警戒してしまうけど、ロリなら素直にかわいいと思えた。

　そこで藤花と千鶴にもした、お決まりの質問をする。

「紗奈ちゃんの歳としはいくつ？」

「いくつに見えるにゃ？」

　お、紗奈もまずはその返しか。

　俺は数秒思案して、「十歳くらい？」とあえてストレートに答えた。

「ぶぶーにゃ」

　紗奈はネコの手でばってんを作った。

「え、じゃあ何歳なの？」

「五百歳にゃ」

　まさかのロリババアだった。

　……設定盛りすぎじゃないですかね。

　でも、それならキャバクラに勤めていても合法なので、ありといえばありか。

　近頃は表現規制やら児童ポルノやら、ロリに対する風当たりも強いしね……。

　ほんと、世せ知ち辛がらい世の中だよなぁ……。

「お客さまの職業はなんにゃ？」

　遠い目をしていると、紗さ奈なが訊たずねてきた。

「俺は……」

　また数秒思案する。漫画家とヒモ以外でなにがいいかなと思い、

「魔法使いかな」

　にやりと笑ってそう答えた。職業は職業でも、ＲＰＧ的なそれである。

　もちろん紗奈はツッコんだりせず、

「にゃ……どうりでぼくと魂が共鳴するはずにゃ」

　と深く納得していた。

「ここで会えたのもなにかの縁にゃ。今日はぼくがおごるから、なんでも好きなものをのむといいにゃ」

　気前はいいけど、完全にキャバ嬢失格な申し出である。

　しかし断るのも無粋だ。

「ありがとう、そうさせてもらうよ」

　と、苦笑まじりにうなずいた。

「紗奈ちゃんのおすすめはなに？」

「ぼくのオリジナルポーションにゃ」

「……ポーション？」

「そうにゃ。ＭＰが全回復するにゃ」

　ほう、たしかに魔法使い向けである。

「じゃあ、それを頼もうかな」

「かしこまりにゃ」

　紗奈はうやうやしく頭こうべを垂れ、真剣な面おも持もちで飲み物を作りはじめた。

　なにができるかなー？　とわくわくしながら待つ。

　しかし、その高揚感はすぐに吹き飛ばされた。

「にゃ……にゃにゃ……あ、入れすぎたにゃ……にゃ、これで調整……」

　コーラ、リンゴジュース、オレンジジュース、レモンティー、と四種類のドリンクをミックスさせていた。ファミレスのドリンクバーではしゃぐ小学生か。

　いや、小学生なんだけど……。

　あれじゃあ仮にＭＰが回復しても、ＨＰが削られそうだ……。

「できたにゃ」

　やりとげた職人のような顔で、紗さ奈ながグラスを差し出す。

「お、おう……」

　俺はおののきながら受け取った。……なかなかえぐい色をしている。

「味は保証しないにゃ」

「してくれないんだ……」

　正直すぎるだろ。

　まあ、本気でおいしくなると思ってたら、それはそれで問題だけど。

「良薬口に苦し、にゃ」

　……いや、身体にも悪そうだけどね？

　しかし、紗奈ががんばって作ってくれたポーションである。

「い、いただきます」

　飲めないとは言えず、意を決して口をつけた。

　──あぁ……当たり前だけど、やっぱりまずいな……。

　でも、無理をすれば飲めないほどじゃない。気合いを入れて一気に呷あおった。

「にゃあ、いいのみっぷりにゃ」

　空になったグラスを置くと、紗奈がぱちぱちと拍手をしてくれた。

「先生、かっこいいですっ」

「……そうね、いまのは男らしかったわ、ハルのくせに」

　観戦席からもお褒ほめの言葉をいただいた。

　むろん、悪い気はしない。ぶっちゃけ、とても心地よい。

　なるほど。だから男はキャバクラにはまってしまうのか……。

「おかわり、作るにゃ？」

「あー、そうだな」

　ちやほやされるためにもう一杯いっちゃおうかなー？　と調子に乗りかけて、

「いや、おかげでＭＰは全回復したし、飲み物はもういいかな」

　さすがに思いとどまった。

　味うんぬんを抜きにしても、ここまでけっこう飲んでるしな……。

　代わりにお返しといってはなんだが、今度はこちらからお見舞いすることにした。

　もちろん飲み物ではない。セクハラである。

「それより、紗奈ちゃんのパンツの色を教えて？」

　教育テレビのお兄さんのごとくさわやかな笑顔で、俺は訊たずねた。

　内容はぜんぜんさわやかじゃない、どころか第三者に聞かれたら一発で通報だよな……と、いまさらながらに思う。

　しかし、下心がないからこそ、ナチュラルにこんな質問ができるのだ。

　つまり俺はウルトラ紳士。異論は認めないこともないが、聞き流します。

　だが、そんなウルトラ紳士な俺でも、紗さ奈なのこの答えには度ど肝ぎもを抜かれた。

「はいてないにゃ」

「へぇーそうなんだ──って、まじでっ!?」

「にゃん」

「……え、ほんとに穿はいてないの？」

　ガチなトーンで訊たずねる俺に、紗奈はあっさりと、

「うそにゃ」

「うそかよ」

　ちくしょう、びびらせやがって……。

　安あん堵どの息をつき、がっくりと肩を落とした。

「にゃふふ、ぼくはミステリアスな女にゃん。いくらお客さまでも、そう簡単にパンツの色は教えられないにゃ」

　ミステリアスでなくとも、パンツの色はそう簡単に教えちゃダメだけどな。

　しかし、秘密にされると余計に知りたくなるのが人の心理である。

「ふーん、それならこっちにも考えがあるぞ？」












「……なんにゃ？」

「力尽くでドレスをめくって、直接見る」

　だまされた悔しさもあって、俺は大人げなく言った。

　断じて女子小学生に言っていい台詞せりふじゃないが、藤とう花かと千ち鶴づるからすでに聞き出している以上、紗さ奈なだけ見逃したら不公平になってしまう。やむを得ない。

　ククク……と邪悪な笑みを浮かべて、選択を迫る。

「素直に白状するか、俺に無理やり見られるか、好きなほうを選べ」

「にゃうぅ……ど、どうすればいいにゃ……」

　くちびるを嚙かみしめ、葛かつ藤とうに苦しむ紗奈。

　そこで、観戦席の会話が聞こえてくる。

「……あんなクズな悪役、アニメでもそうそう見ないわよ」

「でも、先生のああいうダメっぽいところ、個人的にはかわいいと思います」

「あぁー、そうね……。ちょっとわかってしまう自分が嫌だわ……」

　にこやかに告げる藤花に、深々とため息をつく千鶴だった。

　ダメなところがかわいいって、きみたちほんとに天使だよね……。

　ならばご期待に応えるために、張り切って悪役ヒールを演じようじゃないか。

「ククク……早く決めろ『漆黒のネコ』」

　俺はにやりと笑い、観戦席を指さした。

「さもないと、貴様の仲間も無事では済まないぞ？」

「にゃっ……っ!?」

　目を見開いて愕がく然ぜんとする紗奈。

「──は？」

「えっ、わたしたちもですか？」

　千鶴はきょとんとし、藤花はすこし嬉うれしそうに言った。

　いや、そこは嬉しそうにしちゃダメでしょ、藤花ちゃん……。

「や、やめるにゃ！　あのふたりは関係ないにゃ！」

　紗奈が慌てて立ち上がり、ふたりを守るように立ちはだかる。

　……最初は俺が守られるお客さまだったのに。設定ブレブレである。

　まあ、そこは勢いとノリ重視ってことで。

「ククク……だったら、おとなしくパンツの色を教えるんだな」

「……わ、わかったにゃ……言うにゃ……」

　紗奈は観念してうなだれた。

「その代わり、仲間には手を出さないでほしいにゃ」

「ふっ、いいだろう。貴様の覚悟に免じて、約束してやる」

「にゃあ……ほんとは…………水色のしましまにゃ」

　羞しゆう恥ちと屈辱に頰ほおを染め、たっぷりと間を置き、紗さ奈なは白状した。

「紗奈、わたしたちを守るためにっ……」

　両手を口元にやって、感激した様子の藤とう花か。

「……いや、あれはどう見てもノリノリでしょ」

　千ち鶴づるはジト目で野や暮ぼなことを言った。

「そうかしましまか！　クククッ、いい趣味してるじゃないか！」

「にゃうぅぅ……乙女おとめのパンツの色を知って、どうするつもりにゃ！」

　哄こう笑しようする俺を、紗奈がキッとにらんできた。

「ふっ、知れたことよ。我が記す、魔導書の糧かてにするのだ」

「──にゃっ、それは世界を揺るがす、あの魔導書にゃ!?」

「そうだ。貴様ら『バタフライナイト』の面々を礎いしずえにしてやろう！」

「にゃんて卑劣にゃ……でも、ぼくはぜったい、悪には屈しないにゃ！」

　まあ、そんな感じで。

　それから制限時間が過ぎるまで、ごっこ遊びに興じたのだった。

「ぼくの接客は何点にゃ？」

　スマホのアラームを止めると、紗奈が上目遣いで訊たずねてくる。

「あー、そうだな……接客かっていうとかなり微妙だけど、いろいろと楽しませてもらったから、90点ってとこかな」

「にゃ、高得点にゃ」

「ああ、特に『漆黒のネコ』まわりの設定はよかった」

「──ほんとにゃ？」

　紗奈の表情がぱあっと華やぐ。

「ほんとほんと、お世辞とかじゃなくて」

　俺は頭をなでながら力強くうなずいた。

「いっそあれをふくらませて、なにか作ってみたら？」

　なんなら俺がパクってしまいたい感もあったけど、せっかくなら紗奈の作品として見てみたいと思い、そう勧めてみた。

「にゃ？　なにかって？」

「紗奈が作りたいと思えるものなら、なんでもいいと思うよ。漫画でも小説でも絵本でもゲームでも、イラストだけでもいいし、音楽やアニメにしたっていい」

「にゃ……考えてみる」

　紗奈は真剣な面おも持もちでうなずいた。







　ずっと流れっぱなしだったＢＧＭが止まる。

　ちょうどプレイリストのほうも一巡したのだろう。

「……で、けっきょく誰が優勝なの？」

　観戦席から立ち上がり、千ち鶴づるが口を開いた。

「三人とも90点ですよね？」

　藤とう花かも同じく立ち上がり、こちらに歩み寄る。

「どうするにゃ？」

　紗さ奈なに見つめられ、俺は「うーん」と首をひねった。

　いや、まじでどうしようかな……。

　数字が示しているとおり、それぞれ個性的でめちゃくちゃ楽しかった。

　誰かひとりを選ぶなんて、とてもじゃないができそうにない。

　ゆえに俺はこう答えた。

「よし、じゃあ延長戦をしよう。ここからは三人同時に接客を頼む」

「わかりましたっ」

「うわ、すごい贅ぜい沢たくな客ね……べつにいいけど」

　藤花は即答し、千鶴も承知してくれる。

「お店の売り上げのためにはチームワークも大事だからな。そのへんも意識して、精一杯俺をいい気分にさせてくれ」

「にゃあ、かつてのライバルたちが目的のために共闘する……これはあつい展開にゃっ」

　俺の言葉に、紗奈はきらきらと目を輝かせた。

　そんなわけで。

　二時間後に麻ま耶やさんが帰ってくるまで、ロリキャバクラはたいへんにぎわった。

　気の合う仲間と宴会するようなものなのだから、そりゃ楽しいに決まっている。

　特におへその位置を予想してそこを指さす『おへそ当てゲーム』とか、最高に盛り上がった。

　しかしそれだけに、やはり誰かひとりを選ぶのは難しく、三人そろって優勝にした。

　賞品である『天てん堂どうハル一日乗車券』を新たに二枚作り、それぞれに手渡すと、みんなとても喜んでくれた。そのあと俺は麻耶さんにきっちりしぼられたけど、ロリたちの笑顔のためなら些さ細さいなことだよね。










　七月末日のお昼時。

　自室にて、俺はひとりで机に向かっていた。

　麻ま耶やさんはいつもどおり一階の仕事部屋で仕事中。

　藤とう花かと千ち鶴づるも仕事で、紗さ奈なはなにやら用事があるとのことだ。

　よって、本日の予定『ぼっち』となった俺は──

　珍しく朝から漫画を描いていた。

　……いや、正確には描きあぐねていた。

「うーん、どうすっかなぁ……」

　椅い子すの上であぐらをかき、うなりながら指先でペンをもてあそぶ。

　──とにかくロリたちと楽しく遊べばいい！

　という常識の枠に囚とらわれないインプット法を確立して、もうすぐ一ヶ月。

　おかげで楽しい日々を過ごし、笑顔のストックを脳内にたくさん作ることができた。

　それがふと繫つながったのが三日前、ロリキャバクラの翌日である。

『あ、イケそうかも？』

　と手応えを得られ、例によってネームを切らずに、とりあえず描きはじめてみた。

　ひとりでいる時間に作業を進め、全体の八割くらいまではすいすいペンが走った。

　体力も気力も十分。これは前作を超える出来になりそうだ！

　……なんて思っていたのだが。

　話がクライマックスに入ったところで『なんかちがうなー』状態に陥おちいり、すっかり手が止まってしまっていた。

　ハッピーエンドにするのは決まってるんだけど、そこに至る道のりがちょっと平へい坦たんすぎる気がして、なにかもうひと山ほしいなぁー、といった感じ。

　そこで、ぐうぅぅと盛大におなかが鳴った。

「……腹減ったな」

　そういえば、今日はまだなにも食べてない。

　とりあえず休憩がてら、飯にすることにした。

　一階に下りて、冷蔵庫に入っていたサンドウィッチをテキトーにつまむ。

　十分ほどで完食し、自室に戻った。

　さて。空腹を満たしたところで、俺は真剣に考える。

　作業を再開すべきか、否か……。

　ま、今日のところはいいか。

　こういうときはいったん机から離れたほうが、アイデアも浮かびやすいだろう。

　べつに締め切りを設定されているわけでもないしな、焦ることはない。

　のほほんとそう思いながら、原稿やら漫画道具やらを片づけた。







　千ち鶴づるが顔を出したのは、それからだいたい一時間後である。

　制服姿だ。つまり、仕事先から直接やってきたのだろう。

「相変わらずだらけてるわね……」

　ベッドで悠々と漫画を読んでいる俺に、千鶴はあきれたように言った。

「いや、午前中はけっこう真面目まじめに原稿やってたんだぞ？」

「はいはい、そういうことにしてあげるわ」

　右手をひらひらとさせる千鶴。雑に流されてしまった。

　……信じてないな、この生意気ツインテールめ。

　まあ、日頃の行いのせいだし、べつにいいんだけど。

「てか、その大きなクッションはどうしたの？」

　ジト目を向けて訊たずねてくる。

　俺の背中には巨大なビーズクッションがあった。

「ふ、いいだろ？　昨日ポチってさっき届いたんだ」

「……また藤とう花かのお金で無駄遣いして」

「いや、無駄遣いじゃないって。これまじでいいから。千鶴もこっち来てみろよ」

　漫画を閉じて、隣をぽんぽんと叩たたく。

　なんせ幅が一メートル以上あるからな。ふたりでも余裕で使うことができる。

「……まあ、いいけど」

　千鶴がベッドにあがり、俺の隣に腰かけた。

　クッションがすこし沈み、いい感じにフィットする。

　あれ、やけに素直だな。

　千鶴の場合『来い』と言ったら、最初は反発されるかと思った。

　しかもけっこう距離が近い。千鶴のツインテールが二の腕をくすぐった。

　もしかして、ついにデレ期が到来したのだろうか？

　いや、そういう雰囲気でもないのだが……。

「ふーん、たしかに悪くないわね。気持ちいいわ」

「だろー？」

　しみじみと感想をもらす千鶴に、俺はにやりと笑って答える。

「やばすぎて、こんなの使ってたらどんどん人間がダメになるよな」

「これを使うまでもなく、ハルはとっくにダメにん──」

　千ち鶴づるの言葉が不自然に途切れた。

「え？」

「……なんでもないわ」

　千鶴は弱々しく首を振った。

　やはりなんだか様子がおかしい。

　いつもの千鶴なら、おそらくこう言い放っていたはずだ。

　──これを使うまでもなく、ハルはとっくにダメ人間じゃない。

　的確で手厳しい、鋭いツッコミ。これをのみこんだ理由はなんだろう？

　怪け訝げんに思っていると、

「……まあ、今日のところは、あたしも人のこと言えないけどね」

　千鶴が浮かない顔で、そうつぶやいた。

「なんだよ、もしかして仕事をサボってきたのか？」

「……ええ。ちょっとした交流会だったんだけど、途中で抜け出してきちゃったわ」

　冗談めかして訊きいたのだが、ふつうに肯定されてしまった。

　責任感の強い千鶴がサボり……。

　らしくない言動に面くらいつつ、俺は再度からかうような言い方をした。

「つまり仕事をサボってまで、俺に会いに来たかったってことだな？」

　さすがにこれには、顔を真まっ赤かにして怒ってくるだろう。

　と、期待したのだが──

「……ま、そんな感じ」

　千鶴は自じ嘲ちよう気味に笑ってうなずいた。

　…………おいおい、まじでいったいどうしたんだ。

　驚きを通り越して、かなり心配になってきた。

　思わず千鶴の額に手を伸ばす。

「ちょっ、なにするのよ」

　すぐに鬱うつ陶とうしそうに振り払われた。

「いや、熱でもあるのかなーと思って」

「はあ？　べつにそんなものないわよ」

「みたいだな。平熱だった」

「……なんでいまの一瞬でわかるのよ」

「いつもスキンシップとってるからな。そのくらいちょっとさわればわかるよ」

「なにその履歴書に書いただけで通報されそうな特技……」

　千鶴はうへぇとばかりに顔をしかめ、すすすっと身を引いた。

　いや、そんな本気で引くなよ。傷つくだろ……。

　しかし、そのツッコミにはほっとした。

　声量は物足りないけど、それくらいの余裕はあるようだ。

「なにか嫌なことでもあったのか？」

　深刻に考えてもしょうがないと思い、直球で訊たずねた。

　だが、好感度を下げてしまったせいか、ぷいっとそっぽを向かれてしまう。

「……うるさいわね、ハルには関係ないでしょ」

　いや、仕事を抜け出して訪ねてきて、なおかつ甘えるように身体を寄せられて、それで関係ないって言われてもなぁ……。

　素っ気ない態度に、小さく息をつく。

　プライドの高い千ち鶴づるのことだ。こうなると素直に話してはくれないだろう。

　やれやれ、どうしたものか……。

　十秒ほど思案し、ぱっと浮かんだことを口にした。

「んじゃ、代わりにべつのお願いをきいてくれ」

「なんでそうなるのよ」

「大丈夫。千鶴にとってもメリットのあることだから」

「……とりあえず、言うだけ言ってみなさい」

　警戒心丸出しの千鶴に、俺は紳士的な笑みを浮かべて、告げる。

「これから俺とデートしてくれ」

「──は？」







　というわけで、戸惑う千鶴を半ば強引に連れ出し……。

　藤とう花か邸からほど近い場所にある──カラオケボックスにやってきた。

　俺の策略はこうである。

　──楽しく遊んでごきげんが回復すれば、きっと千鶴も打ち明けてくれる！

　我ながら浅はかだとは思うけど、あのまま家にいるよりはいいだろう。

　失敗しても特に損はないし。

　ちなみに、麻ま耶やさんにも声をかけようか悩んだが、あえてふたりきりを選択した。

　仕事の邪魔をするのもなんだし、せっかくの機会だしね。

「……なんでこんなとこに来なきゃいけないのよ」

　フリータイムで受付をして部屋に入ったところで、千鶴がため息まじりに悪態をつく。

「まあ、いいじゃん。大きな声を出すとストレス解消になるし」

　俺は苦笑してなだめた。

「ストレスって、ハルにはそんなものないじゃない」

　これはツッコミというより、ただの嫌いや味みだろう。

「まあね。でも、千ち鶴づるはたまってるだろ？」

「べつにあたしは……」

「ま、とりあえず座ろうぜ」

　うながして、高級感のあるソファに並んで腰をおろす。

　ふかふかで、たいへん座り心地がよかった。

　千鶴は『こんなとこ』って言ったけど、なにげにグレードの高い店を選んだのだ。

　ターゲットはそこそこ稼いでいる社会人、もしくはシルバー世代だろう。

　合コンとかの遊びはもちろん、なんなら商談でも使えそうなところだ。

　おかげで部屋は、高級ホテルのラウンジのように綺き麗れいだった。

　壁際には大きな空気清浄機が設置されており、タバコのにおいとかぜんぜんしない。

　当たり前だけど、金を出せばそのぶんサービスってよくなるんだなぁ……。

　高校生時代に利用した安いカラオケ屋を思い出し、あらためてそんなことを痛感した。

「んじゃ、さっそく歌いまくろう。千鶴から入れていいよ」

　リモコンを差し出して言ってやると、千鶴は困ったように眉を寄せた。

「……そう言われても、よくわかんないんだけど」

「え？　もしかしてカラオケに来るのはじめて？」

「ええ」

「あー、そっか」

　考えてみれば、俺もはじめてカラオケに来たのは小六くらいだった気がする。

　お嬢さまだと尚なお更さら、来る機会もなさそうだしな。

「じゃあ、最初は一緒に歌おうか」

「……あたしは遠慮するわ。ハルひとりで歌いなさい」

「どのアニソンがいい？」

「人の話を聞きなさいよ。てか、なんでアニソン前提なのよ」

「俺がほぼアニソンしか知らないからだよ。あ、これなら千鶴も歌えるよな？　このまえ一緒に観みたアニメだし」

「……まあ、たぶん歌えると思うけど」

「よし、けってーい」

　スタイラスペンで操作して、某アニメの主題歌をリクエストした。

　マイクを準備しているあいだに画面が切り替わる。

　二本あるうちの片方を千鶴に手渡すと、ちょうどイントロが流れ出した。

　ひさびさのカラオケに高揚しながら、俺は大きな声で歌いはじめる。

「──って、千ち鶴づるも歌えよ！」

　マイクを手にしておきながら、歌うそぶりも見せない千鶴にツッコんだ。

「……歌うとはひとことも言ってないじゃない」

「えぇー、ここまで来ておいてそりゃないだろ。まじでお願い。かわいい女の子と一緒にアニソン歌うの憧れだったんだよ」

「そんなの知ったこっちゃないわ」

「……へえ、そっちがその気なら、こっちにも考えがあるぞ」

「な、なによ？　変なことしたら速攻で通報するわよ？」

　目を細めて声のトーンを落とすと、千鶴はすこしびびったように返してきた。

「安心しな。もちろん千鶴を傷つけるようなことはしない」

「……じゃあ、なにするつもり？」

「土下座だ」

　俺はわざわざソファからおりて、床に正座する。そして宣言どおり、




「お願いします！　どうか俺と一緒に、アニソンを歌ってください！」




　完璧な土下座を決めてやった。

「……そんな理由で女子小学生に土下座するって、男としてどうなの？」

　あきれ果てたような声が頭上から降ってくる。

「ふっ、ロリのヒモにとっては造作もないことさ」

　顔をあげて不敵な笑みを浮かべた。

　と、位置の関係上スカートの奥が見えそうなことに気づく。

　なめらかなふとももが作り出す、魅惑の隙すき間ま。

　目をそらすべきか悩んだが、いまは俺の誠意を伝えることが先決だ。

　視界に入ってしまうものは仕方ないと、割り切ることにした。

「いや、そんな情熱的な目で言われても、微み塵じんもかっこよくないわよ」

「千鶴とデュエットできるなら、かっこよさなんてどうでもいい」

「…………」

　きっぱり言い切ると、千鶴は押し黙ってくちびるをむにむにさせた。

　照れているらしい。頰ほおにはほんのり赤あか味みが差していた。

　もう一押しだと思い、俺はさらに堂々と告げる。

「なんなら、このまま全裸土下座に移行したって構わないくらいだ」

「それはやめて」

「え？　全裸土下座はお好みじゃない？」

「当たり前でしょ。てか、通常の土下座もされたくないわ」

「じゃあ、俺に全裸土下座されたくなかったら、観念して俺とデュエットしてくれ」

「……どこまでプライドをなくしたら、そんな最低の脅迫ができるのよ」

　冷ややかな視線で皮肉られる。

「ふはは、逆に感心しちゃうだろう？」

「開き直るな」

「ちなみにこれで拒否したら、千ち鶴づるは俺の全裸が見たいってことだと受け取るから」

「…………あー、もう、わかったわよ……一緒に歌ってあげるわよ」

　千鶴は深々とため息をつき、うんざりとした面おも持もちでそう言ってくれた。

「やった！　さすが千鶴ちゃん！　超嬉うれしい！」

「……そういうのいいから、とりあえずソファに戻って」

「いや、感謝の気持ちを伝えるために、このまま土下座で歌うよ！」

「やめなさい。もし店員さんに見られたら、最悪通報されちゃうでしょ」

「……たしかに、それは困るな」

　真顔で正論すぎる注意を受け、俺は千鶴の隣に戻った。

　リモコンを操作して、流れっぱなしだった曲をいったん止める。

　最初から歌い直すために、履歴からもう一度リクエストした。

　そして今度は、千鶴もおずおずと歌ってくれる。

　最初は恥ずかしそうにしていたが、慣れてくるにしたがってのびのびとした綺き麗れいな歌声を披ひ露ろうしてくれた。

「おー、はじめてなのにめっちゃうまいな」

　曲が終わったあと、お世辞抜きで称たたえた。

「……あ、ありがと」

　千鶴がまんざらでもなさそうにはにかむ。

「そういうハルこそ歌唱力はともかく、気持ちよさそうに歌うわね」

「はは、照れるなぁー」

「……いちおう言っておくけど、べつに褒ほめてはないからね」

　なんてチクリと言いつつ、千鶴は口元をほころばせた。

　俺も内心で微笑する。目もく論ろ見みどおり、すこしずつ元気が出てきているようだ。

　やはり音楽の力は偉大だな。

　短時間で人の心を動かすことにかけては、たぶん最強のエンタメだろう。

　漫画にはない要素だから、ちょっと嫉しつ妬とというか、悔しい思いもあるんだけど。

　ともあれ、この調子でガンガン歌っていこう！







　で、一時間ほどノンストップでデュエットを続けた。

　五曲目くらいから千ち鶴づるも積極的に曲を入れるようになり、大いに盛り上がった。

「よし、じゃあ次はこの『おっぱいぷるるん大作戦』を歌おうぜ」

「どんな曲よ！」

「え、知らない？」

「知るわけないでしょ！　てか、そもそも女子とのデュエットなんだから、もうちょっとましな選曲をしなさいよバカじゃないの！」

　おかげで千鶴のツッコミにも、いつものキレ（声量）が戻っていた。

「……なんで罵ののしられて喜んでるのよ、気持ち悪い」

　にやにやしていると、千鶴にじっとりとした目を向けられる。

「いや、やっぱ勢いよくツッコまれるのは気持ちいいなーと思って」

「──あっ」

　千鶴は『しまった』とばかりにくちびるを嚙かみしめた。

「ん？　どうした？」

「……なんでもないわ」

　ツインテールを弱々しく横に揺らし、千鶴が小さくため息をつく。

　ははーん。これはさては、あれだな？　言葉とは裏腹に、実はなんでもあるやつだな？

　女心はよくわからんが、ロリ心には聡さとい俺である。

　千鶴の仕草からそう結論づけた。いや、誰だってそう思うわ。

「言いたいことがあるならはっきり言いたまえ」

　偉そうな教師のような口調で告げる。

　千鶴は苦笑まじりにこう返した。

「……ハルって、ほんとバカよね」

「失敬なことをそんなしみじみと言うな」

「……そうね、ごめん。ハルにも言っていいことと悪いことがあるわよね」

「いや、そういうことじゃなくて、どうせ罵るなら勢いよくやってくれってこと」

　おどけて言うと、なぜか恨うらみがましい目つきでにらまれた。

「……あんたがそんなんだから、あたしもやらかしちゃったのよ……」

　ふむ。その口ぶりからすると、やはり今日の仕事で一ひと悶もん着ちやくあったのだろう。

「やらかしたって、なにを？」

　もちろん追及させてもらう。

「……さっき、交流会から抜け出してきたって言ったでしょ？　そこで取引先の社長さんに失礼なことをしちゃったのよ」

　さすがにもう意地を張ったりせず、千ち鶴づるはぽつぽつと語ってくれた。

　本当は誰かに話したかったのかもしれない。

「失礼なことって？」

「……ツッコミ」

「へえー、どんなツッコミ？」

　親父おやじギャグに対して『ぜんぜん面白くない』とか、そんな感じかと予想する。

「その社長さんがね、『弊へい社しやはお客さまのことを第一に考えています。ですからうちの営業では、商品のデメリットなども包み隠さずお伝えしています』って言ったのよ。それで思わずツッコんじゃったの……」

「なんて？」

　興味を引かれて相づちを打つ。

　立派な経営方針で、特にツッコミどころがあるとは思えなかった。

　たっぷり間を置いて、千鶴は言った。




「…………『だったらまずそのカツラを外しなさいよ』って……」




「あははははははっ！」

　まじか、すげえ。さすが俺たちのツッコミクイーンである。

　腹を抱えて爆笑してしまった。

「……笑いごとじゃないわよ」

　千鶴がしぶい顔で抗議してくる。

「くくくっ、ごめん。でも、これで笑うなっていうほうが無む茶ちやだろ」

「……まあね。その場ではパパも笑ってたくらいだし」

「取引中止とかにはならなかった？」

「それは大丈夫。パパの友達でもあったし、なにより優しい人だったからね。笑って許してくれたわ」

「そりゃよかった」

　それなら心おきなく笑うことができる。

「ぜんぜんよくないわよ……。おかげでママにめちゃくちゃ怒られたんだから……」

　千鶴いわく、日頃から口の悪さについては注意されており、そこに今回の暴言が重なったことで、お母さんの怒りがとんでもないことになったらしい。

　ふと、記憶がつながる。

「あー、そっか。だから俺へのツッコミに遠慮があったのか」

　へこんでいたことより、そっちのほうが要因として大きそうだ。

「ええ……。悪い癖なのは自覚してるし、これでも反省してるのよ。温泉のときもそれが原因で藤とう花かとケンカになったし、普段からもっとお淑しとやかにならなきゃなって……」

「…………」

　千ち鶴づるの物もの憂うげな吐と露ろを受けて、俺は言葉に詰まってしまう。

　真剣に悩んでいるのが、痛いほど伝わってきた。

　個人的な意見を言わせてもらえば……千鶴はいまのままでいいと思う。

　無理に変わる必要なんてない。むしろ変わってほしくない。

　……でも、それを軽々しく口にすることはできなかった。

　当たり前だけど、俺と千鶴では住んでいる世界が違う。

　──政治家だって失言するんだから、もっとテキトーに生きようぜ。

　なんて言うのは、あまりに無責任だ。

　重たい沈黙が横たわる。カラオケの画面では、五人組のアイドルが新曲の宣伝をしていた。彼女たちに罪はないが、明るい声がひどく耳みみ障ざわりに感じた。アイドルだけあって整った容姿をしている。だけどロリたちの笑顔のほうが、俺にはずっと魅力的に思えた。

　かけるべき言葉が見つからないまま小さく息をつき、千鶴に視線を戻す。

　千鶴の瞳には、うっすらと涙がたまっていた。

　ズキリと胸が痛み、頭に血がのぼる。

　──おい、なにをしている天てん堂どうハル。

　無神経なことを言うのは論外だが、だからってなにもしないのも違うだろ。

　自分になにができるか考えろ。どうすれば彼女は笑ってくれる？

　ロリを笑顔にできないなら、ロリのヒモなんてやめちまえ！

　そう思うと同時に、俺はソファから立ち上がっていた。

　これが正解かはわからない。ただ、千鶴に知ってほしい想おもいがあった。

「ごめん千鶴。悪いけど、ちょっとここで待ってて」

「え？」

「すぐ戻ってくるから！」

　一方的にそう告げて、部屋を飛び出す。

　廊下を進み、階段を駆けおり、店の外へ。容赦のない真夏の日差しが降り注ぐ。まぶしさに目を細め、うだるような暑さに顔をしかめた。しかし、ひるんでいる場合ではない。

　引きこもりの身体に鞭むちを打ち、藤花邸への道を全速力で駆ける。

　すぐに呼吸は乱れ、汗が噴ふき出だす。一歩踏み出すごとに両足が悲鳴をあげた。

　──くそ、やっぱ日頃から運動してないとダメだな！

　あらためてそう思いつつ、とにかく懸命に走る。走る。走る！

　一秒でも早く、千鶴の憂ゆう鬱うつを取り払うのだ！

　根性で数百メートルを走破して、藤とう花か邸にたどり着く。まだゴールではない。休まず家のなかを進む。三階まであがるのがえらいきつく、足がつりそうになった。自室に入り、ふらふらの状態で机に歩み寄る。引き出しを開ける。手の汗を服でぬぐい、描きかけの原稿を手に取る。読む。──うん、やっぱり俺は間違ってない。

　確信して、一ページだけ抜き出す。裸のままだとあれなので、封筒に入れる。

　さあ、もうひとがんばりだ。封筒を手にしたまま部屋から出る。こけないように注意しつつ階段をおりる。外に出てまた走りだした。気分はメロスだ。ハルは奮起した。必ず、かのツンデレを笑わせねばならぬと決意した。そして、心の底から思う。

　今度、藤花に自転車を買ってもらおう。







「──ちょっ、ハル!?　大丈夫!?」

　死にそうになりながらカラオケ屋に戻り、ソファに倒れこむと、千ち鶴づるが目を見開きながら声をかけてくれた。俺は息も絶え絶えに「だ、だいじょぶ」と答え、封筒を差し出す。

「え、なにこれ？」

「……なかに、入っているのを、見てほしい」

　千鶴は無言で受け取って、丁寧に原稿を取り出した。

　本当は一ページだけ見せる、なんて中途半端なことはしたくないのだけど……。

　どうしてもこの場で、千鶴に見てほしいところがあった。

　千鶴をモデルにしたキャラが、華麗に毒舌ツッコミを入れるシーンだ。

「…………」

　千鶴は口をつぐんだまま、じっと俺の絵を見つめる。

　俺は呼吸を整えながら、身体を起こした。

　燃え尽きたボクサーのような姿勢で座り、ぬるくなったウーロン茶で喉のどを潤うるおし、問う。

「どう思う？」

「……どうって言われても……」

「超かわいいだろ？」

　困惑した様子の千鶴に、どや顔で告げた。

「自分で言うのもなんだけど、このコマはすげえ気に入っている。千鶴の魅力をうまく描くことができたなって」

「……魅力って、あたしには暴言を吐いているようにしか見えないんだけど」

「それは違う。……いや、たしかにここだけ見たら、そう思うのも無理はないんだけど、これは暴言じゃなくてツッコミだよ」

「……それって、どうちがうの？」

「ツッコミは愛がないとできない」

「……もしかして、バカにしてる？」

「そんなわけないじゃん」

　不快そうな目つきを向けられ、俺は苦笑して解説した。

「間違った言動をきちんと訂正するなんて地味にしんどいこと、愛がなかったらできないだろ？　お笑い的な意味だけじゃなくて、一般的な注意もふくめてな。……まあ、たまに暴言との区別ができてない人もいるけど、すくなくとも千ち鶴づるのツッコミには、ちゃんと愛がこもっていると思う。カツラを指摘しても許してもらえたのが、その証拠だな」

「…………」

　俺の言葉を吟ぎん味みしているのか、千鶴が押し黙る。ややあって、

「……仮にそうだとして、つまりなにが言いたいわけ？」

　と、しかめ面で訊たずねてきた。

「えーと、要するに、あれだ」

　お淑しとやかになんてならなくていい。自然体のままでもいいじゃないか。

　俺の立場じゃ、無責任にそんなことは言えないけれど……。

　でも、たしかなこともある。胸を張って断言しよう。




「正しいことをずばり言ってくれる千鶴が、俺は大好きだってことだよ」




「──っ」

　シンプルに想おもいを伝えると、千鶴の頰ほおがかあっと赤く染まった。

　そして、もじもじと口を開く。

「…………あ、ありがと。そう言ってくれるのは、その、嬉うれしいわ」

　期待以上にかわいい反応をもらえ、こっそり胸をなで下ろす。

　どうやらそれなりに刺さってくれたらしい。

　これでもし『なにそれ気持ち悪いんだけど？』とかツッコまれたら、さすがの俺も立つ瀬がない。いや、それはそれで面白いから、ありっちゃありだけど。

「ちなみに、そう思ってるのは俺だけじゃないぞ。ほかのみんなも同じ気持ちのはずだ」

「……ほんとに？」

「ああ。なんならいま訊きいてみようか？」

　スマホを取り出し、藤とう花かと紗さ奈なと麻ま耶やさんにメッセージを送った。

『千鶴の歯はに衣きぬ着きせぬ物言いってどう思う？』と。

　三人とも仕事中のはずだが、すぐに返事をしてくれた。

　まず藤花。

『とてもいいと思います！　話していて気持ちがいいです！』

　続いて紗さ奈な。

『にゃあ、かっこいいと思う。ぼくも見習いたい、すごいスキルにゃ』

　最後に麻ま耶やさん。

『きちんと自分の意見を言えるのは、立派なことだと思います』

　当然のようにポジティブな内容で、俺は得意げに笑った。

「な？　俺たちにとっては間違いなく美点なんだよ」

「……うん」

　千ち鶴づるは食い入るように画面を見つめ、赤い顔でうなずく。

　感激しているようで、瞳がすこしだけ潤うるんでいた。

　さきほどのものとは違う、あたたかな涙。

　からかうのは自じ重ちようして、やわらかく微笑ほほえみかけた。

「だから千鶴さえよければ俺たち、特に俺には、これからも手加減なしのツッコミをしてほしい。──てか、そうだ。仕事とかでは我慢するようにして、そのぶんを俺で発散するってのはどうだ？　そしたらウィンウィンな関係になれるだろ？」

「……それだと、あたしのほうが得してる気がするんだけど」

「そう思うなら、甘えてくれればいいよ。千鶴が得をしてくれたら俺も嬉うれしい」

「…………わかった」

　千鶴はこくりとうなずき、小悪魔っぽい笑みを浮かべた。

「そういうことならいっさい遠慮しないから、覚悟しなさい」

「おう、上等だ。その代わり、俺もいろいろ自由にやらせてもらうからな」

「……てか、考えてみればハルの場合、常にあんたのほうに非があるから、あたしが遠慮する必要なんて最初からないじゃない」

「さすが千鶴。早くも鋭いツッコミを繰り出してきたな」

「いや、ツッコミじゃなくてただ事実を口にしただけだから」

　ジト目でそう言って──こてん。

　こちらにしなだれかかり、肩に小さな頭を預けてきた。

「お、これはまた斬ざん新しんなツッコミだな」

「……うるさいバカ」

　にやにやしながら言うと、ツンツンした声が返ってくる。

　そして照れくさそうに、上目遣いで、

「甘えてくれていいって言ったでしょ？　だからあたしのクッションになりなさい」

「なるほど。人をダメにするクッションならぬ、ダメ人間クッションか」

「……あたしも影響されてダメ人間になったら、責任とってよね」

「ヒモでとれる範囲なら、喜んで」

　そのときは、ロリのヒモのほかにもうひとつ肩書きを追加しよう。

　ロリをダメにするクッション。

　うーん、我ながらとことんクズいなぁ……。

「てか、汗かいてるけど、いいのか？」

「…………気持ち悪いけど、我慢するわ」







　そんなこんなで。

　それから完全に復活した千ち鶴づると、時間いっぱいアニソンを歌いまくった。

　千鶴はこの娯楽をたいへん気に入ったようで、

「今日はいろいろありがとう。すごい楽しかったわ。また連れてきなさい」

　店を出て藤とう花か邸への道すがら、そんなふうに言ってくれた。

　いや、それはむしろこっちの台詞せりふである。

　なにしろ会計をしたのは千鶴だからな……。

　俺が出すってことはつまり藤花が出すってことで、それは悪いとのこと。

　おかげで会計時、店員さんが驚いていて面白かった。

















　千ち鶴づるが帰宅して、軽めの夕食を食べたあと。

　俺は自室の机に向かい、漫画の作業を再開させた。

　今日はもうやらないつもりだったのだけど……。

　アイデアが浮かんでしまったのだから仕方がない。

　詰まっていたのが噓うそのように、軽快にペンが走った。

　おおまかな流れは、だいたい前回の短編と同じだ。

　ロリたちがさまざまな衣装を着て、困難なミッションに挑んでいく。

　とある寿す司し屋の経営が危ない！　しかも潰つぶれたら世界が崩壊!?　寿司職人になって繁はん盛じようさせろ！

　ファッションショーのモデルの代役を依頼される！　盛り上がらないと世界が崩壊するとかしないとか!?　ともかく最新のモードを華麗に着こなせ！

　世界一の絶叫ウォータースライダーに、謎のスライムモンスターが発生！　このままだと世界が崩壊するような気がするので、ただちに調査に向かって排除せよ！　大丈夫、みんなですべれば怖くない！　巨乳メイドのポロリ（健全）もあるよ！

　夏風か邪ぜが流は行やって、とあるキャバクラ店のキャストが足りない！　いや、小学生にどうしろと!?　まあ、細かいことは気にするな！　売り上げが悪いと世界が崩壊するかもしれないぞ！

　そして、そのキャバクラで最大のピンチが訪れる……。

　ツインテールロリの鋭すぎるツッコミが炸さく裂れつし、セクハラ客に逆ギレされてしまう！

　しかし、鬱展開は二コマでさらば！

　落ちこむツインテを仲間が励はげまし、不ふ埒らちな輩やからを成せい敗ばいする！

　最後はお店のカラオケで、みんな一緒にどんちゃん騒ぎの大だい団だん円えん！

　ちょいちょい世界の崩壊が絡んでくるが、その理由は俺もわからん。

　ロリたちの生き生きとした笑顔を描ければ、ほかのことはどうでもいいのだ。

　夕ゆ莉りちゃんに見せたらまたボロクソに言われるだろうけど、しょうがないよね。

　なぜなら俺は。




　──ロリのヒモだからな。




　で。

　とにかく夢中になって最後まで描き上げ、そのまま全ページの仕上げに取りかかる。

　気がつくと窓の外が明るくなっていた。

　……おお、まじか。

　せっかく朝型の生活リズムを獲得したのに、久しぶりに徹夜をしてしまった。

　意識すると、一気に疲れが襲ってくる。

　でも、もうちょっとだからこのまま完成させてしまおう。

　表情を微調整し、影やフリルを描き足す。

　背景や小物、それ以外にも気になったところに細かく手を入れた。

　そして、午前七時を過ぎた頃。

「──よし、できた」

　納得できる完成度に到達する。

　ページ数は二十一。

　目標の月産三十ページにはだいぶ足りてないな……。

　まあでも、きちんと一本あげたのだから、とりあえずはよしとしよう。

　ペンを置いて、達成感に浸りながら大きく伸びをした。

　身体は休息を欲していたが、高揚しているためあまり眠気はない。

　そろそろ藤とう花かも起きてくるだろうし、原稿を渡してから寝ようと思った。

　……そのまえに、シャワーを浴びてくるか。

　ぶっ続けで作業していたため、すこし身体がべたついていた。

　机の上をざっと片づけ、浴室のある一階におりた。







　朝シャンしていた麻ま耶やさんと脱衣所でばったり出くわす。

　なんて素敵なハプニングもなく、ふつうに汗を流してさっぱりした。

　小腹が空すいていたので、キッチンに立ち寄る。

　冷蔵庫に入っていた生ハムとかチーズをテキトーにつまんだ。

　満足したところで自室に戻る。階段の途中でなにやら物音が聞こえてきた。

　藤花か麻耶さんが目を覚ましたのかもしれない。

　二階のリビングをのぞくと、思ったとおり藤花が部屋から出てきた。

　格好は制服である。手には大きなカバンがあった。

　ということはつまり、早くも仕事に行くのだろうか。

　だとしたら、漫画を渡すタイミングはどうするべきか。

　なんにせよ、まずは話を聞いてみようと思い、

「おはよー」

　と、歩み寄りながら声をかけた。

「あ、先生。おはようございます」

　藤とう花かはにぱっと微笑ほほえんで、朗ほがらかに挨あい拶さつを返してくれる。

「もう起きてらしたんですね。ちょうどよかったです」

　起きてるというより寝てないのだが、その説明は後回しにして。

「ちょうどって、なにが？」

「……その、突然で申し訳ないのですが、実は折り入って、先生にお願いがあるんです」

「へえー、なに？　俺にできることならなんでもするよ」

　親愛なる藤花の頼みとあれば、断る理由はなにもない。

「ありがとうございます」

　気楽に構える俺に、藤花が真剣な面おも持もちで告げる。

「えっとですね、もしよかったらでいいんですけど……」

「うん」

「わ、わたしと……あぅ……」

　よほど言いにくいことなのか、そこで恥ずかしそうに口ごもった。

　やべえ、なにこの生き物。超かわいい。

　頰ほおを染めてもじもじする藤花に、俺の胸がきゅんと高鳴る。

　徹夜明けなので、多少ハイになっているのかもしれない。

「大丈夫。遠慮せずに言ってごらん」

「はい……」

　優しく笑いながらうながすと、藤花は一度大きく深呼吸をした。

　そして、意を決したように口を開く。

「せ、先生さえよければ……」

　それは、こちらの予想をはるかに上回る──衝撃的な言葉だった。




「──わたしと駆け落ちしてください！」












あとがき







　先日、とある書店さんにて。

　ぼーっと棚を眺めていると、近くに男性三人組がやってきました。

　大学生くらいの彼らは楽しげに、こんな会話をしておりました。

「このラノベ、面白いのかな？」

「おまえ買って読んでみろよ」

「でも、もしこの本を家族に見られたらなんて言い訳していいかわからん」

　盗み聞きするのはよろしくないと思い、ぼくは彼らから目をそらしました。

　しばしして──けっきょく勇気が足りなかったのでしょう──彼らは持っていた本を棚に戻し、その場から立ち去りました。

　いったいどんなラノベだったのだろう……？

　ぼくはなにげなく、彼らが手にしていた本に目を向けました。こんなタイトルでした。

『今日から俺はロリのヒモ！』




　どうも作者の暁あかつき雪ゆきです。

　いろいろとハードルの高いラノベ、こうして２巻をお届けすることができました！

　お買い上げくださった紳士淑女の皆々様、本当にありがとうございます！

　たとえ世間の風が冷たくとも、皆様がいる限りぼくは決して負けません！

　３巻も全力で書きますので、どうぞよろしくお願いいたします。




　そして！　そんな皆様のおかげで、なんと本書がドラマＣＤになります！

　詳しいことは、ＭＦ文庫Ｊさんの告知をご覧になっていただけますと幸いです。

『異世界とわたし、どっちが好きなの？（２巻）』のあとがきで、『２巻と同時期に発売予定』とか書いたのですが、あれはぼくの勘違いでした……。大変申し訳ありません。




　最後に、謝辞でございます。

　あかざわＲＥＤ先生。素晴らしいイラストおよび帯コメント、まことにありがとうございます！　とても光栄で、とても心強く、とてもとても嬉うれしかったです！

　へんりいだ先生。今回も最高のイラスト、ありがとうございます！　さすがです！

　担当さまをはじめ、本書に携わってくださったすべての方にも多大な感謝を。

　そしてもちろん、これを読んでくださっているあなたさま。

　重ね重ね、ありがとうございます！　またお会いできることを心から願っています！






















特別付録　書き下ろし短編







紗奈とスーパー（ロリキャバクラ開店準備）







　ロリキャバクラを開店するため、俺と紗奈は近所のスーパーに買い出しにやってきた。

「にゃあ、操縦はぼくにまかせるにゃ」

　カートの持ち手を操縦桿のごとく、ぎゅっと握りしめる紗奈。無邪気だなー。

　本来なら俺が押すべきだが、楽しさを奪うのも無粋である。

「うむ、頼んだぞ。エースパイロット」

　きりっとした顔で乗っかった。

「ただし、安全が最優先だ。ほかのお客さんにぶつからないよう、まわりに注意しろ」

「いえっにゃー」

　びしっと敬礼して、紗奈はきょろきょろとまわりを見る。

　ネコミミが揺れていてたいへん微笑ましい。

　近くにいたアラフォーくらいのおばさまも、くすくす笑っていた。

　ちなみに『いえっにゃー』は『イエッサー』の紗奈バージョンだろう。かわいい。

　経路に沿って、ゆっくり店内を巡っていく。最初は青果コーナー。

「にいさま、あの砲弾はどうにゃ？」

「砲弾？」

「あれにゃ」

　紗奈が指さしたさきには、黒玉スイカがあった。なるほど。たしかに砲弾っぽい。

　フルーツ盛り合わせはキャバクラの定番だし、買ってもいいかな。

　いや、でも、切り分けるのがめんどうだ。

「うちの主力武器はレーザーだから、またの機会にしよう」

「にゃ……さすがにいさま司令官。冷静な判断にゃ」

　代わりに、カット済みの盛り合わせをカートに入れた。

　それから野菜、魚、肉をスルーして、お菓子コーナーへ。スナック菓子やチョコレートなどをテキトーに選んだ。そして、メインのドリンクコーナーにやってくる。

「よし、紗奈。ここでは好きなものを確保していいぞ」

「にゃんっ」

　紗奈は嬉々として、たくさんのジュースを手に取っていった。

　……帰りの荷物、かなり重くなりそうだけど、がんばろう。

　ちなみに、会計をしたのは紗奈だった。

「いつも藤花に出してもらってるから、今日はぼくのおごりにゃ」

　一般的な男なら、遠慮してしまうところだけど……。

　ロリのヒモは、ロリの機微を心得ている。

「ありがとな」

　頭をなでなでしながら、丁寧にお礼を言った。

「にゃあー」

　紗奈は気持ちよさそうに目を細め、誇らしげに胸を張った。









　著者

　暁雪（あかつき・ゆき）
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